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林木種子の自給と其注意
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林木f'fi子の自給と其注意

長谷川孝三.

緖 言

從來御料林絡營に常リよ主として地方祯苗商・!： I)購入するセ常とするも共品質 

良好ならざるものあるのみならヰ動もすれば發芽能力なき古禅子等を混するものなきを保せ 

尹’山柚!g朔の如き果して商人の唱ふる所なりや否や就はしきもの亦黔からす。抑左林業 

は共:性質译果物を敷I-汀年の後に至りて收むるもめなるが故に造林當初に於ける稲苗選 

押の如何は實に斯業盛衰の岐るる所・咨人林・iミの速く砥り深く究めざろべからざる所以な 

り〇凡そ林木附「は」關聞の支配せらろる要志R少からざるべしと雖も産地母樹の如何は一般 

に般も闌係する所大な0と唱へらる。然るに此の蚊に於て此に撅はLさ市収の獄子を殊更用 

ひて悔を百年に遺すが如きは吾人の採らさる所なり〇

幸にLて御料林は立木地而仙約八I•餘萬听步を彳jし,欢林の分布は餃潞より寒帶に跨りて各 

祐の林木部富なるを以て贝:結實を適當なる方法によりて採集:乾燥し尙之を貯激して凶年に偷 

ふる等低族にして優艮れろ輒子自給のガ策に出づるは透林上の所即根本要義にして林業經灯 

上冇利なる％淫を俟たす。而して拜?實の採％軟:燥並に貯被酔に就ては由來贋な研究論議せら 

れ是に開する知見の發表せられたるもの妙からざるべしと雖も吾网に於ては未だ一定の準撼 

すべき方站あるを【川かず。依て數年來用要林木たるヒノキ,スギ,アカマツ,共他二三の'樹 

的こ就きJ网堪,乾燥,火臟,共他小槊上必要なる・般取扱方法を調布し[：1下岫試驗中なる 

も旣に得たる成釣こして她方實行扣ことり5•たるべきものあるを進ひ取敢米史:一部を収辭 

めて玆に之を荷行し他日の増利jを期せんとす。

[•種子の選擇

m產 灿

抑々禎了は共床地母樹の如何を考慮せざる限はJI:發芽率,純並・共他•二の條件 

に依〇て共良否を略ぼ知り彳りらるべしと雖,共は革に攻れの品に對する利川價値の判定,播 

種M:の算粘,或は價格の調停・華に資せんが爲の檢定に止まり ‘眞に其の品質の良否を支配す



べ在根外硕彼たる産地,母樹切條件に對しては今H之を缶別す・ろめ術なし。而して科’「け 

地の問題に關しては旣に Cieslnr.Englar, Donglcr, lioesor.Somerville.Schwappich, Wibick- 

Mason, Tourney,共他學者の硏究調査せられたろもの多く近年Eiwroth氏⑴亦マツ4『の 

產地と之が造林成績に及ぼす影響とを・排し「地力並に海拔高を知こせるマツの祥［了・を混 

同せざること及產地の平均混座不明なる場命には之を使用せざることJ等を舉けて•蜷邮 

索に會!?する所あり。斯くして知見の發衣せられたるもの今や回からざろものあ”とお, 

を•要するに分布抛凡なる林木にありては,条候風七の影繆を梁りて自ら共の性質を知こL多 

<は之を秘子•に山りて造傳すべきが故に共の收捨選挥の如何は延て造林の或绩に;修饗する図 

融から渉となし,母樹の年齢以上に避要視するに至れ•>〇即ち造林用柄子は谷iらく:JI:の添地 

の判然せるものにして共形質良好なるものを採らざるべからずとなせり。然るに現・巾井に 

販賣せらるるものは共產地の如き甚だ既はしく,而も之が鑑別全く不可能なる今I M ー於ー 

|±•林業經營看たるもの宜敷く此或に您を用ひ,在來の跡入方法を捨てて直接採％のカ法を 

採り共産地と造林すべき地方の糸・候風土とを我慮し彼我相似たる所を以て之を選ばざるべか 

らず。

參 考 文 献

Hans Burger.-Untersuchungen iiber diw Huhenwachstuin verschic<lener Holznrteiu 
MitUJilungcn der Schweizcrischen Centrnlanstalt filr das forstliche v<,rpn,chs' 
wesen. 1926 3.82,

C2D母 樹

抑々經濟林您に於ては價値ある木材をIH來得る限り多・玳にして且保續的に生産するを以て 

共根本義となすが故に先づ造林羅業に於ては共地ガに最:邇技良の欲徴を親尊採集せざるべか 

らす。假りに種實が母射の形質を逍傳するものなりとせば颠子・の採集に當り:cは須らく妹に 

株を用WL:產地,形貿,旬稀総卻S係等を考慮し竹地方に應じて適當なる母林を選先し依 

て以て所座木をして母樹と同形質或はより以上たらしめ玆に優反林を形成せしめざるべから 

寸c Moller氏に依れば担績林施業は事業奩固何の械「と共所產苗水とを要求し外來系印:苗 

の使用を禁ぜり〇然れ共之れ獨り也級林施索の場命に於てのみならす就に・般佥林上 ’常に唱 

へられたる所なり。

(1)luicroth—Iteporta of the Swedish Institute of Experimental Forestry- No. 23,1927 
p. 59.

顷次•伐にJI:府地詳左らざる市胆时マの沌了•を造林"】に供するの危除を:択り漸次之を直接 

採果に仰ぐに至れるは斯・ 15に性ぶべき個向な!)と制ふべし。而して!れ來応地間額二就て 

•金 < 所を见ろに儿・前提として价も迅'林すべき地わ所「初痢苗は何れも共地に刃して皓並仕良 

なるto Ze0となせろが如きも果して?卜朱系のもの總てが不適當にしてJド也方產のものは•何 

れも顺"となすの粉•當•なりゃ作やに就ては:.•か浅なき能はず。即ち珥在林に於て•天然に 

なると人工据れ・になるとを出］はずJ眼立する林木伯"・に就ては假令蛔を同うするも非形質 

に於ては必すしも同•なリと7よす此はざるものあるを飮・ろべし。成は樹幹の通直なるおり。 

炎囘抿㈣するおり。阴钮J皮より柱必の衣に至る歩貝:形態性找を少しく仔細に制察するとき 

は生拍の•趾速・村代の虫否と閭連して共:孙夷 1の多辙多探なるに•懿を喫するなるべし。而も 

山人は未だ障に共・部分を次贏すろに止り果して今门觀る所を以て品種と見做し得るや否や 

に就ては知ろべからずと雖も少くも一林分內に於てすら今日旣に斯の如し・從て之冷;多種な 

る林木屮には必すや林・塁上よ！) して採るべきものと採るべからざる性質のものとあるべし。 

枇に現れ相に就てのみ之を論すれば脱叶所•在の投林は即ち共地に生立するものなるが故に之 

れが所床の棒苗は外來系ならすと約し得べきも或は前世樹にありては如何なる系統なりしゃ 

測り知るべからす。加之假令跋眾なる慈味に於ての在來系就なりと雖も之が今日迄共:純系を 

保持し将たるの理山なく必ずや贝:間幾多の泌仰単位の・推混淆せるものあるべし。果して然. 

°とせば在來系統巾の邮！Rに於ーこも亦林坐上採るべをものと然らざるものとに】"分せらるべ 

きは何人も容功にT'E・し得らるる所なるべし。山來缁翌藝に於ては.共:生産並に経済上我も意 

/ちるを蹄問題に關して研究・せられたるもの融からすと雖も,成熟時期の艮年月に:Kる林 

仁榭祐にありては共硏究亦容易ならざるを以て此のガ而に就ては深く究めた::もの少L。否 

Nに於ては体かにスギ・ヒノキ,アカマツ,ケヤキ,等二三主要林木に為(して共碰別を誡め 

らるるに及びて•漸次•此人の注世を!緬Uするに至れるのみ。斯の如く共系統品就に關Lては 

今11辛うじて一共:-•都を認;殺するに止り共委細は殆んど之を知るに［!jな既が•故に仅者•は須らく 

之を硏究し-cji：o|-；.］iyjを期すると共に將來純系を淘汰し問然めもに依る良切を選び頓ては優 

您刑を交配に依て得るの可照!に到注せざるべからざるも氷壊實行ザは取赦す現在林に就て 

所洲林如こ適すべきものと否とを仃•却Iに觀察淞別して忠實に之をj仅捨選探するを以て.共あー 

なとなし史らに思ひを內外各地に致し適木良種を廣く他に求めて樹翅の糙更秘郁の改良を 

訐るを以て其第二となす。斯く Lて!•樣上の希望碰に就ては専ら.共増殖を岡ると共に一而不 

適,不良碰の根絶を閭し植物界に於ける口然の競个を冇利に店鼻するを以て吾人の任務なり
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と信す。是に於てか林案拔術者たるもの深く!!胞に惹を川ひ從來の如く单に外來系ならざろ 

の故を以て樹を選ばす应に採秘養苗するが如きは深く之を悔み先づ以て母摘たるべきものに 

付ては共形質を吟味し樹型漿査にして斯業上匝ねて•共存立を希・rるが如きものを選棚［て 

地方每に伴樹砾林を死定せざるべから辛。Cnr】〇" ;. Bates氏叫:t昨年Journal of 1'orestry.^； 

上に於て,•*Better seed, letter trees.”なる題を拘げて母じ弛押の必耍なる所以をカ說LJt< 

近亦H：ms Burger氏はカラマツ.樹岭屈曲性の遣傳を餘じて愈々世人の注段を吳起する所 

あり,而して•度母樹母休を設定せば假令選外不齊木に結實ありとも之を新ることなく専ら 

優良母街を基として共結實理健なる時期に於て採收し之を貯載して凶年に備へ所明良硬子・门 

給の方策に出でざるべからず。若し夫れ樹齢の間題に至りCは人各々知見,を％•にし例へば母 

樹幼齢(スギ,ヒノキ’アカマツ等に於て十年乃:至三卜年)⑴ なろ埸合は共苗木時代並に培 

休後の生長佳良れるの故を以て幼’め母樹亦可れりとなすものあ〇〇或は生育吓盛れる;旧拾秋 

(約れ十年乃至ヒ八十甲)を採らざるべからずとなすあり〇或は老大木は例に自ら長るを全 

うせLものなるが•故に其性貿は神:實に依りて次代植物に遣何せらるべしとなして双・ら"1f虎 

大役を唱ふるあり。而して拈樹老附なるときは共耗子多くは桃なI)と樹せらスるも常腸に於 

て二三老杉郁子に就て渦在したる所に依れば必ずL.も然らざるものあり°玆に:共戒｛«の-・部 

を揭ぐれば次の如し
第1表

供弑料

起 號 & 名 钳 齢 床 坨 採果年n b 備 リ

1 日光业木杉 289年 短・木應H 尤町 火疋十s秋期
樹齢は地方にて 
池削せらるる所

2 地裁雄送杉 1500 V 岐爪據惠那郡加子母 村小鄭 15111•一月 による
〃

• ♦ • 9 虹 杉 so年 K野條西筑摩郡!Ei能村里宮 昭和二年ドー jj &

(1)Carlos (». Rites—Better seeds, Better trees. J. of E.15<27. p,130.
<2)林木Mi孑の産地及2締性に网する試政股,林,此W•第十眦四ニー頁 

發芽率

SB 雑 品 名 ??芬率％ «3 形

1 日光也木杉 35 試料葺未括35な')

・2 地裁尊32杉 20
3 杉 12

依強硬之枝り曲于と郷も将・選のま吏にて尙且相常の發芽力あるを知るべし。試にF!光堂木 

杉阶了・の出mと同年秋制に採％せる東京府・南多摩那淺川町小ケ潭柳料地二十五六年生杉造林 

地所片啊子の.儿:れと比絞すれば凡そ次表の如し

第 2 表

II

】1:钠透ー-’沛Hi子椅泣に供し7:る«の・•

111 同二帝曲于

陆透したる- 
而H?子

!る如1浒孑

11精次せる插子な尙闩災 
にて週別せる純龙種子

啞试料のままにて 
悄遐せざるもの

1、ケ徭叫科地弟スギ極子 拈迪ぜざる｛«の

-h原状每のままの((の••

發井率...

・芽耶…

• ・や如 

•••£9%
持仙电… •• S1 %

顼m-- ••• 2.751 g.
菠茅率••• •••45%
芽率… •••SS%

• J U. i - • •
枷页…

・・ 3 y

貿爪…
®弟aヽ… •••17 也

w理(止・■■••孔マqぐ

容依ボ•••

實・市…

勲 考 ^A*jftR子恩定內規に依ればス,ド,レノキ,7•カマッ伍子部の#紙mは其純正冊子ー

合の疽录4•以て示7定めな5 <.我には供試歎认の關係」:,百立方粗の五回特張平均債 

を以て表示せり,實,&は麴て干位の乎均iRiiまなy 〇

然れ共一 •趣削の納實必-タしも同•樹に生じたる花粉にのみよれりとなす施はざるべ <.魅全 

なる竖艸木の結實と離も共中には或は・衰即不齊木の花粉を受けたるものあるやも知るべから 

さると同時に,幼壯附木の結實亦老大木の花粉を受けたるなきを保し難し,然れども似リに 

幼;IJ:飾木の蟹子が共の句:剧の花粉のみよりして結びたるものなりとするも,斯の如く •長命の 

待性が次代に遺傅するものなりとせば,現在多くの幼州鈴木中には旣に共の性質を受けたる 

も〇多々あるべ世せ:なるを以て,現存・せる老大木の秒子のみ長命の特性を右し,將來老木とな 

るべき素質を右する現在の幼川:齡木の範子には共の性質なLと斷する徒はざるべし。斯の如 

く构こ現在相にのみ拘泥し-こ・徒らに幼壯の・母:捌を油みず,殊史郁涯ノ>採集困雉なる老大木を 

のみ採择するが如きは林樂經溶上・考を要すべしとなすものありて遽かに是を斷定し雉く, 

加ふるに樹飢立地等;の關尿にょりて亦一様なる茄はざるも少くも現時所农の老木は共土地の 

気候風土に適應して縫全なる發育を遂げ飢に長・滿を全ふせるものなるが故に共性質は又, 

共仙子•を介して第二次払物聽に:遣傳すること多かるべし。されば秫子の採集に當りては先づ



母:樹の形賀を吟味し老木を得べき所に於ては之を選び’粽べからざる所に於ては少くも惻陌 

pq五・十年以上のものを挥リて,共に結實良好なろ年废に於て採处钠選せば降・斶たかろべL

參 考 攵 献

Kienitz. M.—Formen uud Abarton der gemeinen Kiefer. Z. f. F. u. J.1911.8. -1-32.
^Inyr.—Wuldbau. 8.119.
L・ Fabricios.—Keimfiiliigkcit des Snmcns alter Tannon. ForsUvissenschaftlichos CvntnilbJntt

1928. h. (M
Bus:〇.—Welehen EinfiiiLS iibt dis AIUt der Muttcrkiefcr auf die Nuclikoimiicnxclinft 7

Z. f. F. «. J. 102-1.s. 357.
Jacob. Roeser.—Tiie importance of scr<l source and the possibilities <>f ior(*st tree brrcdin«r. 

J・ 〇, F.192〇• p. 3S.
Hans Burger.—Die Vcrerbimg tier Kruinimvuclisigkeit bei <lrr Lar rhe Srhwciz. Zriis<*hr. f. 

For^tw. 1928. s. 298.

附記 針葉樹の坯果を表すにZapfen (cone),なろ語あるも去阳にありては,斑果と同進のも 

のに毬實あり,•幽果あり,球果ありて人により使川を異にす兹にはZnpflm を乱實とおふ。

C3-D結實程度

林木の結實勢磽なる場合には所j招^子の品賞亦伟良なるもの多きも所消凶作の場合・には得 

て品質良好ならざるは‘常に・人の紀驗する所にしてTou%y J切洪著(Seeding :uul Tlanting 

in the IVacticc of Forestry)に於て「凶作の時は•赦稲子の品質不1%なり」と述べたり。大 

正トニ年は您してヒノキ,スギ曾の結實は段曉なりしが故に秋子の發芽:率ち亦從て大なる 

ものありしも翌十三年度にありては不作の地方多く偶々探集し彳歩たるむのに於ても共品質著 

しく不良にして嚴選せ・る郁子と雖も前年度の未結選鈍:子に及ばざるが如きものあi) 〇竅•にJL： 

-・例を舉ぐれば次の如し。

第 3 表

年
淹 地 樹孤

朱拈選稀 
子野劣:率 
%

嘏還稀孑發牙淨％ 子散の未 
紬®!神子紳か:に

挽 乙 E s^fitrr 分
率 ％

當場附為IE孫!!料地 扫ノ・ 39.5 15.4 5.2 85.3
大 " 高足山抑料地 13.4 15.2 0.6 87.7
1E 
r

夕 V 10.0 18.0 1.4 88.1
" 梅木平師料地 27.2 31.2 2.6 85.9

〃 21.2 24.0 2.8 80.”
ダ V 28.1 33.2 2.6 83.3

グ 35.4 41.2 2.8 85.0
名古風女局中潭剛»S所部内御料地 ク 45.8 •19.8 29.6 80.2

水會と局妻滥お强所都内り昨！地 u / V 30.3 31.4 10.2 M.7
が娜俪小ケrr即料地 ス V 54.8 5S.0 26.2 90.0

y 离屋山印％地 ケ 40.2 44.4 10.0 87.8
y 10.0 43.0 12.S SS.：?

木H•夷0155引府郃内引料地 u / -V 1.9 12.2 1.0 8.3
?.古屋女いた•im强所部内師料地 r 2.4 17.S 1.0 8.2
イ冷支局1•.松出・洪所部内林料地 イ S.S 35.4 3.S 25.5

¥ V 10.2 2L0 2.4 -11.8
常堤附騙屮•收饵料地 ス V 10.8 17.0 1.S 59.4
r. JcMA:1111115KIW內仰件地 16.5 20.S 1.2 47.9

斯の如く所」牌實段平にありては採集のままにて粘退せざるも迎に相當の發芽率を冇すれど 

も大胞卜ジ如食不作年度に於ては風選にょして共:大部分を選外とするも尙且つ選良敬子 

の發非率は祁年匯の未情?好H子に及ばざるものあるを期るべL°

血して理と酒ひ凶と柄すろも題括的にLて樹により所に依り又觌察ポ或は制測のカ法を異 

にするに從ひ必ずしも•様なる能はず<>..1.しik函 氏は針糜锐の結實耍凶に就て述べて日 

く 械賞の收:战既富な»>とて直に以て戏年なりとなす能はす孤立木は年々片んど紀實を見る 

も將明世る林分內のものにありては唯或年々に限らるべし,…股に衡!芻せる中年成は若き林 

分内の林木が理はに桂果を膺けたる年をW年と云ふ」と乂 Tcmnoy氏は「林木種子が嘅富. 

になりLU导を柄Lて共樹種の魏年と云ひ然らざる年を凶年」となせり而L・て結實の程度を表 

示するにも-•定の車據すべきものなく Schwappach氏は之史四林に別ちて

大豊(Schrguto)............................100

既(Eg....................50

t|i (Mittcl nuissigo)................. 25

凶 ((ioringo)............................ 〇

とし'Vhumsnigi•氏は大哇を!とし以ード2/3, 1/3I 〇となせり,Goebel氏は

耍(Voile)

.•隹(Mittlcrc)

稍凶(Goringc)

凶(Fehljfthrc)

と唱へ!IngcniiDU!氏は盥健の年上vollcn Sauienjahrv,とし次に天然並に人工更新用とし 

て價値ある赫子の收川:比｛度的少き年をhnlbc fiaimoiynhroとなせリ。Sohotfe, Giinnar氏も
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路同樣の區別をなせり。Eb<g 氏は毬實の蘇大斜;治・::を,馬とし桂實数が:が共:做ノE：:にむし 

て?。 %以上なるとせを艘(voile Satnenjahre)とし,40 %〜70 %のときを业(n ittlere San <>n- 

jahro)となし,10%乃至40%なる時は稍凶(goringo Samenjahre),10%以-ドなろときは凶 

(Fchljahrc)«となせり。又Blomquist, Nylandcr ff^,は「フィンランド」に於て徒實生荷W>多安 

と購買狀況とを考慮して結實好況年彦(giinstige Samenjahru)と不況年度(iiugiinstige Ssunon- 

jnhre)とに分けたりと司ふ從て結實软凶の程度を表示すべを慣川詰にも極々なろものあリ > 

例之

|摂 (schr gut, rcichlidi, vollrnaat, full seed year)

並 (zicrnlicli gut, zicinlich reichlich, halbo mMt, mittelm心ig, haff *’財・

mediuin池以g丹)

凶 (wenig,皿wiw, geringe ina^t. pow >tr jMrtiul itec'f ye<〇・.)

大凶(schr wenig, sohr goring, uichts, nichts noniwiiswort, off year, jailure, oom-

ptde failure^

等あり。吾肉に於ても

大・’登熟,極めて魏作,大W作’

豊,稍勃 鳳作夂は啧作以上,普通作以上,平年作以上’郭康・牌作に近し

並,並作‘年作,

凶,稍凶,媒して凶作,多少結實,凶作に近し,結’鷹悪し•凶作若くは辛うじて並: 

作,

大凶,凶作,皆無,不作,大凶作’结谜極めて不良,

等種上なる詩を以て共意を表L尙ほ之れに種子の品質(上,中,下)結;を附加する」易合あり。• 

例を舉ぐれば第四表の如L斯の如く從來仰］Jせらるる結實程度の標傘は何れも三階乃至近」皆 

級に朝別せらるるも別段の數的根據なく扉に豊と消ひ凶と稱するに過ぎず,然も:賞地に果し 

て如何なる程度の結實狀況を桐して(翌)とMlひ(大如)となすやG世)と例凶)との眼別 

は何を以て共標準となすやに至りては未だ適確なる解耕たかるべく,云はばく大魏>は艸も 

(魏>に勝り(凶)はく並)に劣るを知るのみ,之れ畢竟するに共程理を定むるに・定の叫卩た 

く唯外観上の瓶念によりて之を認むるに過ぎざればなり〇而して今日既に數的標準を併用せ 

しものありと雄,多くは單に毬實着生數;汨このみ①きを置き實際獄實の品質條件に就ては之 

を考慮せざろが故に何れも全Lとなす能はざるべし。抑々栖物が開花結實するは共(I的たる

9

踞
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何れも次代植物を形成せんが爲なるを以て即ち第二次植物を形成するに充分價値・ある称賞を 

結ぱざれば共間何等の姦味なかるべし。林業上結實顎と御ひ凶と個するは由上に治生せLUi 

果數荒の多族に非ずして實に利用しf'Jらるべき頻實の出來不出來を卷味するものなるか故に 

假令桂實の生産夥多にL-こ樹枝J斤れんばか<)に拢むと雄も之が何等僂値たき况祐子•れらんに 

は一粒だに結實せざりしと何等異る所なけん。大正十三年十一月中,岐早縣破儀郡美港町字 

古城山節料地(母樹見込樹齢三十乃至四十•年ノ並に大正,三年十ー•月中’岐•甲・!睡風那邪岩村 

町字城m御料地(母樹見込樹齢二I・乃至三十•年)に於て採集せしヒノキ,珪沮の如き相 

當數筮ありしも之より脫離せられたる斯了 •は發芽率(前者は2.4% 後者はI・り％)何れも 

2%前後なりしが如造(ス昭和二年秋期に當場克本KCにて削察したる「ネグンドカハデ」の 

如き外敬!上結實恰も翌憐なるが如在・も事實は殆んど枇のみにして狡・早力ありと認むべせもの 

僅に!%にも及ばさりき。是れに依て見ろもクト般Rの結寛必すしも發芽カある稲「の生帝を 

:世味辻ざるものにして!lohnd-z氏も亦極地齋林限界地方に於ける飮察に依りて同樣の窟味 

を述べたり。されば結實妾凶の程度は生產神:代の数地とJ L:品質と1こ依りて之を表示せざるべ 

からす。然るに從來結實の程旌は一般に秤實藉生の多・诛を槪城せるのみにして句も带生せる 

翘實は共が利用し得べをものと否とに拘はらつ卩に落生多きを以て鄒となL.然らざるものを 

以て凶となせるも之れ眞の結宵程價を您味するものに非ざるべし。然りと雖實地が楽にあり 

ては豫め利i實の淮生狀能の大體を知るは事樂計笹上常に必波:なるが故に斯の如を埸会の ［ 

は之れを「結實程匪」の調査と剣然】砌Uすべきものにして或は「称:實(仞果)芾生］伏況」の 

調在と柄するを攻ろ至嗇・となすべし〇之を調在せんとせば先づ母林に於て標郴木を選定L-JI- 

例々に付て粒實ポ生の冇無を蒯ベて樑率木に阳する着生水の;ボ數割合を求め更に治:生;日:に付 

ては樹兩 句赛・捌宠の大さ,立地等を游慮し藉生せるカ;:がれ樹の滿皮の場合に到する數适 

劑合を布定L井平均を求めて.平均芾生歩なとなし,本數歩合と併せて表承せば略苗生狀況 

を知り徂.べし。佝稲實ポ生數如:に付ては滿度に對する割合を求むるの外一构毎に弟・生の全:止 

秤电若をくは阡測に依りて赤定するもー•方法たるべし。玆に當場附脇地に於・こ湖在Lたろ料 

實・生狀況の・例を擧ぐれば第5表第6表の如し。

11
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ること能はざるや叫かな〇 〇近年Soboled氏は牧實並を求むろに種子の品貿を加味しこ次式 

を發表せリ。

收實杭 よ=«• P-

“は単位而材はり採堡し得べき・威乾純正机子s朮飛にして秋潍木は少くもI00 

本を採川せり。

Pは灸芽率とす。

由來毬了•は同一•範のものにftX〇てはボきものに優艮なる品多、く,脱さものは心<良好ならざ 

るが枚に假りに称了•の瓦若に依て共垂讹に輕重ありとせば收實荒3)を求むるに純正積子の 

订®こ發平宰即ち發芽能))あるも氏子の粒也:百分率を乘十るが如き-W恰も不合理なるやの制 

たきに非すと雖も少しく之を吟味すれば・共:の然らざるを知るべL ,、

...........樹より採集せる団實:亜・地

.........採集せる純正植・了•量の•原陸’賞仙に對する垂岚百分芥

P...... 發芽率

........ 單位而都に於ける標準木本數

m............純正秘子の琅はせ术當粒數・

VI

z.c.n=aとせば

4 = 6. p.

斯くの如く標車木よ〇採集し何たる純正秋子•虽にJE發芽率を乘すれば標堡收實・:を求め得ベ 

きが故に之位依て結沮鄒凶の程或を知り很べし。從て年々各地方の母林に就て標準收實並を 

求むれば後食程度の調在は統•せらるるが故に玆に優良囤Tの生產資源確立し选林計靈は合 

理化して冋滿るな习嫌の遂行を卿し得べく延ては林滩上の重大岡題たる結實戮凶掠測の解決

z •む・小•p. n =c. r. j)- n»
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に一段の進步を林らすに至ろなし。而しこ紬往の狀態を從來の例に傲ひ或階級に阳分して號 

凶程度の織況を我示せんとせば旣に算出せる結實土;:をー矣標準のもとに却別那］1•せば足るベ 

し。而して類別すべき階級標準に付ては連かに一定し難く樹神,年齢,、世に地方に依りても 

亦多少共整を異にせざるべからざるや勿論な!)と雖本問題の如きは习球!-,緊急統一•を耍す 

べ在ものなろを以て徒らに手を拱いて共成行に委すに忍びす玆に不竹を用jみす散て•案を捉 

示して滋者の高敦を乞ふ所以な;)。余1ま結實の招既を分ちて翌,制甥・並•稍凶.凶の五・陽 

級となし或る!2ヶ年間に於ける年々の結實並の中,攻多・並に最少のニケ年を除き他の1〇 

ケ年の成績を平均したるものを指數100を以て表し

指數!C0以上亿相借するものを 我

12〇〜 160未滿のものを 稍翌

8〇〜 120未滿のものを ,世

4〇〜80未滿のものを 稍凶

曲 末滿のものを 凶

となし斯くして憐秘年齢等を異にする每に恨分統…せば始めて聳凶の程度を認識L得べL。 

而して林木の結實狀遞は年々»しく相違あろを當とするが故に年平均片實並を求めんとせぱ 

平均收實・:算定式を川ひざるべからナ。Schvnppnch氏は平均・ケ年の收實折:を表すに次式 

を用ひたり

a 翌作年度囘敎

...... 迎作年度囘數

稍凶作年度问數

•不作年座囘數

100 牌作時の收實楚

50 並作時の收實址

25............稍凶竹畤の收實电

〇...... 不作時

平均收實筮=
X10〇-トん X 50+¢ X 25

“+/,+<?+〃

例へぱ1787～18】1.绊間に於て

賢作年度 !切

並作年度

ほ凶作年は

イ:作年哇

4回

17 *

15

©りたりとせば

25

即ち例承の場〇には一ケ年平灼收’實近は魏作H睥>收實杭に?•ける14 %に相當十るものとな

せり。

S-hwappach氏は指:!«を記の如くなせるも余は魏凶の程度を5階級に恨分せるが故に指

數は之れを改めて俄に理作時の收臻な!0»とL部甥の時を;0.並を5〇•稍凶を30.凶を

〇とhせり^て・

■ '
平均收實:"='°° X “ + 7° X 3+5° X ¢+30 局

-•ケ年平均收跡は迦域竺业=1-1

犬に二 湖吋:H也に於て4|半命 位置・結實狀況号;を兇・にする号制を選びてSobokil式に依り收

責吊:を3RRしたるに第7表の如きものを得たり。

第 7 表

岫所.名 仰料地名 帝號 樹稲 樹・ 珏果全ハ
泣部せる 
岫繡子 
量(A)

踏率 

(B>
收實髭 
(AxB) 母樹の位殿 僞考

野)>{. 北却 1 云ノヰ 250 ：4・点 爾 14.8 亩 林椽泮通孤立
0 K 〇 y ガ 7650 1268 14.2 180 林內中腹
rf 北滓 3 y 200 6750 755 2S.G 216 林E兄31
〃 •"汕山 4 〃 13100 18-12 30.8 507
グ 殿 5 V 10850 1691 10.8 183 V

6 V 4050 664 37.S 251
H徳 男燧 7 v V 16350 1903 6.2 HS 林 内

8 〃 V 32200 40-17 2.6 105 林 糠
0 〃 9 180 12900 1631 4.6 75 グ

湯舟沖 — 10 // 150 31750 2023 0.S 138 林 內
—- 11 V 〃 44000 344, 6.6 227 林 様

年潭 男埋 12 V 120 3600 695 6.8 •17 林 內
媼 II- m 13 79 15800 1993 15.4 807 林 緣

〃 14 V // 12750 1238 21.0 260 V
V 15 ク 10100 1119 12.4 178 ク 昭
// 16 〃 6850 997 9.6 9G 澜
グ 〃 17 f/ 10G50 1299 11.5 119 林內疎開個所

* 1 ■
ふ,V 18 4400 544 19.3 105 林 何 秋

ダ 〃 10 1/ 16500 2380 8.6 205 林內疎開個所 季
梅木乎 20 〃 3600 423 29.2 J24 林 内 4:»

ク 21 // G300 006 19.6 178
集



16

出fli所省匀料培名 首 樹Hi 樹締 毬果全於
脫紺せろ 
純正麻子 
ー量・(A)

發芽串
(B) (A x R> 外周の位1/t

4000 K・ク 22 4f V 483 14.1 GS II
V 23 V V 4300 664 10-0 的
ク 24 V V 1700 181 12.8 23 V

25 縁 V 1150 302 10.2 n7 力
: 師殷山 26 グ V 1450 3.7 23 株 絲
V 27 グ 5160 695 22.9 159 V

罗 28 V 6000 725 19.6 142
V W 部 :グ ff 2100 :t02 24.6 74
,x グ 30 グ V 2-150 242 18.0 4-1 林 内

〃 V 31 スギ 150 31750 2023 6.8 1H8 グ
V V 32 V 〃 41000 34.13 6.6 227 林 稀
V V S3 V 100 14000 785 5.6 43 林誅弧立一

"澤 — 眾 V 39 22500 2295 5.0 115 林 內

本成績に微すれば生產せられたる珪果の邓:は相’當多きに拘はらす前Tの品3好ならざ»• 

しが爲め收實教策に於ては著しく少・ぎ・ものあるを见るべし。次に階級別の・例を・げんにil 

にヒノキの…母林あり。過去12ヶ年間に於ける收’實飛次表の如くなりとせば共软凶階級は 

凡そ次の如し。

第 8 表

年 度

1915
1916
1017
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1020

atm 1000 木 
より採集し粽 
ぺ9秫子數知

129.84
98.10

138.71
242.81
142.71
167.31
195.05
62.63

320.26
23.17

290.00 
0.01

發芽率

ー措ー

7
9

12
10
7

10
11
10
5

11
4

收K ft

虹口・ 12.98
0.87 

12.48 
29. J1 
14.27 
11.71 
19.51
6.89

• 32.03
1.16 

31.90
* 0.24

結・實科座

51R
酒凶 
簸 
登 
並
衍凶

稍凶
S3 
凶 
豐 
凶

備 必

聲 23.52以k
初般17.64以!-. 23.52来滿
並!1.7G 以上17.64 〃
甜凶 5.8S 以•1: 11.76 "
凶 5.88以下

<12ヶ年間に於ける收實斌の掀多 
,及坡少"印4•除さ他の10ケ"s 
平均な求港之あ100として;收凶の 
度を定り)
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而Lて結晳の程吻は年により地労により乂母樹1こ巾!)ても舞るものなるが故に或年度或J也 

方に於て結實顋傩なりと鄭:も同・地方に於て次の年度には最い結實の程度在異にし多くは二 

三年或は叫爪年の不作期間を経て次の理俠年度を締返すものにして所渕聽年の周期的囘歸之 

れな»> 〇魏年の周期に就ては由來硏究せられたるもの眇からす。Renヽ-all, Hagen|氏等は北 

部「フィンランド」の針葉朔に就て鴻•Eし結日年恨には相木の生長极端に少く且つ年輸は明 

瞭を缺くの・實を,思め更に共め质秩を基として誤年の制可を研究せリと云ふ。Blomquist氏 

も毬果の生舟:术の多说によりて之を調べ蜿往(18G0年以龍)は年帽に依て调死せりと云ふ,、 

Eborts氏亦翌作の亦蜿年史調査して周期を求め例へば14年I川に豊,亜・稍凶の年度が!2ヶ 

年おりたりとせば て=1・2をin・採飢し得べき結實年度の間期となし26ヶ年のIII］に於て 

1()ヶ年の段作あらば2-6を以て聘年の周期となせり。11g, R,ヽVoi睥,ゝ、’・氏(1835)に依 

れぱ獨逸に於て松種子の結實周期は-:乃至三年Kirchner (1908)及Tube", K. F•氐によれ 

ば室乃至ハ・.年なりと云ふ。Briici, G. V. U.(1900)氏ほ「デンマルク」に於ける周期は三乃至 

几年,Schong. 〇・・!lollgren, C. A.(1879)氏に依れば「スエーデン」にては四年目Ortcnbland 

氏(迎)〇)に依れば「スエーデン」にて松は五.年にー囘の周題ありと云へり。共他今日迄此 

朴南说の發&せられたるもの勲なからざるものあるべし。而してー一般に旣往の結實狀態は多 

く年備の濫狹に依りて布定せらるるも年備の廣狭必ずしも結實程度にのみ因らざるが故に退 

说の變化不明なる既往に遡りC其禍.布を行はんとする場〇には須らく周到・〇注憲を要すべ 

L,o 〇. .J. Lnkuri氏⑴も此點に就て次の如き注意を述べたり。『僅かの年松を調性するも之 

に依て直ちに旣往の結實狀i兄を推知すること能はず。若し紬愉の湖包を基として結實年度を 

探究せんとせば試料多大にして個年椅等なく旦つ祁々同様の生長をなしつつあるものなるこ 

とを破す』と。尙ほ玆に結實の程度と年愉の廣狹に關して…者を要するものあり。極子の龍 

質を者熨せざる從來の所i!刖吳凶と此所に;消ふ收實・;:との關係之れなり。一度生现的條件並に 

璋境に依て開花結實せるものと雖も共成果に於て例へば毬果の生產多:;此なるも縫全秋子僅少 

なる場合と偶々毬果の產苑は前者に及ばざるも之に包含せらるる獄子にして内容充實せるも 

の多き場合とは母砒Qに於ける勢力の消粗果して何れが大なるや速かに斷すべからさるもの 

あり。されば從らに年偷の廣秩生長の良否のみに準據して過去に於ける收實策の多少を律す

(1)〇• J. Ijikari.—Studicn Gber die Samciijahre und Altcrsklas3enverhaitnj98c jev K(efern. 
wiilder nuf dem Nord-Finischen Heidclxxlen, Acta Forestall Fennica 5.
1915. S.18.
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るが如亶は此の做のみを以て砚るも他に不安なるを免れさるべし。而して斯の如く結ほな度 

に豊凶の來る所以に就ては山來話設あるペしと雖も未だ詳ならすして’Smwy氏も亦お凶 

年度の到る原因に就ては未だ確然たる解決を見-クと述べたり〇而Lて小那因として域々述べ 

られたるものは主として気側！'J影窖にしてFバーデへ⑴に於て做察せられたる結果によれば 

同期に於ける農年は共の前年の生長期I:山こ晴天多く大氣殺燥してヴ期唇熱加はり「1•つ厘・强 

雨ありて適鹿に地表を潤ほすが如き氣象狀態なりLと云ふ。

依是觀るに極めて聘作なりしは!888,1898,1900,1905,1909年にL•て火:前・巨の条仗狀態は

1887年6月 大將:化束凰多く咕’乾煥・成F雨あり。

,, 7日哨,我•ざ加はり豚雨多く

,, 8月前月と同じ

同樣にして1897,1899,1904,1908年爭何れも•荻象は相似たるものありしと云ふ。又ド•侦utg 

bach,氏も籾の結實に就て述べてn く『三月より八JJ迄に降水曲線が-Fリ溫度の曲經が"ら 

ときは翌年豊作ならん』と。尤も觀溫のみが結實に影密すかこ非ざる刑は明かにして【I皿・' 

氏も溫度が種子の生產を左右する唯・の因子・にあらざる圳を述べたり。「バーデン史に即' 

る親察によれば夏期の氣・象狀俄が初述と同様の傾i向なりし年匯に於て尚且坐作ならざりLは 

林木炳祖年の翌作によりて勢力を消耗せられたるか戒は猛春に寒冷多混殊に多纬な°しなな 

らんと。斯くして前年の初顎並に當年の晚霜も結’實に關係ありとせら4L Wimnwnauur氏向 

も十ヶ年の森林「ハノ“ヂー」訓在の結果結實とゆ・用とは密接なる關係ありとなせリ。是・ 

要するに生長期|川に於て多混檄寒なるときは翌年の結實不及なろべきも之に反して商溫位煉 

にして陽光の照射强く旦初鄉の害なく又晚锯に依りて開花,結賞爭生長の阻止せられざりし 

場合には結實好適年度たるべしと誚ふ。吾國に於ても信州カうマツの如き多雨多過を•讦•み前 

年の生長期に於て日光の照射強く我・熱烈しくして當年亦多雨ならざる場合には理作なりと的 

せらる。抑々稻作或は果樹陌の收荒.と氣象要素との關係に就ては旣に幾多知見の發表あ°て 

端議せられたるものおなからずと雖も之を要約するに植物の利濒によりて北主動的因子•は・ 

株ならざるも槪して生長期間に於ける日照,条溫,降水等與って力ありと謂ふ。而も未だ全 

く究め很たりとなす能はざるが如し。林木にあり«も亦混磚系象因子の支配を享くること多

(1) Seeger.-Ein Beitrag zur Samcnproiluktion dcr Waklbiiume im Grosshcrzogtum Biden.
Naturw. Zeitachr. f. F. u. LandW.1913. S. 539

(2) Winiinenauer.- Ilauptcrgcbnisse 10 jiihrigcn for^tlich-plionologischen Bcobachtung< n in
Deutschland 1885-】曲4. Naturw. Z. f. F. u. L 1913. 11. 
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火なるものあらべI >而して状に収;往卜餘年川］に破災せられたる菖國林木靴•了・の結實程度を 

共として之icス眼すH象的裝素の影需如何を探究せろも:共:曲未だ格別の關係を捕捉し雉く玆 

に.烏&L・能はざるを週燃とす。凡え烈休業上のII的械物は共根を土填中に張るも共他の所:ill 

川侔枝噌の大部分は之を空威中に叫通すろものなるが故に吾人は土壤の理化學的變化に對し 

«常に考Wせざるべからざると同時に久威現象に§jしては殊に之を忽にすること能はざる 

も。>おり。斯の如く仃•人の牧扱ふ掖灼は共生知i,營養・等の垂要なる諸器官を空萩中に鮮し呻 

々刻なに起ろマ:心加«の戀化を感受しつつあるものなるが故に犬気の愛燧即ち収綻が狀也の 

生艮徐折に及ぼすべさ影響の范大なるは个更喋之を要せざる所なb 〇從て林木結實の狀況と 

糸候狀態とが緊密なろ關旅を右すべきは何人も容易に想到し得らるる所なろべし。然り而し 

て林木編實の度と気象要志との陶係に於w未だ適切なる例滅を得ざるは舉竟するに本般住奏 

汀の何れも實曲に符合せざるものあるを以てなるべL。JWち本・住の•根木貪料たる結實程度 

を親るに叙I•.の如く唯だ漠然と燈,职・凶,冷;S:以て贝:の就企を表はしたるに過ぎ辛して別に 

何等數的傑準をHJひざるが如を旣に:遺憾とする所なるのみならす之と關係ある気象段測の成 

由こ於て亦T「柠し彳“ざるものあり。M. Tojjoraiwky氏の『氣候學の眦性方法§と題する!I命文 

申(氣象集誌第二申哪二卷第二號所,心中村牯リJ氏譯)「天荻は大梨の下府に於ける現象の 

現狀なり〇氣候は天氣の變遅なり〇故に時网に對し又は廣地城に旳して取りたる平均數は氣 

”瘁者には無川の艮物なり。平均と共に極数(個價の拍:大及最小)を添加し而して個債は皆 

此兩極の範囲內に在るを示すことあれど此横數も又大要・なすものにあらず。又(R］價現出の 

頻度を添加することあるが此頻度も亦天栄及泉胶に就・ては何・!の知識を興ふるものにあら 

す。例之平均は2であり極數は最少-1.缺大11であり馈度は-!が四囘1が三囘,〇が 

.：!回,4」;及!1が各一囘であるとした所で湘し北頓序が例へば次の如く

-1.-1.-1.-1.1.1.1.2. 2. 4. G.11.

であることが知れざれば此平均極數頻废が何専を示L得べきや,各地气氣候を比較するに方 

りては视價の變遂模・株を知ることカ<肝要である云々」乂「現今吾人は気候學をわす。然るに 

爪候に就ては全く無知である楹近隣のものに付乙さへも在人は平均極數頻度を右せ|,〇然れ 

共我載峽と近隣地の氛候とを如何に比絞すべきやを知らぬ。之を知る方法は時の關係を尊巾 

し側價必兵の變經を尊県するにあらん」と。此甫正に味ふに足るペし。將って從來の気象制 

測成仙を見るに何れも時間に贄する平均値と極戒,若くは個價現出の聶度とを4ぐるものに 

して或は月表と左り年表に钏めたるのみ。然も福物はI叫季涇夜の別なく畤々刻』變化しっっ
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ある大条現貌を堵受し常に贝:の支配下に置かるるものなるカ:故に火:の诚長• 4：・備治;のルi“Tl'K 

活现象と氣象との關係を者究せんとせば須らく在來の平均値を棄てて天収のBを雄重せざ 

るべからず。此の點亦實她に添はざる所なりと劉ふべし。尙段凶の原因調在の容易ならざる 

は闢係の範圍輿汎に反るの故にして或は母樹の生理的條件’立地,琢境の岫化,被’占:の仃無 

等をも考慮せざるべからざるが故に遽かに論及し谁はざる所以なるべし,

而して尙ぼ毬實着生の狀況を個々の母朔に就て親祭するとき•は年・々の各個れ:祯の結’住如何 

は到底蒼池し得ざるものあり。玆に贝:の一例を擧ぐれば,第!»友の如し。

即ち19241928年は當地方御料地に・於ては一般に紡衣良好ならすして殊に1928的隹に

第 9 表

冲 

年£\

V 11
個 专

No.l No. 2 No. 3 No. 4 No.1 No. 2 No- 3 No. 4 No. 5 No. 6 No.10
1025 N.S. N.S. s. S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. s. 1u梅木5 

料地な• IIは再 
雖山羽Wな

1926 N.S, N.S. N.S. N.S. N.S. 8. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. る二とん•近は 
し s I lj.'/Yttf 
る二と 4-N.8.

1927 N.S. 8. N.S. s. S. 8. S. 8. N.S.
•

N.S. s. は不作なろ 
とな示す 
樹蹄何れ«•約

1928 S. N.S. N.S. 8. 8. N.S. S. s. s. s. s. 八十年とす

於てはヒノキの如き著しく不作なりしも本我の如く或年底に或母樹は結實し或ものは全く不 

作なるに共翌年にありては恰も前年の結實如何に拘はらざるものの如く或ものは和次いで不 

作なるあり。又正ねて結實を見るものあり。或は隔年に結實するもの何;•各・白別個の結果をが 

らして到底豫測し得ざるものあり〇假金數尺を隔てす近接し外視的條伴に於ても何等異る所 

なきが如を二本の母樹に就て観るも一方は相當の布生珪實あるに係はらず他力のものにあり 

ては殆んと皆無に近きものあり。共の•例を舉ぐれば次表の如し〇

第1〇 表 (毬實數苦)

產 id 樹稲 3H號 御立年度 樹齢 樹高
枯)冠上黄史別毬果敏細

球果耕技ri\ (cm) tz部 中部 下部

II野伽料掴 七ノキ 50 { 1027
1028

15
16

20.4
23.8

4.88
5.34

315?〇
11.5

180?〇
30.5

:扁
8.5

625%
60.6

V 〇,( 1927
1928

15
16

20.0
23.0

4.51
4.92

2.5
8.0

1.5
0.5 〇 

〇
•1.0
8.5

V 62 | 1927
1928

15
16

19.2
22.3

4.17
4.57

480.0
40.0

90.0
6.5

〇 
1.0

570.0
47,6

V !/ 53 | 1027
1928 1516

19.0
21.2

4.08
4.51

6.5 
〇

4.5 
〇

〇 
〇

11.0 
〇
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(品質&收實策)

01

谀

上部落牛•リしの 中津若生のしの 下部膺生のもの 敢實 備

歩HP 阳:率 宣浪 1¢/- 
旦虻 我丹率 實兩 Hi孑 

欢缺 發平率 ttKfit 対

50 ♦3J 2SJ 9 3.217 17 % HL〇
93 2.525 R3 話 1 2.030

匸
18

51 〇 — — — 〇 一 — — 〇 — — — — 1927 
祁)任52 52 4.4 2 2.153 11.6 1 2.547 〇 — — — S 蹄

53 〇 —— — — 〇 — — — 〇 — — — —

本誌龄木は何れもす冲附剛I野御料地に植栽せられたるものにして互に隣接し升舰1:格段 

•・相違を总め得ざろものなるも尙結實狀況の全然相戊するが如き共主卜の果して那邊にあ〇 

や知るべから・舟,•釣こ或は如作と滞ひ或は凶作と柄するも仔細に各個麗を却察すれば做實 

の程皮には自ら孕噌の別あるのみならず用州◎年に於ても全く結?Tを見ざるものあり〇凶年 

と構せらるる平度に於ても伽牒の結實多:止なるものあわて•樣なる能はヰ。例.］結實せるも 

の少數にして不作のもの共大部分を占むるが如者場合icはー•股に凶作と稀へられ之に反して 

火耕に於て結理3齒忱る利0せ・致さぱ即ち亞作と柄せらるべL。撕の如く灿實の狀態は年 

により所により「Lつ母粗個將によりて亦•様なる能はざるが故に之が原因に就でも秘央なる 

円了・の綜合せらろるものあるべく從て甥凶理測の如きは今H至難・のことに.蜡すが杓こ僅かに 

地方的経潮こ依りて或冽極に對する結晳の周期と前年.並に當年に於ける煮象の狀魅或は花芽 

の發生狀況,’薄貓 佣7.供他被咨發生の右無埠を君密し或はケヤキ・カラマツ,の如く冬芽 

の物態仲荥模核がを綜合L-更に所副称實く毬果)洛生の狀況を洲なして結實の段凶程度を窺 

知するのみ。Moller LQ(i!司齢林が机續林に比し稲子の生產貧!Nなるは一は樹冠相互が開花 

部形成上必耍の部分を!1他せしむるによると云へるが如き亦•而興味ある觀察なりと云ふベ 

I 斯の如く共因て來る所以に付ては速かに謡!及すること能はさるも次の如き亦-•方察たる 

べし。抑々植:物なる生物脸にありては共林峡維持の爲め顯花植物にありCは開花結實し隈花 

植物にありては花を見ざるも他の生殖器によりて子孫の産出を岡り共方法にも冇性なるあり 

知性なる助命もあるべし。而して袱物が生殖をなすは•先天的索因による所なりと雖亦ー寂環 

境共他理イび・的刺戡等の誘因も與ってカあり。

凡そ批物はJI、:發生するや或時期に至れば自ら生殖搭を生するの性質を冇し或は數年ならず 

Lて開花するものあり〇或は數十年Ti年を待て始て花を開き實を結ぶが如きの類もあるべく 

之が归ft作山川始時期の:如き物によりて自ら定まるものなるべL.と雖亦外圍の景您により 

てJ3狒］の到來に遡速セ來すと共に:共:後に於ける花芽の發生結實をも支配する所融からざ
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るものあり。•般に光繰は開花結實を促進すること多く殊に紫クト紂の影轡大なるものあるべ 

しとは彳球吧へられたる所なり。溫度も亦開花に密接なる關保あるは常に吾人の経凭•する所 

にして跋熱帶に花多く又之を枚倣したろ温室に四期花果を見るが如き站れ抑然り〇花芽の發 

生と水分との關係に付ては植物の赫饷こ依りて自らー•株なろ能はざるも槪して之が供給多:卜 

なると世は植物の發育器官のみ盛に發注して反って花芽の形成を見ざる場命多きか如Lゝ’同 

様にして斧養物質の供給多きに岡ぐろときは徒らに范,怖枝槊の狡育吓勰にし•C更らにれ芽 

を發生することなかるべきも营连の供給を節し或は燃條の摘妆根部のり滁筈に依b義料の拭 

Jftを制すれば顏て花果を見るに至ろべし。斯の如く植物閲にありては生航と發!7の兩件川は 

並行することなく,個艘紐扌芋器官の發育盛なるときは生殖の作川なく史:作用あるときは發育 

は從て衰ふるを觀るべし。ー•般には之を! !して替達と生前との相關現依となし或は生育と生 

癥ハ交互作川と痢す。而して秤:々なる誘因は素因を促して生碗の検命を與ふるも個股にしこ 

素因れき場合には如何に誘因ありと雖,生雕を符むことなかるべく又素卩」あろ個知と蝶匹叫 

の狀況にして生敖に迪せざる場合例へば条候の變止,皿！植物贝:他の被害沽;あるときは之が發 

動を見ることなく將來を肖っにまるべし。斯の如く植物の生殖作川は祝々なる謗因が北發動 

を促進すろ場合あると同哈に又或るものはJI:殺動を1壯止するが如き原IKIをなす坳<1•もあるべ 

し。而して假りに生物船が共生命を永久に右:續するものとせば自己盛の優地せろ〃•花と共安 

全を期する為には所御生活现象中の焚養’生長’發育等の例は皿婆なろべきも,口に死するこ 

となしとせぱ自己の生的こは何等の必要なく反って個悌の生活を複雜ならしむる生部］の如き 

は全く的らるることなかるべし。然りと鐵生物版は或時間の後には必ず・共生活現象を永久に 

停止するものにして即ち生滅の法則に從び生れH・つ滅するものなるカ:故に自然は個將:の生仔 

より寧ろ林岐の生存を後視す〇從て動物と柩物とに論なく 一度此の・阳こ生を学けたるもの 

は宇宙のー一部空仰を占右して自じ生存の荷を感すると同時に己が秘院の恒な並に共繁榮を国 

るを以て使命となし先づ以て營務,生長,發育に依りて自將!を成熟せしめたる後欧反なる次代 

生活臨の生床・並に共育成に努むる所あるべし。即ち七瑚の你全なる4長發育は也nて發動・すべ 

せ生浦に備へ優良,なる子孫の生洛に資すべき却觸たらすんばあらざるべし。林木なる生活傅 

に於て之を者ふるに格泰と生長の働に依て極實より發芽し漸次發育して自聽完熟雌備せば麒 

て開花結宦するに至るべし。荷して•回の開花結實には之が爲めに自膝の勢力を消耗するこ 

と眇からざるものあるべきが故に此際自懺の發酉は自然停山谷くは制限せらるるを推とす。 

而して票佛なる結也によりて消耗せられたる個牍は或期間或は-年或は數箇年Wの努力に依 
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て仲力を也很L再びー*iも¥せる普密丿Jに依て喘浴なる柚:3生産を朋する所なるべし〇而輒も 

從維ぜの點よ［> •お宗すれば母聽上•>共子•を生成し :共:了・にLて生以發育せぱ聚:T•秤族の断絕す 

べき嘶なかろべきを以て母｛KJはJL使命を果せるが故に旣に死するを以て當然となすが如さも 

由來生物は曲粉滩抖糜茉のためには時に自この生仔を櫃1：•となす板•あれ六常には能ふ限 

りJI:安仝を期し生なの如きも唯•個:或は•囘を闩て足れリとせず數個或は數囘之を行ひ且つ 

時恨は成るべく貝命Lて子孫の仃成を圖らんことを期せり。されば母眼緘料にして結實に依 

る服カの担耗を囘復L能はざ・>しが如きものは恪別とL •殷には血iて之を心復し環境にして 

迫順なりせぱ由抓によリ略特行たる或間期を以て常に結實を兑るべし。玆に氣映共他•切の 

J瞬が適當にしてIIつ年な・株なる場合・を假定L-•母林に於ける結實の;I熾を游ふるに各母 

EHCL C生•理的條件立しきを铅たるものは順調なる:狀轶に應じて開花結實すべく多くの母樹 

中には本年?Tるものおり明年’賞るべきものあi>、或は•共後に於て實るべきものもおるべし。 

斯くせば岫て結實四歸の周明に噸次到速すべ金が故に再ぴ母樹を繰返L-C生麻するに至るべ 

く從て•毋林に•在りては連年絶え・粗當の钻實を独るべきの理にして若し結實年度を残にす 

”附の本數が•同期偶に適當に分配せらるる場合には年なの敗實荣は【洛共:母林の平均收實 

一史示すに至るべL 〇然るに環境は年々必ずしも掖物の開花斜演に油常せすして風雨,寒勇 

の泊綻岐訓により或は害鉗,割奶、:他の被害等,外囲の彬密を蒙ること眇からざるが故に依 

时J:前の生理的條件に於ては至極適常なる年度にありても充分なる結果を對る能はざるのみ 

ならず枇あり,未熟なるあり,或は全く結Tf甘ざるが如きものありて共影響にして廣汎に反 

るときは當縛不作なるべき句糊と相俟て愈々凶徴を弘十べく JI:翌Wの環境が結實に適するが 

如き場合には尤づ貝:の年度に賞るべきものに於て’ぺろの外前年の不作に依り懼力を左程消耗

ざりしものにも相當の結:實を觀るに至るべし,而も共年に於て尙ほ條件不適當なる場合に 

は翌々年或は.共後に順延せらるべきが故に 拔良好なる现竟に遭遇せぱ之等の母聽は•齊に 

恍裕なる結實を見るに至るべし。勿論環境如何に適當なる場合と独:も將力衰担して之がM復 

布】にあるものは専•ら生•决發育に财めて開花することかかるべし。而して聽力囘復すべき所游 

切歸年は樹輒によりて略•定なるべしとおへ得らるるが故に或年瀉二於て•齊に媛晩なる結 

實を致し共後氣帙共他の條件が年々順調なりせば或周明を以て再び腰ノ<たる結實を視るべき 

も共年度に於て明ノ<條件不適當なりせぱ幾何の結實をも観ずして翌年を待つに至るべし。從 

て觀陷以也の條件に大なる變調なき場合には大隔に於て或る周期を以て零凶の囘歸するが如 

き舗向を呈すべく之れ吾人の現に經驗しつつある1*!然の狀装なるべし。あし夫れ生殖の人工



促進の如代に至りては吾人衣だ多くを知ら-o。褒戒藝にありては夙に.JI:が品闪に芾眼し花果 

を欲する竭合には生むーを節し發存増大を欲する揚合には花芽の生帝を制して巧みに之を應川 

せるありと雄、林木に付ては未だ利川せらるるの域に玉ら九 往年Busse氏⑴はI-八九年生 

は洲アカマツに付て嫩條の摘取.根部切惭等に依ろ刺激の爲め開花の促近を试みたるに好果 

を奏したりと訓ひPlnnke氏が樹脂探收奏本の秋子が然らざるものより劣れりとなせるに:H 

して之を反駁し・般に適當に刺戟せる埸命には著しく開花を促すものなり 5 へたるも£だ 

實嚙的興味を誘うに過ぎざるべし。
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成 B

凡そ生物は叙Rの如く自恨の生長が一定度に達するときは生殖作川を營むものにして戚花 

植物に在りても戒時期に至れば・時共の發育機能を休め或は永久に之を停」］:して果實を結び 

秘「を產して12ヵ:後繼の育成に努むる所あり是れ生物莅とLて免れ得ざる死に?.JL-Cの準尙 

現象に外ならら 斯の如く酸「は次代植物を形岐すべく所渺植展保存の/R大なる使命を:仃す 

るものなるが故に母個の•都に在る時は或期間盛に營揆分を攝血して共の內容の充實に勉め 

遂に第二次植物聽の發育に充分なる券分を貯絨し共の車働を終らぱ所糾成熟を完ふせるもの 

匕して玆に初めて母隘より•離れて新たに獨立せる生活偷となり得べし。而して?了•の發芽カ 

は成熟せるものに於てのみ有するものにして然らざるものには發芽の能力なきや否、或は成 

熟せざる以沏こ於ても巳に發芽能力ありや否やに就ては山來諸說ありと雖要するに潑芽現象 

と成熟の意舞とを講らば自ら闇明せらるべし。抑々様子の發芽とは郁子の生長現象の第・次 

のものにして或は胚の開衍とも訥ひ得べし。明峰正夫氏は共秘架丽子•學に於て『郁子は植物

⑴ Hu^e.-Bliitcn iin«l J-YuchtbiIdling kiinslljch verlctzter Kieferu. Fewwissenschmilichen 
Centraい加攸.1924 8. 325.

£5

生機の代在する所にして的令•叶共:物賞の弱化細鞄の堆榄を中止するも習し一!K外界の,器詩 

RIに促さろるときはバ中に听藏せられたる物質は涎態及酒I環を初め次で細胞の増质を來たし 

肛朋生!<5srrなる拊辟!r「內に勃興し遂に腌の•部は辙夜外に爾出するに至る。此の現象を 

而して附rの貸弟とは計］ふなり•と。以て•儿::邕を携せ•)〇 t Haves此は［•雜子.の發环は生長 

に伴ふ税象にして先づ秫皮の破裂に初まり吹で幼根减は・襲(單了•葉知)の破出するを漕ふ.】 

と。H. «•. Miiller氏はI御子の發単とは潜伏狀態より植物牌に發育する過程の狀態なリ』 

4〇斯の如く「神『の竟呢!とは內容物が际開成熟と反』なる條化をなして生長し胚の一部 

が祯設汁に仲供し旧づる现欢を鶏ふ。依て發芽には!nw>完備を要件とするも必ずしも秋子ー全 

«!の’完熱を强せざるものにして心W1けにして未熟稲了の克く發芽する所以なり。而して植 

物脸が伺子を生疏:1 乂吾人が之を採・するのII的は単に發芽のみ如麥求するに非すして將來 

之を生育せしめてKJ；樹と同貿の他全なる次代他物を形成せしめんが爲にし•C同時に之れを柄 

物曲よXA!れば即ち!l：Tto永久の:存續を金ふし得る所以なるが故に贱令潑芽し得ベを莉子と 

Rも共內容未だ充:熟せざるが爲、生育の望みなきか或は辛うじて發育するも早熟Rつ緘中;な 

るペきが如きは所甜］使命を全うし能はざるものにして題林川として亦價値なく机或は死睇了・ 

と何等異る所なかるべし。姑れ曹人の融子採集に當りて須らく災:の成熟を待たざるべからす 

となす所以に外ならす。抑々郁子潑芽の;I雁を刖察するに常に叙J:の如く單純にして正規の 

發芽をなすものつみならす。叶に異狀を呈するもの亦妙なからす。玆に發夢の狀態を大別す 

れば凡そ次の如くなるべし。 !.正規の發必をなす财 2.綱希なる發芽をなす磚合

允異狀なる發芽をなす竭介

而して異狀なる發訥!I】ち畸型的發弗⑴と柄せらるるものの中にも期々なる場・合ありて多腫 

形成種子・にありては双生ヂとなり又了•葉大きく I•・枝葉扃平にして共根都は分れて二本となれ 

るものあり。或はHaack氏⑵の所副「囲子の位置轉换せるもの」にありては子樂の光發を 

來たすべく又QEの• ・部例へば子樂の部分のみ飢全なるも•共根部は旣に死淮するが如きあり。 

或は郁子の中央創裂し七・:莖部の尤發するものく第一岡冬眼)等ありて•様なる能はず,凡そ 

我弗鑑定試險に於ては之等兆狀の發芽をなせるもの或は極めて繊弱なる發芽のもの:S;は將

(1) Kujnln, Viljo.—Untcrsuchungen ulxjr deu Bnu und <lie Kcimfahigkeit von Kiefcrn- und
Ficht4?nsamen in Finnland. 12. CommunicAtioiis ox Instituto Quaes-
tionum Forestalium Finlandiao EtliUe 1927.

(2) Hauck.—tlbor <lie Kcimung und BewcrUing <lcs Kicfcrdamcna nach Keimprobeii.
Zeitschr. f. F. u. Jw.1906. S. 441.
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同

ア刀マツ路ゆ残歩 

人床该八日11

同上

入床後I•叫H丨1

入床後十六日目

C典後淅次釦加す)

來成木の見込なきものとして正規の發芽をなせるものとは別個に之を取扱ふも而も鑑定に常 

り何等格別の異狀を呈せざりしものと雖總てよく發育し將來咳水すべしとなす能はざるべ 

Lo即ち現今發芽の探作を行ふ鑑定決に在りては「與へられたる資料の中には攻に齊芽:能刀 

ある被子が幾何の削合に含まるるや」を餓るのみにして共發:芽力ありと認定せるものの總て 

が,林地,响赐の實際に於て發穿し生育するの能力ありや否やに就ては豪も保證する所に小ざ 

るなり。從て現に熊定發:歩率の外尙ほ播飢床に於ける實際發芽率,生育率,或は粽苗率等の充 

慮せらるる所以なるべし。されば徒らに發芽率のみを信じて共成熟の度を忽にするが如きは 

吾人の採らざる所なり。而して玆に成熟の度を判定するの必要に迫らるるも樹种:により殊に 

先熟せば數日ならし•ciWより離脫飛散するが如きものにありては共程度を球測すること 

甚だ因排の辨に湍すべし。エノキ,クハ,カウプ,サンザシ,クルミ,筈・は果皮の秋化並に典者色 

の程度によりて胳^知し得べきも一般に針葉樹にありては充分變色乾燥するに至らは利r「飛 

散するを以て」啲期を織ること困難なるべし。而も大區は共年の条峽並に旣性の經驗等にょ 

りて地方及伊秋による採種の時期は略ぼ像刑.!し得べく尙ぼ外親毬果若色し來らば試料を採I» 

て開鱗の模樣•種子’の色滓並に共內容爭を檢し着色充分にして内容物質固定し佻全にして缺 
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くる所なしと“？.めらるるに至らぱJB>時期の到來を知るべし。勿謚成熟の度は母樹個將に依 

I)て夫々相違あるべを力:故に採Rに當«)ては短く之等を血捨選挥せざるベか粉ず。抑々種代 

が成熟成は發・単の为命共の仟期に於て含右化學成分に利^なる變轉を來すべきことは風に隼 

洛・の注IIせる所にして灼熱堑祢了・の成然に付ては牛理化學的の硏究射からす。

Slorer T.c-wm Kの蜀•科垂哀に就-こ.或は！.ucuuu* JI・のライムギに就一こ行ひたる各熟”} 

に於Uる分折の成栄iTに依れば成泓の.度進むに從ひ溉次糖せ!は減少L・て澱紛の増加せるを兒る 

べく AppknmnO)及Miller 鈴報の戚熟に關する生理化學的研究によれば熟度進むIこ

從ひ糖切祓少Lて激粉増加しJil'lH亦瞄すと云ふ。Schulze氏のハウチ八マメに就・この試 

駁に依れば"ミノ酸印」は朱:熟柿:十中に多くして成熟するに從ひ謂•しく減少すと云ふ。又 

「デキス1- ')ン」は成熟せる種了•の中にのみなし未熟のものに發城せられずと云ひ或はヨ渤 

の所’實には争・::の关水化物を含右するも成黯の度地むに從ひJI:のやを減じて脂肪を増加する 

ものにして從て服肋j質の战子•も术熟なるときは澱物を企右すとペふ或’又Herbert. lt,9,によ 

れば成熟せる「ココヤシ」果實中の瓦斯は未熟のものに比し空素の％多く酸索は脂肋•形成の 

棋め歴により使川せられて著しく诚少せりと云ふ°又朱熟の果實には多並の冇椀酸・タン= 

ン・澱粉-等を◎もするも成迅期の進むに伴ひイ泄險タンニン‘笥は潮次分解され濂粉は糖化 

せらるるに還ると云ひM近米国に於ては「エナレン」・成は「ブ“ピレン」を用ひて果實を 

若色せしむると同口导に天然成熟と同じく腾「タンニン」部を消失せしめて糖分の増加を來さ 

Iめ所滞人工成熟に成功せりとnn<.近時川所術太郞氏。荒木芳子氏⑴の米の成熟に關する 

化學的団•究によれば秘子中に企まるる「フ洛スフリナッド」の・は父未熟と戚熟。未淤芽と發 

芽靠J g期の異なるに從ひ•樣ならすと云ふ。尙ほC‘Z："k氏の普述になれる:"柳物生理 

化学」に依ればStMisn氏は睡蕾の休眠州子中に〇•45%の「んスフ、,チッド」を見たるも後 

分なき砂耕IJC 5 11の後•登ザせるものにはう.22%ありたりと。乂 Schulzo及Frankfurt 

氏によれば米熟林子中には0.5〇%なりしも成熟植子中には1.23%を見た})と云ふ。尤も 

Me. Clennhan氏の成粮に依れば反って未熟輒了•に共の含右れ:大なるものありしとも給之 

(1)C. 〇• Apploinnn.—A clictnical and physiological study of maturity in potctocs.
J. of. Agr. R.1U2G. r. 56〇,

⑵鈴木梅太耶氐。ー枇灼生理化％三〇九頁
(3) Herhort, I). A. —The gas in the coconut. Philippine Agric 11：177-179 1023. Boし 

Absts. 1923 1'.80S. 5446.
(4i ni所哲太耶,荒木お孑氏。ー米の成熟に關する化學的硏究。我療會赧,叫和三年,三〇三能 
(5)ド・Czupek. — Biochemic dor Vflanzen. 1922. Ifauul.1.S. 77.6
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らるるが故に種子•の「フキスフワチッド」含有領:は成熟せるもの必ずしも多しとのみなす卷は 

すして共烦向は•定せざるやの観なきに非ざるも特定の即極に就ては種:實の熟皮と「フス 

フワチツド」の含布並との斓係は又列味ある問題たるを失はざるべし。林木純:rに就て4亦 

張白質,咁防,炭水化物 晰兵他の方而よりして3以純£を判定せらるべきも未だ共坡に设せ 

す。而して一般に種子の成熟が氣候と密接なる關係あるは明ら加にしーこ「フィン‘ンド」に於 

て種子の成熟が夏期の菓溫と密接なる關係ありとは多くの硏究者(licnvalJ, Schms > Ingam. 

Wilfcck氏部)の發表せられたる所なり〇尤もHngvn>氏は5 JJより!>月迄の5ケJJを扁 

じ Wibeck氏は5月より8月迄の•!ヶ月を指すが如き共期間に付ては多少の用違あるも 

均しく成熟と密候との關係密接なるの瑞に於てはー•致する所なり〇即ち之を按するに仰花よ 

り完熟するに至る!yhinを逝し-こ・多雨多泓と陽光の不照は最:も之を忌むも之に反し-こ所 

日一風十日一雨の摩iを得て適度の降水と充分なる陽光の照射を惠れたる場がこは他調に成热 

すべき以て完熟の時期も從って早かるべく、個胡戒は共部分的に付て戏るも,陽光の应射下 

におるものは熟すること?• く之れに反する部分のものは從て近かるべし。されば現在に於て 

は叙上の如く共熟度の鑑別し彳3べきものは傍め之を鑑別し然らざるものに於ては充分贝:年の 

糸候をあ慮して採架の時期を過らず少しく共昭期を火すれば忽にして飛散し去るが如さもの 

は殊に却急を要す。浦殳には多少迎るるとも佝早-きに火せざる様實地事梁に干涉る浙の特に 

注意を耍する所なり。尙ほ本問也に付ては目下;汰驗中に抵するを以て•光玆に築を捆き尙今 

後の成紐に俠つ所あらんとす〇
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C5-3税實の色潭,大小,野Uし/生位ia

神實の色親は其弑皮の彩色によるものなるも同・樹種と雖も共色澤は自ら異るものあるの 

みならす樹齢を同うL.母樹を同ふするも將又建果を同うする場合に於ても執子の色滓は必ず
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しも同樣なる能はざるべL 〇 Wimmer氏(1906)によれば産地によりて桂果のI甲鱗に権易あ 

I) F!つ兩「の色譯にも濃淡ありと。乂 Hauck(1906)は櫟了•の色に溢淡あるは光線の照射 

に適您せんが爲めの侔川にして光線剛き南方にあるものは色潭濃厚なるも北方のものは共色 

淡白なりと;消ひ• Hehottc氏(U)05) 也を異にすれば郁子•の色・も・株ならすして南カのも

のは成も瀨いなりとなせリ。之に反してSchmidt氏(19邱)は欧洲アカマツに就て成熟せる 

秋子・の色滓淡由なるは翼を脫落して我而の仰げたる結果なりとし何人も机子•を隆擦せば表面 

剝縱して淡由となるを飮るべしと。尙ぼ砥了 •の淡色なろ場合を舉げて未熟なるもの,枇のも 

の,素質によるもの,乾煥等の操作によ»»品質を吿すろことなく褪色せろもの,との四つとな 

し色滓によって仙J*・の鄕土を云々するはiG味をなさすとi消ヘリ。Hngem1Q (1917)も賂同株 

にして種•了・の色滓に付ては诚熟の座を考禽せ〇と;渭ふい斯の如く村i實ぐ>色滓に關しては褊捲 

せちる'所・様ならすと雖も.117 0に共色澤如何が伸子の品質に關1系ありとせば珈終E亦配 

溥•すべき町に禺すべし。Hcsdolink H351氏によれば段洲アカマツ額于の色浑は發芽业に共 

後の生背に监接の關孫おりて.種］皮黑をものは淤芽すること甲金も淡色のものは迎く所産ー苗 

木の生長も亦前代のもの及好なりと而も黒色獄子は魏年に多Lと云ふ。宮下•保雄氏⑴に依れ 

ば「死国、阳部溫跋地力のクスは北都潴に比し色淺くして灰冃色を呈し所產苗木の生育も良好 

なり」と。吾网アカマッ・クロマツ,爭の極子•に就て視るも淡色のものにSt或は未熟と昭め 

らるゝもの多きは常に吾人の經驗する所なり。試に二三アカマツ刮子に付,色滓,大小,比 

i砂S!によりて珈別播舟し共緯過を溯如せるー•例を舉ぐれば第!!去の如し。

(1)宮下保堆氏。ー棒穢于の産地と其性如。火日本山林會W,大紀七年,四ニニ卷,ーハ頁
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斯くの如く翅子の色澤が往5品賈に關保ありとせば,造林川秫子•の選挥に當りては円ら 

.<此の聊こも考慮を费はざるべからず。林子•粒の大小減帀:亦共品寳に影野あるべLとは何人 

も容易に’#肖し待べき所にして,旣に Noonllinger, Schlich, Badonx. Englor, Heyor.

Mayer. Munn, Boerker, Schott, Toumoy, Jacobs氏共:他倂究せ・ られたる若阻’から・・夕,に’ヽh'd- 

de!氏もは洲アカマツ秘于に付きて「毬果の長さ,容仙,重州 開缱の難易と發芽りとの剛こ 

は密接なる闢係なきも,祈粒の大さ,疽さとの間には關帰あり.!と訓ヘリ。玆に先づ网子砲 

站:の大小と發芽显に生育との捋係に就て魂るに•Eを被子必ずしも姦芽力大にして•!«孑:小たろ 

もの必ずしも能く發芽せずと訂ふ可からざるも,般して帀メ::大なるものは實質多!<：:にして發 

芽カも强く共後の生存亦!任盛なるが如し。Kon« so氏が大麥,小麥,燕麥にて試駿の結煤は大 

粒のもの發芽良好にして［］・つ生育巾病害に對し抵抗刘く收獲物の品貿亦良好なりしと云ふ< 

尤も醐:立爪大なろものより必すしも 、個の俊氏,なる苗木を彳［,｝すして時に双生苗を得る堤合た 

きにしもあらず。殊にアカマツ純子に於てJI:例多し。而してー ・般に秋子の仕的を表はすには 

•建粒數の重:忌俄は•定代;!;:當粒歟)にて示す場合と•定容故當代代にてかす場命とあり, 

前者・は所船枣Hにして後皆は容瑜Eなりとす。而して實垂は克く掘子の如:州:を木すものなろ 

が故に假りに政R大なる發子優良にして然らざるものは反好ならすとせば,實页の大小にょ 

って種子の良否は略選別し得らるべきも而も總ての場合に於て然りとなす能はず,況や容帝 

巾に至っては必すしも.典の標準たる能はざるべし。抑々样仙の測定は獄子の形狀,大小• 3；・器 

の大小,秘貌等に依て誤差を生ずるのみならず測定者を異にするときは同一並と雅も亦児な 

れる並として測らるることあるは常に吾人の経験する所なり。即ち菇準たる容強に於て伽に 

斯の如くなるを以て容钛页の大小必ずしも常に颠子品質の如何を示すものとなすべから夫, 

次に種子技の大小も共品質に彰標する所勲からざるべし。凡树休S大小を來す所以心ナ 

ては共康因亦眇なからさるものあるべく,Booker氏は団果の大さ,如實治生位故,立地,从候 

並に母樹の生理的條件善を舉げたり。而して姓に従實の大彼となるべを場介を考ふれば先づ 

其3:地が溫暖なること,肥沃なること,母樹は壯齢にして披冇良好なること,毬果は優勢な 

る枝に適度に着生しHつ充分陽光を受くること縛なるべL。次に存城の大小と品質とに就て 

PMmcr氏に依れば2.0ri；^の飾によりて唐槍種了・を三分して大屮小に組分けせるに發甲 

率は中粒のもの坟も艮好なりしと云ひ吾國に於てもカラマツ,アカマツ,スギ,ヒノキ幣に 

付て旣に同樣なる結果を得たるものあり。一般に秘了椎火なるものは品質優良にして發弗並 

に共後の生育良好に所產苗木亦從て强大なるも,小粒のものは共內容に於M旣に貧弱なるの
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V 3 V 69.2 68.1 — — — — 08.8 ・ 一 — — 72.3 77.5 — — — 67.3 — — — — ■- ' — — — — — — — — —
V 4 63.3 — — 33.3 33.3 — — -— — 20.0 ■ » — — 64.8 61.5 — — G1.7 67.8 — ■ ■ """ — — — — — — — — — —

5 22.6 — — 21.8 — — — 览.6 _ — — — 39.5 _ — — 37.0 — — — — — — — — — — —
V 6 51.4 — — 〇 〇 — — — — 57.1 — — — 60.1 28.6 — — — 60.0 〇 — 一 - 42.9 84.3 14.3 20.4 — — 〇 20.0

7 26.1 — — 36.6 — — —— 30.8 - — — 59.8 — — 53.6 — - "" — — — — — — — — — —
〃 8 〃 43.8 — — 68.3 01.7 — — — — 脆】63.3 — . 一 — 98.2 60.0 — — — — 65.1 49.3 — — — — 〇 〇 — — — — 〇 〇

' 浴厄山倂料地 59.3 55.0 — — — — 6财 •— — —• — 65.7 .— — 75.0 — 一 — — — — — — — "T —
神荼川牌深久井郡志IH山机料地 1 56.8 ■ — •— 52.6 〇 — — — 一 〇 〇 — 一 68.6 41.8 — — — 48.。 85.0 — 60.7 76.0 35.0 〇 — — 50.0 50.0 〇 1)

2 〃 56.8 100.。 47.5 65.5 66.7 — — — 55.3 25.8 •— — 56.6 79.G <— — 74.5 75.1 44.1 66.0 •^― 旦 57.1 37.5 〇 0 — — 50.0 〇 0
" やの滓伽料地 45.4 50.0 66.7 35.0 50.0 — 一 42.9 26.1 10.7 6S.fi 76.5 63.0 65.1 50.。 14.3 53.2:38.0 52.3 42.4 37.5 〇 •16.2 〇 2.9 〇 〇 — — 10.0 〇 〇

" 間野山筑料地 51,4 83.8 100.0 45.2 29.2 —— — 60.7 75.0 師・〇 !0.5 31』；28.6 82.8 61.2 — — •1G.2:58.3 51.9 G7.G 5.0 37.5 39.0 60.0 〇 10.5 — — 70.0 38.5 〇 11.1
長野驛北佐久郡淺間山质お林 42.3 — d 一 33.3 7.4 33.3 38.1 22.2 >14 16.7 10.3 — 一 34.8 32.1 49.5 33.3 — — 49.1 65.3 37.0 47.8 49.2 50.8 — — 33.7 44.2

備・貯播種後50日に於式副究す
輕,自のものM站んど發芽力な34•見るべし
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備考 约,のもの發芽力初めて不央なろな見るべし

ク

»« 興 胸 痢 企 (需 ) f ・
朋 5fi (Jt»R 0.07 以上) ♦? (〇所未

庞 地, -d 我 大 科_______ 小 大 W 小 时______

齢
・鷲 Of n_ UF 〇 1 冬 fir fl___ 黑 \ @ 1___ n___

A. _Li_ 丸1長 * | ii 丸r亟 儿 2d k !< k | k 虬I E 虬 k 1 a k |_U_

千菜骅井津郡戶峙野伽料地 !號

—— ■■—
10 — — 1.3 14.4 — — — — 0.8 — — — 3." 53.0 0.7 1.5 *■* 2.7 20.(1 0.2 U

& 2 〃 V — — 3.4 2.2 33.6 3.(5 — — 5.3 0.7 17.0 2.8 — — 1.9 15.0 1.5 1.2 引)2.1 1.9 0.7

" 3 " 20 — — 2-1.0 10.7 — — — — 39.5 3.0 - — — — 1.8 0.5 0.5 〇.!» 10.I 〇.!' 0.1 1.0
〃 4 " 43 — — 17.9 03.0 — — 12.9 2.1 - — — — 0.4 0.0 — — 0.1 0.8 〇.»

伽考 供試村・敗450〇"とす

ク ロ マ ツ

村?? 抽 須 刖 Hfr 曲 性9i 1- 對 T も 各發 數 の W 分 率
雲盗 ホ く比谊0.97以上) n (〇・”7 未滿)

產 掴, 紀 號 大 汗 小 朴 大 兰 :_______二 堕_____
____黒 ! ____碰 ___； n___ 翌 ____ 1'1 .'.U 灘 n 照___ 1 ___ i'i
丸1丄 丸丨艮 _丸1 土 丸| U MS" 丸 !<

日長 A |ぎ［［丸1受 丸|14 JL_Lぎ k__(_¥

干菓氓:/HR那戶峙野彻料地 1娥 62.0 — 62.7 91.9 — — — — 67.9 — — — 90.。 57.1 〇 52.6 7.5 69.5 〇 〇

" ッゲ 49.4 — 67.9 60.8 54(> 70.2 — — 403 73.3 •14.1 72.3 —— — 42.9 46.7 I 2.9 25.9 — — 42.4 75.0 〇 〇

〃 3 " 60-f) — — 59.0 59.3 — — — — 65.2 75.0 — — 一 ー 5S.4 Dl).!l 〇 ！.0 59.3 83.6 〇 〇

！ 〃 ,〃 58.7 — —i 60.4 57.0 —■ —■ — — 遍 75.0 — — — — 8S.2 69.2 〇 — — 〇 !0.0 2.6

所券苗の大さ

樹

柚
産 地

iid
摘新刖

_____麻木の長5 荷木のIit都:

心邮 根都 全长 地上都 根部 全U

ク

*<

ツ

戶格!!仰!i料地
〃

〇

グ

1
3
1

ク

3

'P火<瑜,丸) 
〃小(WF,丸) 

侧火(瑜,収) 

〃小 <碰,丸) 

〃〃く碰,丸)

q.i 
q.0 
+3 
賦

2.8
__

<*>!>
8.8
8.9
8.6
8.7
7.5"

12.!)
12.0
12.7
12.3
11.8

0.073
0.059
0.067
0.064
0.047 |

0^007

0.005
0.006
0.007
0.004
0.000
0.004 ,
0.005 1
0.095 I

〇Z)7JJ 
0.065 
0.073 
0.071 
0.0却

ア

力

y

ツ

愛知出姫所此內 
郷料地

ポ大(诳) 
"小(疵,丸) 
中火_£碰)

8.2
7.G
7#
7.7

レ

7.1
7.2 ,
5.0

12.1
11.5
H 1
11.1

12.4
ioJ
10.3
V.3 ,

U・疏| 
0.C32 
0-04(；
0.050 ；

0.070
O/3G

0.055淺問山圖右林 〃"(皿,丸)

烈雅咿內 
めせifij •!•小(碰)

“"(爾,丸 

叫大(碰)
"/!• ,れ、

&7

:卩

0.(38 0.004 '

〇・。吊
0.004
0.001

0.012
淡間山而イ)•林 

ク <

グ

0.031
0.0-10
0.028

U.03S 
0,011 
0.0：； 1
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みならず,在々にして發育不往全なるものなるが故に發芽並に生肯に關しても自然期侍する 

こと能はざるべし。而して大粒.小衍,及大小粒の混滑せるものに就てn;客目"rを求めたり 

とせんか大杭のものは同一 •容も?に對して附:立間に空隙多きも小粒のものは然らざるべく又大 

小混沿せるものは大粒I出の空隙が小粕:を以て相當充さるべきが故に容杭更は反って大粒のも 

のより小典或は混沿せるものに於て大なる結果を我すが如,場企もあり"べし。而も吾人 

は同・税のものにあ|)ては曲粒小なるものの多きょ»>も假令粒數に於て少きも比は的大粒に 

Lて優良なるものを選ぶペきを以て容戒垂が必ずしも總ての場令顿子涎揮の甘;再4たらさるは 

是を以て視るも旣に明かなるべし。はに本間題にI划する"输S ・都を舉ぐれば次の如し。

第12 衣

單位容粗當帀:荒

冊は實Rと發芽率との關係を舉ぐれば次:&の如し〇

WK 村の大さ I u. W 
母數

Ic.c・常の 
市紙 螺 昭 wa 代の大さ 聞 IC.C.富の 

林 億 号

X 火 222 0,374 仰U二年叫だ 力 火 283 〇%SI
•I' 30G 0.395 中 255 0.394

辛

～～

小 426 〇.:101 ツ 小 288 0.344

大 372 〇喚 * 大 3SU 0.526
/ •1' 439 0.297 ゾ 中 •116 0.374
キ 小 472 0.281 ツ 小 460 0.418

サ 火 ono 0.346 卜 火 72 0.300
ハ >1' 1170 0.214 ヾ

・ヾ 屮 100 0.29!)
つ 小 1：WI 0.141 ツ 小 !1« 0.389

T 火 84 0.513 火 20 0.05()
力
*v 'I' 10G 0.521 中 26 0.291
ツ 小 139 0.520 ミ 小 30 〇.:!85

第 13 爽

站 SS 實冷
發芽率 佛 考 Mf-E au 號

K爪 
墜壁:) 财率 «8 考

1
2 
3

あ油

2.275
1.278

42：'4
39.4
29.8

大Hi十一年 
十一刀採堡 11 1

2
3

£192
2.591
1.8W)

4義
30.8
7.2

大正十三邮 
十一 JJ採集
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樹種 肥 藏 尊jEBIOX) 發芬率 備 考 樹彼 記 戒
賞 m KjJrflPSlXX) 
威”力 J 说平率 個 考

風毋 
鷲 

地齢 
谢約

No. I.1
2
3

No. II.1
2
8

No.in.i
2
3

No.IV.1
2
3
4
5
G
7

8
9

10

2.258 

2.451 
1.770 
2.357 
1.776 
1.562
3.107 
2.770 
2.441 
2.318
2.053 
2.027 
2.136 
1.968
2.314
1.S48

2.113 
2.514 
l.&Jl

37%
38.1
34.8
39.6
30.3
28.6
63.0
50.4
36.0
37.0
33.0
23.0
20.6
23.2
20.2
13.8
40.0
40.1
25.6

火花十三年

十一 JJ採集
厳 

史竺

6
7
8

1.791

1.735
2.291

30.0
38.8
17.0

No. L 1
2
3

No. 2.1
2
3

No. 3.1
2
3

No. 4・!
2
3

No. 5.1
2
3

No. 6.1
2
3

No. 7.1
2
3

2.104 
2.151 
2.595 
2.213 
2.017 
2.152 
1.849 
2.297 
2.199 
2.256 
2.616 
2.604 
2.096 
1.837 
2.070 
2.108 
2.40S 
2.230 
2.534 
2.704 
2.778

8.7 
10.0 
10.7 
24.7 
15.0 
13.7
5.0 
13.7 

27.3
7.3 
7.7

12.7 
16.0 
10.7 
12.0 
11.7 
13.0 
12.0 
13.7
21.3 
23.0

昭初二年十
- JJ採環

街ノ 
殴キ 
山整 
祈子 

S 
産
匕

No. I.1
2
3
4
5

2.00C 
1.880
1.890
1.706
1.774

35.8
27.6
15.0
19.4
24.0

直大疋十三 

年十JJ至同 

十二月間に 

於て採集

本表に依るも大尚こ於て帀:きもの發芽率多く翻きものに於て然らざるの傾向を姑るべし。

勿途産地に依り母樹の神風年附により或は結實狀況’採斐時期,取扱方法等によりて•樣な 

る能はざるが故に全部を通じては垂:辰の順位必ずしも發芽率の多彝と比例せ.ざるは免れざる 

所なるべし。次に容核币に就て兵成紺を舉ぐれば次衣の如し。

第 14 表

樹種 發芽率 理; 個 あ 樹種 發劣:率 奔W1R
(一升・め 備 考

ノ

キ

%4.0
12.4
14.0

0.8
8.2

13.4

尔 97.0
129.7 
128.0 
127.3 
127.3 
117.3

100么未滿
100久以上130勿未滿 t:

ノ

キ

&

0.4
9.6
9.8
».6
9.2

128.0
129.3
129.3
120.0
126.0
129.3
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10 0 127.3 46.4 145.6
5.6 126.0 30.0 147.7
8.4 12S.7 33.2 147.2
7.2 120.7 149.8
9.6 127.3 21.0 117.：：

I2.S 128.8 11.2 147.3
7.2 127.S 31.4 1-10 9
SAI 127.3 2H.Q 140.7

】(5 lars 20.4 149.3
10.6 120.0 27.4 I4：L3
6.0 126.0 24.4 143.3
3.0 125,0 洵•8 146.7
9.8 130.4 130勿以上140奴樹 26.8 148.7
8.2 131.7 26.4 111.3

13.8 131.6 20.0 14S.0
19.2 136.2 25.6 117.8
23.(； 187.9 U 204 113.3
20.6 138.7 32.6 bl 1.3
<12.0 139.4 27.6 149.3
:58.0 133.3 27.(； 146.7
13.G 131.6 / 21.0 147,3
40.0 139.0 14 0 118.0
3.0 139.0 24.0 148.0
4.0 I3S.0 17.0 146.0
8.0 1341.0 20.0 142.0

20.2 138.7 キ
10.0 141,0

19.1 149.6 140如以上160如|0 3.0 141.0
24.2 146.7 23.8 149,：!
20.8 149.3 23.2 iki.7
判.6 143.3 19.4 147.3
21.4 148.3 29.6 148 7
30.0 146.7 8.2 146.7
23.6 118.7 9.8 156.4 00勿以1:160奴未汛
26.0 141.3 30.4 152.6
:<2.6 148.7 29.0 150.0
23.0 118.0 28.0 152.0
27.8 149.3 17.4 150.0
23.8 147.8 9.2 153.1
19.0 143.3 44.0 151.0
28.2 141.3 46.0 156.0
26.2 144.7 46.8 156.0
25.0 14(5.0 ■11.2 157.0
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樹械 發芽率 样 «t ->P.
(一升當) m 考 樹種 ※芽密 ・紙'R

(ー汁尚) 偷 H

ヒ

Z

キ

応

7.6
33.2
8.2

35.0
44.0
28.4
65.2
06.2
68.6
36.6

1K?〇

163.5 
162.0
163.5
167.0
164.0
101.0
172.9
175.2
172.9
100.0

1G0勿以上170久未滿

170勿以上

サ

ハ

ラ

X7.4
29.6 
48.G 
37.8 
16.0
61.0
85.8 
22.fi 
23.0 
22.0
23.0

71%
84.1
84.0
87.7
80.0
97.0
90.0
71.3
72.2
71.3
72.2

依:造觀るに發芽率大なるもの必ずしも共の容哉矣に於て大なりとなすべからざるも概して 

重きものに於て優良なるの傾向を見るべし。乂種子の良否が也果上共若生位迎に依ってー-様 

ならざるものありとは•股に吧へらるる所なり殊に松垣の莉子に於て然りとす。松却の關子 

にありては莅果の基部に存するものは軽く色淺くして往々朝:を含み發芽率乂不良にLて光端 

のものはこれに亞ぎ毬果の中央部に位するものは奴も良質なりと調ふ。

Ciealar氏が;次州タウヒ衬T了一に就て淅生位遂別の採果策及品質を斓在せる朋に依れば次の 

如し。同氏は珪果の恭師より先端迄を四分し「基部をIとし光端を!Vとすれば發芽物!:

平均 !....... 39. %

II.................54. %

III ................. 53. %

IV .................40. %

にして暴部最も不良なり」と云へり。宮下保堆氏⑴がミチスマッ並に吾國カラマツ 

に就て調査せる所に依るも屮央部のもの大粒にして正く先端之に亞ぎ塞部のもの政も氏好な 

らざりしと云ふ。•聆羽次郞氏⑴が エヅマッ,トドマツ,に就て祀載せる所に依るも中央部の 

もの最:も良好にして慕部之に亞ぎ先端艮•好•ならざりしと云ふc余がヒノキ,スギ 郁子に付

(1) 宮ド保略氏・ー翱梁セ希生位置4・異にする松仙于の品質•火日本山林分物,大讴九年・四れ四&,

九頁

(2) 烏羽次耶氏•ー秘果带生位段4«異にせる エゾマッ及トぐマッ 秫于品賞につ3て,北,林,金W,
二十卷四就
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て浪察せる所に依るも亦奇舛任なり。尙ぽ•詮には建果のji'i邯及基部に蔭する碰子には酸素 

の吸收を讽止するが如き楝皮を作すべしと博せらる。次に林冠上庄果着生位置と種子の品賞 

とのW;こ何辱かの関係ち〇や否やに關L. c光づ ヒノキ.に於て熟死を行E黄閉せる林內の 

もの,Jtn的球開せる林分內にあるもの林瞄しくは孤立木、序に就—•枝上より槽頭ま 

でを上中下却に三分し各部M:に①代を採堪して輒子•の品質を檢芥せり。本訓:住は結實の狀 

涅’母湖々胎,J也立・林況• JI:他の耍末に支配せらるるを以て遽かに惭建し難きも•戒に比 

部勺疎罚せる林’,卜Zの母田或は林魅のものけ;にありては中都-ド部のもの優良にして上部に位: 

せるもの劣るものの如きも、術閉せる慌林內にありては用岡の曲冠より慄川せる物頭部のも 

の可なるが如き倾向あり〇玆にII・里御料地所在林舲約八卜年の人工林に於て林錄並に竦開せ 

る伽所の比枝的尤頰を喪くること多きものを採りて調査したるに次表の如き成績を徊たり。

第M我

X玲木苗眦 着生別 宜 ・爪 發殊車 価 考
へ

No. i
上

下

2 1.713
2.01«
2.331

14.5
20.6

(第1"安アや參照ノ n卜:

No. 2
上 
中 

下

2.156
2.416
2.735

7.0
11.0
19.0

No. 3
上 

中 

下

2.093
2.155
2.223

12.1
13.1
15.0

No. 4
上 

中 

下

1.998
2.019
2.198

17.9
10.9
19.1

No. 5 { 上 
•M 
下

2.271
2.350
2.489

19.2
14.5
18.4

町;3： •股に枝の先端に君生せし種「世は品質良好ならすと前せらるるも亦注意を斐する所盆
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en採 集 時 期

採集時期に就ては地方により樹獄にょりてー•樣ならざるのみならず共年の:氣岐共他關係す 

る所黔からざるものあるを以て沌かに全般を役し得ざるも主として成熱の度を考慮すべきは 

旣に縷述せし所なり。クルミ,カシ,クリ,勞は盛に落下するを世とし・モミ・マツ灯Iは典 

機を失せざる様幾分早くよW借手すべきなるも•般にスギ・ヒノキ驾;にありては淬ろ幾分 

遅るるガ早きに失するより勝るべし°試に當場H野御料地に於て期節別に採集せろヒノキ 

祯子に付き・部成績を擧ぐれば第 腮表の如し。

尙ほ廿果御料地,樹齡約八十年のヒノキ母捌に就て建實莉生位故別採集試驗の際併せ行ひ 

たる成敘を拐ぐれば第!7表の如し。
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本呻はI i下施行中にて,地かに論及すること能はざるも從來の成績題より戏れば採柴時 

期は當地方に於ては・はー•冃上句以降なるべし(當場氣条"剛)尤も災時期は樹袱に由 

るは勿祸共年の※映の狀態如何に依て亦崙しく ・前後おるを以て,夫な我熟の期迫らば・絶へ 

す母林を故祭して独適曲期を捉へざろべからす。

採堪の効片は共:方法•粗郁・母剂の大小,結村の狀態・地形,人夫斜舗の度,等に依りてー•樣 

7よらすと雖も採堪忡票に於て业れが直替なるか請貧なるかによりても亦自ら相違を來すも 

のあり。而して採％に當り結代魏富なる大枝を伐り或は小技を梆ひ落して採果せば効程は 

ョしく也拶すべきも•面樹簡を損すること霧しく!3めに貴更なる母樹セして数年诚は［•數 

付h結1Tの機何を失はしめ•若くは永久に之れを停止せしむるが如き結果に/若すろことお 

り。斯の如きは得て關頁の場合甫!當監舟の下に於て尙Iつ密かに行はれ勝ちのものなるが 

跋に徒果探架に當りては特に此の舟に) i佥:し彼の白指的⑴ の如く攀なすること危險なる樹 

枉に對し-cは伐倒木採果亦止むを待ざるが如きもー股には大なる支障なき限り应营に依〇 

て之を行ひ徐化人夬をして樹I•.に攀盃せしお手・にてピ果を招ぎ妝るのカ法によらしめざる 

ベからす。而して採称効悝に就ては前述の如く -:様なる施はざるもH. Riolmrdson氏に依 

るアカマツ(岫々附3〇年乃至40年にして叽滿に樹冠の發涇せるもの)秘實採里の記錄 

に依れば紀形な食學生を砌fしF九峙|川勤勞にて・人凡そ65乃至10併を携ぎ取り柯た 

りと川ひ平均・人約 溯 の割合なりしも栗以の巢より採出せしものは約610,を採集し得た 

りと,かふ。"野!辟南佐久那地方に於けるカラマツの採堡には•人にて約55乃至对を普通と 

するも熟彿せるものにありては125’乃至I45Jに及ふものありと云ふ。石:m’d和幌郡定山溪 

抑料址に於けるエゾ、・ッ・トドマツ・の毬’賞採栗成粒に依れば母樹々齢80乃至150年のも 

の結T枝通の年皮に於てー・人・H 25乃至60』を:咛粟せりと。又束京支局天城出張所部內に 

於てヒノキ,スギ’の毬實採堡の結果に依れぱ梱齢叫斤・|•年乃至六じ十年のものに於て•人 

一口採!圖ビノキに於て菠多仙が戒小邸 平均73「なりと云ふ木価•ぜ局管佝に於ても路同様 

なるが如し。當場附關御料地に於て結實普通の際母樹を毀損せざる様充分監督のもとに;汰族 

的採集を行ひたるにく母拗々齡は何れも約匕I•九年)普通人夫-T1八時I用勤勞にてヒノキ建實 

は45Iサハラは 河モミはG庁スギは45(I・カマツ25eを株架せり。尤も結實多饒の際に 

•熟練せる人夫を使役せば5〇乃至7ぴの採巣は容易なるべしと郞も只だ此忠に我も注:eを嘤 

するは母樹の保遊なり〇採堡數・如何に多しと雌も共方法粗於にして俳曲を毀傷せしむるこ

(1)佐林仙太耶氏〇-白惜即di子・採】心こ就て。北,林,含相,築十セ卷,猝七・
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とあらば右に得て左に失ふの誹を免れざろべし。直しく實地が來,制f*•たろA らざるべか 

らざる所なり。

尙ぼ造林川種子の良您は叙_Eせし如く母糊の達地、外齡等に対して緊密なる陶係わるを以 

て採堡せる現品には先づ之部の华矶を詳細叫記し置かざるべからす。试に記載が項のニ M 

舉ぐれば次の如し。

母甜 採槩年度(稀實若生狀・况)

横故(品補,方団)

採集地 (爭業昭 區劑斑.或は所右K名,海拔商•方位:)

年齢

樹裕,枝下而直徑,(樹型)

奔林型

逐林狀態(淀純或は混淆林,同知或は異附林)

輒沪品質 (發芽率,統命・共他)鑑定月【I

擔當者氏 名

U・採集毬果の處82

斯くして採堪せし袱實は叭或は依等に詰めて絃煙脫白">作業所に送致し匹ちに間时せざろ 

ベからナ。降雨若;に逢ひて洛れたる場合,或は然らざるも含水弛多き生陞果を供装のままに 

して時日を終過するときは自然內部のものは験酣を起す恐れあり。尤も多少灘酬の模稼あリ 

て幾分徴を生するも共程.度捌徴なる場合には格別種一了・の疲ザカには.影郷を認められざるもの 

にして.試に大正十年及同卜三年に名古屋,木曾・兩支局管內御料地より送附に係るヒノキ珪 

實に就きて調希を行ひ,大正I・結度には到莉後直ちに舊本局構內土诚內に状のまま核み氓ね 

共・部には僅かに,潤ふ程既に撒水し數日を經て够て験酬するに至りて和r「史収山し共發芽 

カの如何を檢したるに標準として同一試科より彪燥脫離しおきたるものと殆んど相違する所 

なきを認め得たり。大正十三年度には常場に到布せるものを依裝の史ま材料倉か內に置き・ 

果鱗上に徴歯の發生繫紙を來して酸幣し嗅糸を發するに及びて,•部を陽光に曝しー脚は火 

菓乾燥によりて咐したるに發芽の程彼は何れも標华のものと格別の塩兴を認めざりき。见 

に依て祂るに多少果鏡に徴を生じたる程度に於ては幸ひ郁子の我芽能力には左程の影響を憫 

さざるを知るべし。然れども斯の如き桂果は乾焼脫織頗ろ困條となるがため徒らに:帽操「1時 

を増して而かも利i子の脫・完全なる能はざる嫌おり〇依て採集せる:座果は直ちに閭」寸して也: 

•15

旌・カンバス普;に捆げ油塩よき和、にて徐々に軌:煙すろか戚は时光に曝しーこず乾蜂せし 

めざろべからM (此の外火焰のため整果の災而•部域暁することあるも約部の林•了•總てが 

共生命を失ふことなきは旣に知られたる所にして,試にアカマツ,程果を採塩し之れをブン 

ゼン燈の火焰I•.に-cW•しつつ約ハ・・六I・秒炽理したるに麟片の幾分宛は焦げたるも共林子は 

佝發弟力を仃し・噸忠理のものの發:芽:率GG%なるに甥し45%を示せリ。是に依って觀るも 

国果の衣面に皺を生じ或は幾分焦げたるものにあ〇ても晒に內部の推・子•は尙相當發弗力を右 

するを知るべLQ

次;梁肉あるものに於ては水洗してI勻を去りたる後通風よき室內に我げて妝煥すべせもの 

とす。

CU3枝實乾煙V法

凡そ乾峠とは彼:乾煥物上｝)业の含右すろ水分を脫取するの意にして共方法にも科mあるベ

しと4建實の乾燥にしては次の數丽を岑げ得べし。

自然乾煙法
俨:光による方法 

レ1蔭Fによるカ法

人工乾雌法
加熱乾煥法!

乾空氣法

火・氣:乾燥法 

燕澎煙法

自然乾煉法

(1.)陽光題煥法

本法は理實を陽光に嚇して紇煥する方法にして普通には平坦なる廣場に帝産、カンベス, 

等を敷せ共れに枝實を・樣に推げ时・孫搔き混ぜて乾燥程度を均一ならしむ。地而多遍なるか 

%は15け也に;2しき場合・には階段狀の棚に底都金網强の乾燥箱を列べ之れに琏實を拙げて沛 

風を良 < し受光をー・衆ならしむ。毬實は夜間並に雨天の際は屋內に撤入するを可とするも多 

命に取扱ふ場合・には11 * :共烦に耐えざるが故に單に茵實を適宜の所に搔&集め之れに或等を 

慎ひて雨磚を防ぐを便とすべし。

(?•) n珍干による方法

本法は座實の鞭備乾煙の場合或は陽光の直射によりて品質を扌Hするが如さものに對して行 

はるる方法にLてサハラ瑛子の如きも本方法によるを安全とす。
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人工乾燉法

人工乾燥法の中,加熱乾煉とは羅氣若くは火氣に依りて乾燥宝內の沮鹿を上”せしめ依こ 

比較混度を少くして被乾燥物より共の含右水分全衆散逸出せしむるのカ法なり。尤も笑內の 

温度は理實の靴5Iによりて多少の渋兇.あるも•般に高溫は袖子の,昂寳を害するが故に通例攝 

氏れ十五度を超えしむることなし。

乾空条法とは源氣を除去して充分:乾燥せしめたる空菓を乾煥生或は密閉せる容溶內に吹送 

して破就燥物より典の水分を迎散せしむるの方法にして普通本法は水分の吸若性强普:アド 

ヅー』レ」混蘇酸・劉匕カルシウ・ム等の藥削を用ふるも又冷却法によりてな糸中の水分を節去 

する方法もあり〇本法は少弟:の毬實«为しては實駿的に行ひ得るも多:归こ取扱ふ陽合には七 

だ實用せられず。

(1.)火泉兢煥法

火・氣乾燥法は古くより行はれたる方法にして共の發達の順序は胳次の如し。

⑴ 最も原始的方法としては締切りたる室內の申央に煉を置き站に火を坡きて空を溫め戦 

乾燥茵實を袋に入れて天井より懸垂し或は金綱狼;〇乾煥箱に入れ棚能として乾煥せしむ。

(*0前紀方法にては通風不良なるを以て宅の叫隅に調慎し得べき排条口を設けて泌糸の 

排招を計り兼ねて溫座の御節を行ふに至れリ〇

("')就焼方法は噸次發達して玆に斂燥宝と火焚宝とを區別して設くるに至れり。即ち火 

焚室より必要に應じて加熱空瓠を・乾燥安內に送り晚に同室內に在る低溫多•濕の空・机は之れを 

排条口より排出せしむるの方法にして,本皱轮によるときは乾煙S狀態急激にして旦つ不均 

ーとなる嫌あり,前記乾燥法を名付けて玆に急:進乾燥法と制ふ。抑々也實の.乾煥蛛作は之を 

徐灰に行はざるべからす。含有水分多折:なる生毬實の急激なる乾燥は価子の品質を害するこ 

と著しきものあるべし。nnack氏は戡洲アカマツの毬實を採集後直ちに攝氏丑•十五度に於て 

二十時間乾燥し之れより脫雌せし種子の發•芽率を鑑定したるに平均7%なりしも同一毬日を 

先づニド五・度乃至三十氓に於て…日豫備乾煙を行ひたる後四十度乃至れ十度の室內にて六乃 

至ハ時卸’乾煙し城後には4:十五度に迄速せしめたるも鑑定の結果發芽率は平均 "6% を 

冇せりと云ふ。加之松垣の回果の如きは急:激に之を乾燥せば共の表面のみ俄に乾堂て種:鳞固 

•結し爲めに反て莉子の脫離を困難ならしめ從て加熱空瓶の乾燥能率を甚だしく低・ドせしむろ 

ことあり。之等の缺?Wを袖はんが爲め發達せるカ法を勲:に漸進乾煉方法と割す。
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潮進乾燥方法

湖進乾徐方法とは採集せる生/實を直接に乾燥室に送らすして尤づ球個乾燥宰に於て成程 

度迄徐々に乾したる後•測吃燥竖に送りて充分乾燥晩陰を行はしむるものなり。本乾燥法にょ 

れぱ操作時叩ノ>短綿とK:に輒子發衆力の安全をもW1し粽べし。

斑備就燥

採堡當時の實は多荒の水分を含仃するものにして試に応京府南多联郡所佃］一里薛却也に 

於て大正十二年I•二月卩1|11<8めIこ採堡せるヒノキ瑾實に付五十粒の想六雌 とりて•共の含有 

水分地を測定したるに次表乃如ぎ結果を得たり〇

第 18 表

Bfl 魂 樹 弛 企水推<％) 械孑に含金あ 
る水分飛‘％)

毯!R中に合まろ 
る水分並’％) 備 或

1 的ノキ 53.6 空湖は火!E十二
2 & 54.0 — — 年十二月二十四

IIの地赛のべ印1
A y 54.4 布中のK料韓落
4 ゲ 54.2 8.0 50.6 紛失ばしにより 

戒紙钏ざるt5 54.4 3.0 51.4 のとす

6 y 54.8 8.5 51.3

即ち生毬實の含水並は略晓垂虽に對する54%乃至55%にして共含右水分の內約94%|!〇 

果中に含まれ莉子中にあるものは的こ共6%前後に過きす,史に曲實中に含史るる全部つ超 

子を「ピンセット」を以て叮珮に摘择して共林子・並に空琏果中に含まるる水分筮を測定し各 

共の源爪・吊:に为しての行分率を求めたろに第表の如き結果を得たり。

第19 表

；td 娥 曲 Hi 極于含水見:％) 伎果弁水衆(％) 偉 考

1 U ノキ 20.7 01.5 十二月四日採集當日湖定

2 V 18.5 61.4 ゲ

3 V 19.6 62.8 ク

即ち採集當時孤子中の水分は平均約20%,莅果中の水分は80%餘と見做し得べし。斯の如 

く水分を含有する理實に對して急激に加熱乾燥を行ふときは所明高温にして多過の狀態を窃 

•「竹め利甘•の品質を害する恐れあるのみならず往々急激なる加熱によりて毬實の表而のみ乾 

煥するため稲腐は岡結破化して価子の脫離を您困難ならしむるに至るべし。殊に松胡の秘實 

の如さは乾固すること著しく【1.一度固結せる!!!鶴は容易に開漩することなし。されば水分多
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を新鲜なる酬.:は木乾煥に光立ちて•陋性侑i乾・峡を彳亍はざろべからず,而L・て後備屹煙には 

特設せるく蜥濫燥室に依る場合あり或は通風上S E岡;に阪納して自然乾燥定钉はしむるこ 

とあり。就に十二月/i.ll H•づ御料地に於て採桀せるヒノキ塚實5.6 宛/］組を木綿袋二入れ 

通風よき枷內に懸吊し十口間每:に!f V:して自然乾煙狀態を河在したろに次の如き結果・也 

たり。

笫 20 表

試 料 ー 號

渊定JJ B 毬實破
前同に比し 
減央せる 
水分此

1WMに比し 
水分の 
诚夫率

•城ホカ;:に比し 
滅失せる 
水分M

族泓Mに比し 
水分レ> 
波失率

Ki 蛉

n H 12 5

12 15

12 25

1 1

11-1

1わ

2 5

y2.534

2.418

2.25!!

2.119

1.919

1.772

1.610

k.tf.

0.11G

0.159

0.140

0.200

0.147

0.162

S

4.6

G.G

0.3

0.4

7.7

仇1

&扁

0.116

0.275

0.415

0.615

0.7艙

0.924

%

4.0

10.9

1GA

21.3

30.1

36.5

毬安に蘇狩’上ラ

脫湘仙子310 g

W 料 二 號

12 5 2.517
0.108 4.3

12 15 2." 0.108 4.3
0.153 «.4

12 2fi 2.256 0.261 10.4
0.151 6.7

1 4 2.105 0.412 16.4
0.1艮 8.7

1 14 1.021 0.596 23.7
0.144 7.5

1 21 1.777 0.740 29.4
0.150 8.4

2 5 1.027 0.890 35.4 脫邮秘子32(5 g

J9

試 料 三 號

础JJ H
的回に比し 
漬央せる 
水分求:

的迥に比し 
水分u> 
心率

陳求和こ比し原却扮:にJtL
>5誠失せS 

水分舐
心

n H k・C・ X X12 5 2.407
0.106 4.3

12 15 宀:跖
<•.152 6.4

〇.10(! 1.3

12 25 2.209
0.17：： 7.S

10.5

1 4
0.KJ5 G.G

•1.431 17.5

1 14 1.9IH
0.21'!* 11.0

〇•56(! 23.0

1 24 1.692
0.174 10.3

0.775 31.4

〇 5 1.AIS 0.049 38.5 睨W子:曲u

が 料 叫 號

12 5 2.515
0.103 4.1

12 15 2.412
0.244 10.1

0.103 4.1

12 25 2.1(®
0.077 3.6

0317 13.8

I 4 2.091
0.184 8.8

0.424 16.!)

1 14 LW7
0.140 7.3

0.6OS 24.8

1 24 1.707
0.129 7.3

0.748 20.7

〇 5 1.688 0.877 W 脱篇種孑315 g
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狀 料 /L 號

瀾定JJH IB實市髭
JWfe!に比し
［或央せる 
冰分飛

做回に比し 
水分の 
浊吳率

題汝［止に比し 
減夫せる 
水分璋

煙,卩况に比し 
水分,の 
i或失率

個 労

n w12 5
12 15
12 25

1 4
114
1 24
2 5

一 y2.532
2.418
2.274
2.149
】.湖
1.807
1.6-15

F・
0.114
0.144
0.125
0.103
0.119
0.162

%
4 5
0.0
5.5
0.0
,7.G

9.0

1).111
0.258
0.383
0.576
0.725
0.887

10.2
15.1
22.8

28.0
3J5.0 脫淬就孑310g

前衣中原重量に對する水分滅失率を平均すれば左表の如し。

依是襯るに琵實は屋內にて單に斐入の段なるも•二的川を経ば 

後に五乃至八％は乾燥しニケ月を經過せば【'】然に构牧;1囑Lて 

殆んど俺了•を脫離すべし。されば假令孩備乾煥室の殺備なき翊 

合と雖もー二週叩通風よを室內に撅ぐれば珪谜は相當乾燥せら 

るペし。

德備乾燥室

豫備乾焼も亦自然乾煥と加熱乾燥との二に大別せらるべし、自然的豫備乾燥室は室內の換 

氣を充分ならしむる爲め窓を多くし尙床下,壁間,或は屋根裝等より自山に通風せしむる如き 

構擂のものなるも又た倉以を兼ねたる簡邢・の木造建にても足るべし。此際特に注意すべきは 

馬獸の喰帯なるを以て野鼠’栗取,共他匚洌の侵入せざる様洒風窓等は混れなく金網張とな 

し併せて驅除の手・段を講ぜざるべからす。火瓶乾煙に依る豫備室は普汕本乾燥峯に隣接して 

一基を設くるか城は本乾煥.室の•部を割したものにて何れも本宝の熱氣を利川し室內溫^を 

撤氏二十应度乃至三十五度に保たしむ。而して新たに採策したる含水荒乡き亂實を此所にて 

數日徐々に乾燥せしむる時は潮次開鱗するに至るべし。斯くして後木乾燥を行はば秋「のん、 

質を害することなくして容劾に之れを脫取し得べし。之を要するに火条に依る乾燥室は旣に 

十五世紀の頃より作られたるも•魅煙の方法は漸進的ならざりしためー一部には火菜乾煙は秋f- 

の品質を舍すること夥しきものの如く信ぜられLG. Beckmann氏(1769)の如きは火紅軟:晚 

を否定し火熱に依りて强て郁子を脫取すれば弁大部分は生活力を失ふものなりとなして専ら 
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陽光帽‘姓卽泗せリ。Haaek代(1905)がAnnaburgに於て獣洲赤松の生荏實の乾焼と發 

芽やとの關係を,関住せる所によれば陽光・麟を行へるものは發芽率!«〇乃至92・室温30度 

にて火気％嫩せるものは79%乃至91".,|u］じく 5(户(’〜55°Cにて乾煙せるものはS0乃至 

災％ 乂他の试抖に於て室温3〇・’に乾煙せるものは發芽率リ4乃至S7% 50°C〜55。(:に乾燥 

せるものは!»0乃至Qi%な〇しも同•聞にして何辱乾煙せしむることなく直ちに小刀を 

以て辙餾を切開Lて叨1认たる林子は92乃至DS%の狡芽:率を示し然も發芽券は他のもの 

に比し著L・ く大なりしと公ふ“尚次殳の・成紡に就て飮るも火荻乾煙は」I拠作如何に依て脫取 

せられたろ?'R「の黄芽ノJに影響する所妙からざるものあるを知るべし。

第2I表

ヽf
加4

亢溫串。C中65°Cにて?： 
二於て繼枝乾岳間の剛。C 
比せるものにて乾煙す

GfFC〜6-C 
にて6時尚の 
橙r.rcにて 
悦攏す

め0Cに3 w! 
用の技55°C 
〜547(、にて 
兢"

•l(fC中にて 
戲嫉乾煙 用1 2ft泣煙

姑创のs-10 UJMHH 
に於ける戦歩率J
後の2-4 ttVl!；］に於］
(”発牛率 !

&

59 •19

%75

60

5¥ 91 爲

94

爲

然れ共共後火威就煙わ方法も南次改Rせられて遼に八九年前von Pcntz氏⑴のあ案にな 

れる所都Sichrheits danru く曲 頁分照)の現はるるに及びて大に共の進步を示すに至れリ 

1928年にSchnndt氏は「大規模の:乾煥室に於て水分ある生毬實を無害に/扱ふべき間題は 

今F!殆んど饰決せり」と:ひ乂た前記Haack氏の•都試養舗果セ揭ザて「斯の如き成備あ 

るにも拘はらす今円此も安全なる方法としてBcck.nnnn氏の如く敢て陽光乾燥を柄堤する 

ものなかるべし」と唱ヘリ。以てJIめ巡步を知るに足るべ1.。

乾煙室內温度

蛇煥室內の溫度並混度は被乾燥物の性賞によりて夫々適度の調寧を耍す。•吾人の取扱ふ毬 

’實の如癒共匯を失すれば種:子の發芽能力に滴しき關係あるものに於ては殊に然り•今より凡 

そ二I•數年前未だ・實の乾燥に闔する•知識の乏しを頃にありては肆實の含水术多M継當初 

に於ては室內温娈を商くし乾煥程度の進行に伴ひて湖次低下せしむべきものと考・へられたる 

も共後卜年ならすして Wicbecke >>JcはIlnnck⑵氏等によりて「商溫多潞は乾煙离温に比し

(1) von Pentz. —Die EntwickhmR tier Klenganstnlten in den letzt<?n 25 Jahrexi.Z. f. F・
u. J.1921.S. 257.

(2) I Inack.—Untcrsuchungen iiber den EinfhiG vcrschieden hoher Dnrrhitae auf <las Keim-
prozent des Kiefersainens. Z. f. F. u. J. 19J5. S. 296.
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秘子の品質を害すること著しきものあり」と吧へらろるに及び反って室内溜埃陰乾燥の常初 

に於て低く・迫て軟:煥の程度進むに從ひ清次相當の沮度遣兄らしむるに至れ如・然りと鄭も 

徒らに低湘こ過ぐるときは乾煥推力避號となりて緬子の脫阕を困性ならしむべし〇 Wi.-I.cko 

及Haack氏等はドイツクウヒ.欧洲アカマツ•の新負‘なる住實に對しては適溫を5。‘、(‘と 

なし魂め就燥せる際には55W 迄は差支なしと云へり。Bcglim氏は ドゲラスツガ・ボン 

プロサマツ等の我芽力を害することなき西實乾规牌.座は4:冋‘なりとスヘり。凡そ乾煥空の 

温度は樹翅により或は毬實の合水;あ 史內淋皮・加黑の繆急亚に繼紡時乱等に上りて夫・ IV 

の程度を異にするも吾國主要林木補厂の中ヒノキ,スギ,サハラ.モミ.エゾマツ•トドマツ, 

笠にありては撤氏25。邊より漸次兄せて 部知 乃玉4们‘.マツ親にありては:"(’より 

45°C迄を度とし如何なる場合にありとも 初Cを您えしめざるを安全とす“

參 考 ・攵 献

Haack : — Cnterstichnngcn iibcr den Einflusz vcr8chie(!en hoher Darrhitze auf das Keim- 
prozent des KiefernHamcns.
Zcitschr. f. F. ii. Jw.1005. S. 206

A. K. Richardson (iatherinj* nn<l extracting red pine seed. J. of.ド•1025. ]\ 304.
山即金沽氏•種子轮焕と殺歩カとの關係・酒豚山休め!;・咯印二年一JJ

乾煥室內潴展

便果開鱗の組易即之れに要する時川Jは採象後の〕仅扱方法並に桐種:成熟度共他によりて 状 

ならすと雖も主として溫皮並:に通風め良否即ち室內空栄の比較泓座に關するところ大なるも 

のあり〇前述の如く宛內高溫にして多謝なるは液も枪了す>發:的泥力を害するが故に乾煙當初 

に於て建果の表而より水分を逸散:すること盛なると送は殊に实內の逝風を良好にし共の」灯Z 

温度をして勉めて少なからしめざるべからず。故に規模の大なる乾焼室にありては送敏検の 

設備を施し室內適當の個所に白肥寒暖計航に口記濕昭卜を備へて絕先ず温淋氓の踮则を彳亍ひ 

常に之れが剥節を計らさるべからず虫內の淋度は乾燥當初にありても50%を超えしめす淅 

次進むに從ひ3〇〜20%とし挺作の終Dには10%术滿に至らしむるを通皮となす。

神:子の脫離

-一般に鞄子,靴子;尊は髙温に夢・ける抵抗戲く殊に臨煉せる形合に於て然りとす。温度に 

了・ける抵抗の程废は樹阳弛の像件に山りて滴しき差異あるものにしてHans CarlM filler 

氏に依れば孙:子の仓水稀。遍度。高溫繼續時出!°常溫に的する迄。>時川!。浒了・の成熟座。 
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咨破も影將おりと刀ふ、•同氏に依れば小麥を眞空內掛氏100他こ於て乾燥せるも發:芽を宙さ 

るることなしとダ碗”:,金辿セノ>称r•に於て 尙、<‘にnoo^soo時間乾燃すろも充分泓泉を 

お源し得べき以冷には共:貸平丿jは’上:されすして克く發オ:するも•岩し混.*S逸出を妨げたる谒 

1には413 に50。時間にして發:平力は全く滅災せりと公ふ。而も此の％合鹽化カルシウ 

ム‘跡・冷;•ノ>水分吸加・上川ふれば4M:に204 II間を終過するも發芽力治哭はざりしと 

云ふ,.次に高温繼絨峙間の長城も亦貸芽刀に影炼するものにして假令温度は炯・的:板きも之れ 

に财爵する時間貌きときは左さ發芽力を'.片することなきが如きも,共の時 IIU長せときは泌度 

比はA'•却Cき」:打i・たりとも發芽:力に及ぽー印渺からすと植せらる。例へぱ憫紙の朋子を110〇<, 

乃至1坎Pに1峙1111故置しおるに發步力は依然失はざれ共95知 乃至97°〇にI〜2D眦 

典たるものは全く發那刀お失へりとかふ。次に高氾よI)急激に常混に吳すが如き埸合乾燥 

•奇「•には格別の害なきも含水•质多きものに於ては片しき影響ありと云ひ尙ほ|垂了・成熟変の如 

何も關係ナる所眇からざるもの3。て充分!或热せる薮耳!にして乾燥せるものにあi)ては1〇伊 

•・度に於てもた迄宙なきものの如きも水介を含むもの或は衆熟なるものIこ於ては著しぎ終 

囉おりと柄せらる。斯の如く hi々なる條件にとて伸f-ortiaに釦する抵抗の匯に著し$柑述 

を來すのみなら"航物の利術によりても亦當然・・咒あるは免れざる所なりA.1L Kichardson 

氏に依ればVinus rcsinosnの阳「は 的’C乃至 打"Cに於ても黄芽力を密せ・らるろこと 

なしと云ひ、1汨心 氏に依れば珈琲稀:「の如き沸務點にありても幾分耐へ世べく又ウマゴヤ 

シ非他多くの乾雄せる?«虹•は11〇°〇に!時間次て!21°0に1時JU]加熱するも尙ぼ克 

く1〇.%の發•歩力を認めクサフヂ植!••の如きは8時間煮沸せるに尙は15%發芽:せりと 

五ふ。然るに抵抗力弱きものに於ては例へばツメクサグオシ顏"植子は乾熱にても容易に死 

するものにて<»5°Cにて2時曲70吋 より7o°JにてはI時間にて全く發:平力を失へリと 

調ひ或るヤナギの描『は陽光乾燥に依りて拝しく發强能力を密せられグンペイナヅナの種子 

の如きは以に:*;°Cの弦外床心なかれたるのみにて旣に發菜能力を农せらろと云ふ。斯の如 

く那「の發導•處力を損せざる鞄¢!の椀温は打就により沸度により或は繼統時間等によりてー 

梯なる徒はざれども何れの場合に於ても高溫にして岫火なる狀態に長時IIMMすることは 

我も之を.以むが故に跳實:乾燥して楝鱗漸次開離するに生らば絕えず種(・を脫収して室外に横 

出せ・ざるべからす。督式乾燥室にありては網槌或はに建實を搬げて鞫您するが故に時 

々B2IT•して負了•の脫跳を促し之を集めて4”卜に掀出するの焼を免れ得ざるも新式のものにあ 

リては網狼网简制乾煙收瀰器を備付け加熱と同時に絶えず朝カによりて趨変に回怖せしむる
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の裝置なるが故に脫蜷せる稀了•は直ちに飾別落下しほ面の傾為に作って成下冷所に聚落する 

を以て長く脫雄極子を加熱室內に新置して共品質を扱ふが如き憂なし〇而して輙rの股:離採 

集には從來融々なる方法あるペきも強黑に包含せらるる称:了・の幾分は脫出L得タして何れも 

桂果中に期すること话笑れナ。A. II. RicluinLson氏⑴が131 pineの団實乾煙:成针iに於 

て「空建果として廢棄するものの屮にも尙綫分の技子は殘印す。空建果1〇 ’"「に就て调べた 

る所に依れば痢?せる種子は尙70。くありたり」とMふ。而して普逆1心、の毬實よりあ 

子12.2<"を得たりと云へば毬果中に含まるる神子總::I；:の約は殖卻して魔棄せらるるの 

理なり。

試に余が「匕ノキ」「スギ」の旌實に就き脫叶と殁舟數並との關係を調在したるに次の 

如し。

第 2 2 表

樹種
雨i&| 
舫 粉ft別

脫收緬子/<；：(A) 住果中殘ffl 
M子M (用

毬架小に包命之ら耽版特了小:の絆吊: 
6ろ(A+B>に對する百分率 1 \i抒

TR JA 掉呆 爪林 容量 1R fit 辭!A •疋危

じノ・ 11•里 火気 31.8
蹌 

6.330 /2.5 虹 0.172 137.4 件 G.502 % 
go

% 07.4 1 Zi
〇 陽光 10,5 2.445 〇・" 0.218 11.3 2.663 92.9 91.8 S 4- 

-(J*
V 癸 ダ 8.5 2475 0.7 0.176 9.2 2.351 92.4 心5 t III

::r 根木山 4.2 1.013 0.5 0.105 4.7 1.118 89.4 90.6 k y
ダ II- ffl V 32.1 7.776 0.8 0.233 32.8 8.009 97.9 97.1
V & 10.1 5.197 0.8 0.039 19.4 5.277 !*8.5 JW.5

ソ ts*v ザ 18.1 4.868 0.3 O.0K1 18.4 98.4 08.4
ダ 小ケ滓 V 1&7 5.202 0.4 0.091 19.0 5.293 118.4 98.3

ス・ 爲足山 火気 15.2 4.823 0.7 0.161 15.0 4.984 05.0 W.8
有坂 夕 16.8 5.400 0.2 0.0M 17.0 5.524 98.8 98.8

ゲ 髙用山 陽光 4.2 1.365 0.2 0.03S 4.4 1.403 95.5 97.3
冇阪 V 7.7 2.531 0.2 0,075 7.9 2.606 07.5 97.1

本表の示すが如く普通の脫秘方法に於ては俚果中に包含せらるる總初子:;よの2〇乃至I0.0% 

は焉ほ毬果中に殘机するを常とす,而して强て之年め種子をも脫取すべきや否やに就ては先 

づ共れが品質の如何と脫陞の知易とを野憲せざるべからす.通例殘带秋・了・には優良のもの少 

く時には全く發芽能力なき無價値のものなる場合ありと雖も亦必ずLも然ら自して大正十• 

年秋季採果に係るヒノキ,スギ,に就て調査せる成績に於ては次表の結果を齎せりe

(I) A. H. Kichnrdson.—Gathering and extracting red pino foc<1. J, 〇< F.1925. p. 305.
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第 2 3 炎

樹 Hi 被 地 乾蟆方法
我 郊 率 殘fijfi!于の 

立芽率 偷 一号
同二就

t ノ キ II- '!•伽料他 火 W %2.G % 〇 %2.9 は大IE十
V 関 光 2.1 〇 3.0 秋!51採集

ス •V 高に山即料嬉 火 M 41.0 (Ml 15.0 に係るL匕ノ
V V 楊 光 :M.0 11.2 25.0 ャは不作にて
V 什坂仰料抽 火 緑 18.4 4.8 14.6 品質一般に不
グ ゲ K5 * 10.2 3.2 12.1 只なU.

此等の植子は普汕の方法に於ては役出,せ中して殓ft7するものなるが妝に之を採取せんとせば 

特殊の！*•数を要すべし,即ち本州衣に於ても岩通乾燥の際には當然廢棄せらるべき’海後の 

庄果をとり神鱗を切開して强て就・子、を摘批したるものなり〇斯の如く僅か©〇?©子に對し 

て特にR$・間と努力を供するは今11多笊の桂實をJR扱ふ場合到底・共:煩に耐えざるものあるが故 

にー•般には後に述ぶる普湖脫赚方法を施して充分之を行はば多少の处fi?種子の如きは鶏ざる 

ものとす。

(2.)探汽乾煥法

本式は博煙室を加熱するに蒸・威を用ふるものにして即ち水を媒介物となすが故に火気靴煙 

の如く焼火の程世如何によりて熱源が急激に髙溫となり戒は俄かに冷却する坤の缺點なく口, 

つ容易に溫・座を調節し得ると共に火氣締上より飮るも遥かに優れるものありと雖,本式の 

如を高價なる・尚設備を耍するものは垠に林木飴子の收稚期に當りて成實を乾燥せ•しむるの 

みに罚しては經清I•・到底設備し得さるも湖芋木村の:乾燥儿他の生產業と協力併用し肖ば至極 

便直なるべし。

(3.)乾空条法

本犬は常溫若くは當溫以下に於て水泓を除去して乾煉せしめたる空条を乾燥央或は密閉せ 

る容滞內に吸送し之れに依て被乾煥物より共の水分を逸散せしむるの方法にして普通木法は 

水分の吸盾••性址iき「アドゾール」「濃硫酸」「鹽化カルシ«>ム・」等の樂剤を用ふるも又冷却法 

によりて空氣申の水分を除去し之を常温に戾して後寂:燥室に送るの方法あり。當場に於ては 

「アドソール」常温:乾燥器を用ひて大正十三年にヒノキ,スギ爭の理實の乾煙を行ひたるに 

小燃絞のは驗的には相當好成紐を收め得たるも設備等の關係上L・般・菜としての即實乾燃に 

は本式を採川すべき理由を認め難し〇
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C2.J 子の脫雄

(り脫瞄方法

祐子の視離も樹翔及び開鱗の并•幼・等に從ひ共方法にも辙々なるものありレ

一・乾雑の度に鮑;じて鴻抵:脫绻せしむる方法

1•適度に乾燥開鳞するを姑って性實を床上に蜿げ木片普;をド・て之を打つことア〃ヾ 

»・クロマツ•等の大形肆堪に題す。

2.相當に乾燥すれば荏實を木綿爲麻斐’的こ入れ兩瑞を交万:に坂りて之を緒きたる後 

適匝の大さの林に依て輕了・を絲別すモミ,クウヒ,忤｛吃煙!して容钻に団県い破样 

するものに飽けV

:;・乾燥せる秘實を適當の網!!ノノ飾こ人れて祐別すヒノキ,スギ,サハラ・アスナ”• 

カラマツ•=ソマッ,等に前す。

4•郁子脫嫌崩に依る法

郁子•脫瓠器は多讪の曲實な取扱ふ場命に便なり〇普通本器は赴徂約2〇|,內年須蒔 

るべき金網張|川綺型若くは角柱型にして中央の軸を延して通當のふ上に胳ぽ水平に 

之を亥へ映の兩端に設けたる把Fに依って［敏点す,角柱型は|川荷型に比し囘竹に依 

って批雑を促すこと多し伽ほ脫秫を容珀ならしむるため枷こ攪拌裝洗を施したろも 

のあり孙U•を鄙別すべを饰目は旌異或は!-R鱗祯了•部の大さに依りて・榇なる能は

ず,例へぱ

ヒノキ・スギ,カラマツ,.................................. 05111«| I.

サハラ,アスナ"........................................0.3|ijII|.

アカマツ,クロマツ,モ・ミ,クウヒ,シラペ,ツガ,ヒメコマツ,エソマッ, 

トドマツ,ハリモミ,トガサハラ,バラモミ.................. 1.0楓目・

:・乾煙中繼續して脫稀操作を行ひ絶えず採秋する方法

本方法は火知或は蒸気等による加熱乾操の場合・に於て行はるるものにして共のカ法に 

も酒々なるものあり,余は便れR之を左紀數所に分烦宣り〇

1.固定式妹別法

光づ乾燥室內を數結に分ち共:の处下防の・•都には熱源たる火焼を遂きて安を溫め以 

上谷段階刊床には丈夫なる金網を張り敷をて此所に彼乾佳實を紙げ便宜之を狙拌し 

て乾燥を均・ならしむると共に獄子の脫離を促すものとす。斯くして脫培せし締广

は空硅以を求上に浅し50次下时にードり遂にM下代の貯藏冷室に到若す。
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2•水乎WJ式協圳法

花母讪の嵯に小沼・車Sr付けたるものを殺蝶細に並列し乾煙中之を前後に往復眼動せ 

しめて脫腳刚し・ちに好紐の冷所しめるものとす。

&回沖式關;;法

⑴水平軸我

(-> hi！简型

本式は、明に述べたる［印即鮮阳「脫垃器と同桂のもの上室の大さに應じて多數備 

付くる—あり或は貝•大型(K 3 メートルtt£®!メートル位)1〜2楽を備 

付くる鴨合も电れ共何れも動刀を川ひ絶え十四珂せしめて乾燥の不同を防ぎ開鱗 

を促し・厂・脫嫌すればJ娜険周繼わ金翘により潮;烦堡して室’,トに的ふるものと 

す。

(・二>戕頌同舞・型

冷|ナにて|颇泗邮を作り周株を金龍族となし共軸を水平に支持して小岡の側よ 

り成實を宕れ格えホ邮啤ビしむれぱ毬果は漸次大网の方に向って独冬移動しつつ 

ある間に・「は脫ぬ的別せらるべし・從て空桂纸は•囘每に大皿側より•排险せら 

るべし。

(>0師斜軸式

45;は前W水平軸式つ网筒咫のものと同樣なるも共軸を幾分傾浒せしめたるもの 

にして尤づ団實を高き…端より人れて娜.&せば漸次低を他端に向って㈱な彩動L 

つつ均・に乾燥して郁了を脫溫都別すろものとす。

(2)屹煙I帖如に對する注意

⑴ 毬實の乾炒脫織の設備は交迪便利にして成るべく共採集地に对き平地を選ぶべ 

し.麒w>如く單位數虽當價洛の比検的低嗾なるものは經済上の所謝運轉カ小な 

るものなるが故に之が乾甥w>ため述隔">地力に運送するは當を得たるものとなす 

弛はざるべきを以て成るべく採集すべき地方の近くに於て脫椭梢選するを得策と 

なす。

⑴採集毬實に對する稚"脫灘並い多少は結實程・皮,採象時期’成熟應等に關する 

も又共後に於ける取扱法の如何にXる所融からざるものあ!)〇即ち後備乾燥の
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右無及共程度並に乾燥脫秆［方法の巧拙に依る所火なるを以て•能:には前迖の如く 

充分徐備乾燥を行ひたる後に於て本乾燥を癩rLI1つ乾燥のイWを孩防する岱め 

囲實を通・:宛室内に配置することを要す。

⑴ 或程度就燥せる廷實を急に寒泉に常つるか或は多淋の空糸中に放匿するときは捧 

村i鱗は再び固結する最合あるが故に乾燥後は•共弱內にて直に脫植するえ•才;くは他 

の溫暧なる笑內にて行ふことを要す。

⑴操作屮は辙子を毀枚せざる樣取扱ひにネi怂•を要す。

(i) Tomncy 氏に依れば pinus resinos：!, p. insignis Dougl.,p. し"M・

共他の針葉樹荏底の中乾焼するも充分開かざるものは疎め約みCの温ぷに浸潰 

すればJ目用鱗を促すペしと云ふ.余はアカマツ・クロマツ,也實に:Hし4°%の 

溫湯中に十分乃至十/］分浸渣せるものは然らざるものに此し陽光・世に火柵舞共 

に閉鱗祥易なりしを認めたり.尤も多七;:の秘實を収扱ふ場合には其时>如眼 

法の方法は小’實共煩に酣えざるが故に軍に冷水を如郷樣のものにて撒布すちも效 

あり。

くめ 脫郁方法にあ < 軟:煥方法の新竹

斯の如く秋子•の脫離方法には種々あるを以て加熟潮逆乾煙方法もnら新舊ニ株に那:別せらる 

べし。 • .

6)心臨煙一方法
本式は待形乾煥術花くは網搠を川ふるか或は屹煙室を二三站に展分し业床の部分 

を網格子となして之に秘實を撤げて乾煙するカ法にして固定式のものを云ふ〇

(订)新式乾燥方法

本式は所謂動搐式にして前逮の廻轉式種:子脫燉器樣のものを生內に御付け之れを 

助力によりて絶えず姻轉せしむるが如をを公ふ廻標式も亦水平軸と新斜巾;九とのニ 

様式に大別せらるべし。

イ・傾斜式

本式は回筒型乾:燥脫離器の軸に燈分勾配を附して畝:爆室內に裝％するの方注にし 

て:乾燥中は絶えず動力に依りて徐々に之れを建庶K・しむ,而して仙筒内都に於て 

建我が下方にのみ集聚するを防ぐ爲め叫簡の内rfi！より柚に向つて數個の障收を設 

くるか或は鋸陶狀突起を附す場合ありc 

先づせ:實を高きー一方より人れて乾烟即金を徐看に倒楠せしむれば淅次乾煙間新し 

て祎r・を脫落しつつ代を•端に向つ-こ暢々移爭うすべし。

ロ・水平式

乾燥WにHl怕形:乾煙脫燉摧を水平に据付け絶えず動力によりて題、す,芯果關 

航すれば称:「・は脫邮別せられて自ら淅下の附了•用碱室に林かれ脫滩し終れば空 

団於は別”:・收宜し街たに生显果を乾燥溶中に容れて相知作を反復す•試に瀚進 

就博:方法の…例として前述のSichorlicit3<l：in'oに就きて.共櫃略を逮ふれば光づ乾 

煙室に隣りて通風よE染備乾峡室を設け:!士れを叫附段となし备階に生強實を容れ 

て相常碑備乾燥を行ひたる後呱次隣接せる本乾燥室に送る,:乾煙宝には 、乾煥冋偷 

(1< 1.7米,直律1.4拍)二空を水ノドに支ふ・共」・・都に廉形乾燥床を二｝哭に吸故 

す後分阕诣乾燥をなせる宙實は回简形传燥器•簡に對し約550iの割にて尤づ第 

一件の避乾!:泪代に拙ぐれば溫咬4C°Cにして玆に全・;:の約四分の・は聞鱗す次 

に第二代の乾•噪斐置に送れば溫座約50丫’泌I堡3<1 %にして殁り芯果の四分の三 

は乾燥開鱗す我後に回仍形乾燥器に容るれば溫度55°C iU度10%にして容功に 

全部を開靖せしむと云ふ,斯くして脫離程子は楠別落-ドして自ら辟下の貯藏的こ 

般かる。 第二圖

•氏 Skhvrheitstlarre. _S_ 
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(V)

［易就垛試攻成沌

木試唸は一大正12年より引続き當場附勢御片地より探比せるヒノキ,サハ> ・スギ’モミ, 

アカマツ,ク"マツ存の毬實的こ名古屋,木曾,兩支局管内出張所に於ア成技採ーせるヒノ 

キ,サハラ’カウヤマキ,アカマツ・:共他の并ゑ川荏實の送附を艾:けて廊彳了せるものなり。 

Xも結日の魏凶に依り或は造林の,汁•莊に伴ひて被乾燃庄•實の砌;!!也に數:";ら連:］"拔なる 

证はずして或種の［のは試料翌空れるも或ものは然らざろ岱め充分たる成毬を羯ざろものあ 

るが故に足らざろ所は今後の成釦こ俠ち玆には.」&ノ>•部を・舉く’るに剁rず・乾煙の力注は主 

として自然此:煥の中陽尤による乾燥と人工乾煙の中火、:(による方法とのニレを行へ。。陽光 

による:乾燥は本邮平旭〇地に進を敷き之に曲實を・血に损げて陽光の照射を受けしむ・而 

して夜川及雨ノミには皆湖の腸な倉郴內に搬入したるも佳尖の數仕多ぎときは通當に抵き史め 

て建’序を以て充分に我ひて兩需を防げり,団實は普 W •枚に为して約I〇/の削合に抓げ 

たり・火気乾燃は本場に設從せらるる御法川式火煮乾燥室に於て之を施钉せり・街”柴空は 

建坪二十坪にして乾煙播は人型 <1¢ 90 cm, tff& 45 cm,深10 cmにして毬果約1〇～】砒 を 

容る)及びノJ嶼(路幅,共45顷。深10 cmにして莲實約 J10Zを容る)の二様を川ひ 

何れも慈燥糊に列べて操作を行ふものとす。本京の佳實枚容・が:は普湖 制0Pとす宏内"典 

は最初25。乃至3疣C•の間に保持し乾煉程度逆行するも•けCを超えしめす,湍!度の"」 

は焚火の閏史を加減すると共に饮口左右にあろ送風口を開閉して之を行ふものとす,加娜$ 

川］は午前八時より午後叫時限とし各世實の乾燥程度を可成均•ならしめんがため之れを 

授抨し開断するに至らば之を窗別貯祓す,乾蝶操作中使用する新村’の數;,;:は叙象の狀態・乾 

燥穴の構谐・樹降 您iT含水程攻,•剛こ共の數笊若;によりて一•様なる能はざるは勿謚なるも 

本乾燥宏にありては乾煉常初は曾通一•時間に約10 kgの削合にて使川し淅次屹燥の度進みて 

室溫を〃•膨せしむるに至らば尙ほ30乃至50%を増:&す。

(1)供試純也に乾も:成仙

率供みV料は當場に於て直接採堤せるものの外,木仰,名古屋兩支H管内に於て採集に係る 

ものに付共送附を受けて之を伽IJせり,當場には格別押備乾燥密の設なきを以て採堡せる〔、• 

Hは直ちにEkの・部に牧納して自然乾燥を行はしむ,通例・週时內外にして之な木救:煙’代 

に侈す,此の埸合毬實は採紺;渺の原木も::に判して約8乃至1。％低燥するを當とす。如 

に本成敏の•部を舉ぐれぱ次表の如し。索&申大1EI一年度火•藏乾燥卄•里御料地をヒ, 

キ桂實は採集後約二週間倉应內にて附‘驟備的能煥を行ひたるが故にド乾煙。第一-IIIIIC於 

唄

て旣に趙州M;め21乃至迎％ 脫烟せろを貌るべし・密2G表・第济衣のものにありて 

は採象後血に限光闵は火・(乾姓を行ひたろものにして本乾燥7に牧容したるものに肖しては 

加办の的ダを徐・にLて我何 が〜おぐ旌前後沮况45%乃至35%に保ち淅次乾煥の度 

進みて開顛するに至らば室内温度を:"Cより部、〜"VとなL淋皮は港次波じて本操作の 

謬りに至らば殆んど12〜13 %に下れり

勲に乾堀M「呻miと前するは加热乾煥の場合に於ては此:煥ペの:在に即火せしよリ消火時迄 

の時間,悶光臨煉にあ!)ては破乾建物を屋外に輸Hせしより夕刻出び敝人するか若くは搔き 

',めて法・を投ひたる迄の時問を由ふ.抑々幽£は前述の如く倉邮に好垓せられたるまま 

にても初當自然乾峡をなLつつあるものなるカ:故に甄て屋外に据げたるR$間のみ5r以て乾燥 

時間となす、i::は十。又木乾燥室は由洌«火後約效卜分を経ざれば湖买1〇"の上・Hをなす能 

はざると大に父消火後も容功に冷却せざるが敝に挽作時miと博煥時間とは自ら一致せざるも 

他・舟驗に於てはI憐並に操作呻I川を以て火隔の州向を:颇Iするに止めたり。乾媒操作 

の旳間は樹杆:・花熟の利・琴 使實含水:た畝:燥室の柿処 乾煙方法・挽作當防の気,象狀態等に 

依りて一•様なる能はざるも採堡せる毬實を數II花くは十數HlllrW的帽柴を行ひたる後火熱 

卜乾慌に穆すときは之を陽光に依〇乾燥する略に比L操作I】時は遙かに短結せらるるを姑 

るべし。

<2.)乾 雌 耍 素

陽光乾燥に在りては天気•Wtt•濕度,潴發批,操作中のn照時間,風辿,爭又火氣乾愤

「驗こは4的湖金,溷项,蒸發ヤ:•換氣の狀態等を調在せり觀測器校は

用地には 「"ピンソン」自記風力計

氣温には 隙狀水JR塞跋計业「リシャール」想自阳寒暖混

［馬度には ‘ーアウク・スト」氐乾湘;I•並「リシャール」型自紀毛製温度;汁

lランプレヒト」ポリメーター

日照には 「ジuルダン」日飛(計

換氣狀態は 「ピラム」氏測風褓

潴發には 遊發計

'••;・を川ふ例し屋外の氛溫,濕度,風連,n照時警は本場•氣象観測所に於ける觀測成節こよる

本改紡は第的衣,第新表に之れを示す。
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3)換 氣 装 置

火綱與に於て室內グ泌なろときは乾煙也行せざらのみならす.稀子の品質を害すること 

將しきものあるが的に 枳％作に’治りては充分に換気を彳了ひて讷度の調節を計らざるべから 

す、勅対gの汕贝裝宜お大別すれぱ凡そ•スの如し。

•.排知mによる通風•裝近

二・ 胞沖刀に!:る通氣製置

排衣筒洒塩靈此とは・宣內及排載筒內の温夷高き宝氣と,之れよりほ遣なる外氣との比 

垂ぬ・聚に墓さて內外空糸の理換せらるる波置にして即ち溫度高斐室內空系が排氣筒より逸 

IHすれば之れに代って吸・氣口よる外糸を吸入する作用をなすものにして之れに依ろ換氣法 

は至って綏漫なり普通毬代乾煙室に採用せらろ。

次に機愀力による通風裝置とはi公成器セ川ひて外独史室內に吸引若くは排某口より吹出 

するものにして共作川は敏速なり。

當場の乾煙室は(別紙第れI制參牌)地下宝熒I!の左右に幅九寸尚二尺の吸策口各一個宛を備へ 

撲;Eは显初乾煥宗い左右壁而上部に直槌れ寸の叫孔往二(W宛ありたるも:业:後状面下部に故 

めたり、今I:部排氣孔「珂d場作に於ける洒風速度を測從したる結果を擧ぐれぱ酔次の如し。

恣風口を甜鎖せる玲合

第 32 表

而して排氣口が室の上部に開口する時は徒らに熱氣を逸出せしめ反て:乾蝶の不同を惹起せし

室內溫！¢ 排独孔1」に於ける以速く来/秒)

"国瑞) •ド略m關 — 斂 二盘 平 均

診風口な
—吃ー
15

°C
10 1.0 1.0 1-0

拍合 25 20 1.4 1.G 1.5
35 30 2.0 C C "・・ 2.1

送311な- 25 20 2.2 2.4 2.3
Kiik-ct る 
場© 35 30 2.0 2.7 2.7

むるが故に:共:後之れを改选して室の下部に開口せしめた 

リ〇共結果蜘の平均速度は紙ね次の如くなれり。

米,‘秒15 0.7
25 1.2
35 1.3
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(・牝)ti實乾煉程•度の比蛟

供試生稼實の禾飼と:物柔後の空苞堪及種:子の币弁:を為;がLて乾煙中に於びる水分の減•;,:を 

算护,し足が供狀帀並に:f扌する而分率を求めたるに典の成村］次の如し。

笫 跚 表

而して獄驗資料充分ならざりしが故に本成績を以て直ちに火熱と陽光との乾煙讦?.匯を比鮫す 

ること能はざるも.假りに本結:果より綜合すれば、火条轆燥のヒノキにありては平灼約43<>〇 

スギにありては41%なるも、陽光戒:煤にありては平均ヒノキ灘％ズ"ギ39%にして歌燥の程度 

乾煥 

ォ法
掛種

躍 ifi
(何料地) [吟;：(A)

次即後” 

毬果瓶扶
H!子千ぶ

乾燥毬吳 
並环子 
抵飛

泌:咄 
のボ九;:の 
至(B)

">(A 
ろに對マ 
百分率

伽 考

火公

陽光

ヒノキ

ダ

〃

V

V

V

ス ギ

〃

tf

サハラ

モ ミ

匕ノキ
〃

V

スキ

サハラ

疋 キ

卄 JII

制 疋 山

梅 木 乎

小・ケ 滓

美濃國水屈山 

中漂山張所部内

V

&
馮 尼 111
酒 坂

七 宗

高 尼 !11
小 ケ 浮

商 足 III
火 平

せ 里

高 把 !II
梅 木 平

小 ケ 滓

中津H同:所部内

高 足 (II
有 坂

咨 尼 山

火 平

■・g ^1.938 
270.000
42.500
44.300
46.300

411.800 
3.92!! 
3.879 
3.950
3.887

15.651 
30.9：J8 
34.313

5.063* 
26.000 
20.200
4.900 

3〇.(«)〇 

19.500
89.100
43.700
43.900
45.200
8.057

12.203
14.738
11.100
5.400

29.800

y20.288 
丨1う.600 
18.900 
19.400 
18.700 
飒.900

1 854 
1.922 
1.875 
1.878 
7.528 

20.288 
15.188
2.620 

10.900
9.000
2.254 

13.500 
10.318 
47.400 
21.000 
20.800 
21.100
2.070 
0.188 
6.750 
5.600 
2.900 

13.700

〇.：｝：«• 

31.081) 
5.116 
0.433 
5.919 

55.802
U.:跡 

0.370 
0.30(； 
0.282 
1.402 

〇.::30 
5.160 
0.551 
3.296 
2.599 
〇 ・慎6 
5,465 
2.445 
8.776 
5.197 
5.008 
5.202 
0.289 
1.305 
2.531 
1.089 
0.627 
4.744

y 32.018
14(；.個)

21.310
24.833
24.819 
北 2.762

2.239
2.292
2.241
2.160
8.030

32.618
IS

3.176
14.190
11.599
2.910 

18965 
12.758 
HO. 176
26.197
25.868
26,302
2.359
7.553
9.281
G.C89
3.527

18.444

19.320
123.320

18.181
10.Ui7

21.681
152.(138

1.5
1.587
1.715
1.727
6.721

19.320
13.665
1.887

12.401
8.601
1.090

11.035
6.742

32.921
17.503
18.032
18.898
1.598
4.710
5.457
4.711
1.873

[1.356

37.2 6 
45.7 
42.S 
•13.9 
•16.8
30.7
43.U
40.9
43.4
44.1 
•12.9 
52.3
39.8
37.3
46.6 
-12.6 
40.6
38.0
34.G
37.0
10.1
41.】

41.8
40.4
38.4 
37.0
41.3
34.7
38.1

火M?l•・年 
同1 •二年 
渕代

69

は火熱方法に於て多少大なるが如きMi向あるを讓•め帯べし,試にヒノキ 似樹より毬實を採 

集して由:ちに約2低宛の那I叫組を採り.ニ組は階光にて乾煥し他の二組は火馭乾燥を行ひ共 

に耗子證雌後夫0件:1；:したるに水分の波:舟状態は次の如し〇

即ち乾煉躲作時間は共に•i〇時間なりしも. JS程度には自ら養異ありて陽光乾燥法に於て 

は平均約1?%たるも火奴乾我:法にありては4G%なるを見るべし。

第 :M 表

绥煬カ法 供技 港地 
(仰料泊)

球我魚
冷a 

いい

乾燥強毬

双衆

晩慝佈于 住宣业に 

脯子林

饱燥前修 
の旧れの 

>：(B)
(B)の«A) 
に對する

RJ 尤 M /キ TI・環 L952
収 

0.849 0.332 1.181
応 

0.771 二89.5
V V 1.8GS 0.849 0.202 1.051 0.812 -18.0

火 你 V V 1.960 0.759 0.238 0.997 0.963 ♦.1
ダ / 1.935 0.800 0.303 1.103 0.832 43.0

(5.)輒 子 の 钠 選

抑 、 結代ル| ［的たる共の極威の保寿:にあるが純に航子は共の使命を帶びて何れも先づ發芽 

し.生R發!7して帆て第二次枇物磴を形成すべき魂力者たるべきの理なりと雖も,實際に於 

ては然らざるものありて中には住・ :辙子として不完全なるもの或は超子の形骸のみ備ふるも 

全く’;貢城なきの別を含み所训玉右混淆の狀您なるを襯るべし。試に・從來取扱ひたるヒノキ括 

實に就て共の0M々に含まるる稚了・の良否を鑑別したるに火正十二年及昭芳n二年度廿里御料地 

産のものにありては凡そ一•団果に含まるる碰子數の約3〇〜50%は優良碰子なりと認められ 

たり,一例を舉ぐれば次の如し〇

而して種子の良否は菓候の狀態結實の程度,母樹の假格並に年齢.滔生城置,咽也彼害の冇 

・顷等租i々なる條件により气著しく徑庭あるが故に速かに斯じ難斐も然も•毬果中の全册何れ

第 35 我

ー但果中に含浅るる 冋上中の俺足械子W・败 (B)の(A»に對す・ろ 4& 淋ifiTmt(A) (B) TT分率

38 18 47 昭・I二年十一 JJ阔立
41 19 46
46 22 48
47 22 47
51 25 49



70

も良種子・なるが如きすなく反って時に共の大部分のもの不良.にして泠んど價値なきが如き往 

々之れを依!るべし,如亍の如く假令結實發鯉なる埸なと郷も共:の甜子・必ずしも俊良のもののみ 

に非ざるが故に,播秋に當りては勿論・貯譲に際しても•珠め貝:の艮,否を迅別し選外のものは 

以扱外として除かさるべからす。

秋子の選別方法⑴には宿々あり,典大小,形狀,色涔によるもの或は匝・.」い"•チによる 

ものあり,亜・;:によるの方法は所明風選にして普通箕攻は唐箕を川ふ,即ちカラマツ,アカ 

マッ,ク“マツ 辙子に前し,スギ ヒノキに叫しても亦相當仃効なるも選別には!'Iら世或お 

りて徒らに囘を爪:ぬるも劾果なかるべし,スに從來の商箕を改造して宙列・帛威狀を招付け"• 

囘轉を WLて風速を每秒,2.5米となし,ヒノキ(發芽率11%)地子を;泌IJしたるに次の 

如き結果を徂たり。

第 3« 表

風SS M數 松 & m nt 發芽率 備 监

317.505 X 8H.850 1? 供.：,1料,本件,〇HI
第1囘 180.420 59.200 17 强所部内仰料地朮。
第 2 M 108.240 32.200 21 第〇电JIIに於ける段量
第3 M 04.042 19-G50 21 の供找敷織に:«する村
第4州 59.512 16.150 27 分率は宕か:に於て0.6%
第 5 |u| 40.590 J 2.500 33 演:枇に於て0.S%1L ') 〇

幣〇囘 20.885 6.700 37
第7回 10.403 3.550 •13
第8囘 5.053 2.000 •15
笫"囘 1.981 0.700 52

本試料は發芽率14 %なるが故に木芽の如く第9回L【に於ける酸子の容本及土:•站が供試¥: 

に宵して何れもio %以下となれるが故に假りに風選によりて共良否が判然選別し担らるる 

ものとせぱ丸囘の施行によりて殆んど全林發平すべきの理なれ共實際に於ては然らヰL.H僅 

かに52 %の發芽率を見たるに過ぎず。

次に發芽率16%の ヒノキ に對し2.J3.0米の風速を以て同様風選を彳」ひたるに次表の 

如を成緒を彳・たり〇

⑴ 汤種法と發芽率との炳係 我,林,狀,報,第二虢
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必 ぬ 表

敏選 M 教 發 牛 率 儲 歩

16 供次料は木せ広也出米所部卜仰科地床

弟 ! M 21
舟 z M 35
弟 :t M 30 ■

幣 I M 11
笊 5 M 57
廓 n M 72
齢 7 M 73
華 8 M 78
幣 » lei 78 1

尙问财罢盪囲询して風浊を甲むれば風選ーニ囘にして相當髙率のものを得べきも之れ亦或 

程度に止まるべし。

次に比・帀:による方法は或・定比或の液佛中に州了・を投じて浮上するものと沈下するものと 

に迁別するものにして從來比・A小なるものには水を川ひ比校的大なるものには食通水を用ひ 

73 °中加I作氏(俄!刎野粧,制II十•卷叫育九卜號所載)は称子發芽保缶期の澗査找料採策 

に:が水就方法を施行して狡単’率 ヒノキ は95 %サハラ!00%スギ78%のものを得た 

りと、へるも通例水選"方法にては右の如き好果を得ざる場合多し。余は曾て或試驗に於て 

ヒハトの硫實に發刘锥カある秋•了•のみを選別すペきの必耍に迫られたるを以て新衅秫子・に 

就き内容充實して他全印いと認めたるものの比币：を測定したる結果見そ0.97の比谊を冇す 

る液隔須、Lて選別せば临,II的を连すべを見込を得たり。勿錦同・掛種の優良險了•と跄も共 

比小必-タしも常に•致する能はずして産地,樹險,共他の發件によりて多少C溢兴あるは寧ろ 

當然なるべし。例へば ヒノキに於ても時に共比币:〇•92なるあり。或は0.95等を示すもの 

あり。乂 7•カマツの內容充實郁子の比帀:は普通0.91を超ゆるもの多きが如きも信州淺間山 

焼网有林施昭刼二年岩村山您林罪採集アカマツ(紛上松)種子は0.85なりしWく如き一様な 

る徒はざるが故に•二の場合を以て直ちに紬てを祢すること能はずと雖もヒノキ 職子の如 

きは比电0.97の「アルコール」に投じて充分これを攪拌したる後沈-ドせるものを良種子とな 

し??上するものを以て不氏とせば略共:及否は選別し得らるる場合多L。前述の風選に供せる 

14%のヒノキ 種子に就ても097の「アルコール」に投じて攪拌L•沈下せるものは發:半率 

98 %を示せるが如き其-•例なり〇斯の如く優良秋子と不艮莉子とが稍凝然と選別し得らる
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る場合には沈降稲子の世;博,子に当する幼数若くは容街i分率が滸几:後芽率;にM似するの伺 

向あるを認め彳。たり。即ち本比飛法に依れば少くとも不知の資料に対して并中には優良なる 

ものと不良なるものと何れカ:多おに含まるるや尚之れを檢知し得ペしc本方注は业容灰に目 

して內容充實せろや否や即ち共徂質如何を.ど慮顼るものなるが故に彼の含右水分にのみがき 

を故く爆發鑑定法に比して遙かに優るものあろべし。故に・染【沸當って大佛.>品貿を观知 

せんとする必變ある場合の如きに際しては利便なろこと齢からさるべし,仍・て本乾燥に於て 

は脫建稀子の精選は何れも唐箕を用ひて風選法に依れり。而して選良建子择％却.と其の品質 

は脫離即子の數由;:及・共品質並に牯選の方法辱に關するところ大なろものあり〇 fi'Z 〇に選良頓 

子並の總杭に對・「る俗・分率を結選率と個すれば郴騒率は結實の驟凶に依て芥しく相違あ 

るべし、玆に粘選率の一倒を舉ぐれば第38女の如し°

第 38 表

年度 能烧法 記魂 沏挿
咬暁せ子
徳:底

(A)
g" 
地H5)

•W選率
•豈豐

怕谡洛子?5井宰
豎暨 一曲杼 こ:竺竺

11 火氣 1 匕ノキ 6.330 ^498 8?.9 盘・〇 Sa %
〇

〇 人 ¥ 4.823 4.：!80 00.8 79.(； 41.0 6.6
3 V 5.4(50 3.649 CC.S 59.0 18.4 •1.8
1 ザ 0.551 0.420 70.2 00.7 12.(1 1.4

fli光 1 じ,キ 2.445 1.990 81.4 59.0 2.3 〇
2 スギ 1.305 U81 86.5 76-2 34.0 11.2
3 2.531 2.080 82.2 75.3 19.2 3.2

12 火気 1 匕ノキ 31.080 28.831 92.8 91.1 45.4 5.0
2 V 5.116 4.936 91.1 87 0 15.2 0.6
3 料 5.463 5.058 92.8 02.6 30.0 2.6
4 夕 5.919 5.550 93.8 87.0 33.2 2.6
5 55.862 •15.629 81.7 79.3 49.8 20.6
6 サハウ 0.656 0.4SG 74.1 73.5 13.0 0.2
8 ス・ 2.599 3.618 96.9 97.0 58.0 26.2

陽光 1 じノ磐 8.776 7.915 而•2 86.1 39.0 5.8
2 V 5.197 4.713 90.7 87.9 18.0 1.4
3 V 5.068 4.531 80.4 86.7 24.0 2.8
4 ゲ 5.202 4.564 87.7 85.0 41.2 2.8
G サハラ 0.627 0.569 90.7 88.8 22.0 1.8

• 7 ス ¥ 1.089 0.949 87.1 85.0 43.0 12.8
昭?11 2 火気 湯舟潭 ヒノキ 31.050 27.050 89.0 80.2 14.0 3.0

上松 V 28.950 | 26.350 91.0 87.7 40.0 —

73

邸和2 火W
サハワ

is. ISO
::・湖

16.500
3.150

90.0
(M.O

87.5
93.4

34.0
61.0

—

應徳 匕ノト 47.000 31.500 (57.0 M.4 8.0 4.0
y 171.200 154.500 W.2 74.6 13.0 4.0
V ♦ 23.600 15.500 65.7 63.0 14.0 —

W W 0.570 0.050 96.5 S4.S 35.0 —
y サハ9 5 .顽 4,500 78.3 75.0 16.0 —
ソ 匕,キ 10.200 8.300 SI.4 81.1 24.0 —
V 12.001) 3.500 29.2 26.2 17.0 —
V y 17.600 15.7Ort 89.2 87.3 22.0 S.0
曾 1 !•.<«)〇 14.200 72.4 71.1 14.0 3.0

a・ 灘 N 1).900 8.000 S0.8 SI.3 44.0 —
•1«部 V 30.430 20.610 67.7 63.6 11.0 3.0

r g S二枷 57,000 0.82 62.9 20.0 —
太印 V 4.800 2.!W <».4 67.7 10.0 S.0

(め 乾•峡方法と楝子の品貿

乾煙方法の表だ發注せざる時代にありては旣に述べたるが如く専ら鶏光乾妹を賞掛し火氣 

に依る乾煙方法を以て危險なりとなせしも湖次业方法の進步するに伴ひ火敵によろ乾燥も何 

•’枷子。發芽力を・することなきを知るに至れり〇 A.ll. Richardson氏もRed pinoを火氣 

也輝忙る成緒に於て火弑乾煙により脫離せし飯子と然らすして自然に脫整せろ菰子との間に 

は發早力に於て何、g海を,出めオと述べたり。當赐に於ても風に此の點にm：Lヒノキ, 

トハラ,スギ種:•「に就て陽光により乾煙せるものと乾燥室內にて火氣により血扱ひたるもの 

との品貿を此較調花せ・るあI)〇玆に大疋卜•年並に同トニ年座採堡に係る資料に就き調在し 

たる成植を舉ぐれば第 ⑶表の如し。

第 39 表

採集年度 制 種 記
發 殊 率%

陽光乾焕せ方もの 火叙並燥せるもの
n

12

ヒノキ
K ギ
しノキ

V
ゲ

サハラ
ス ¥

< 
•

<

i
1 
(
i

! 
t 
i.

i 
i
,
I

1-4
28.5
15.2
33.2
14.6
21.2
16.0
85.4
21.2
18.2 
10.0

5.3
33.9
12.8
39.5
13.4
26.1
13.4
2.81
27.2 
10.0 
40.2



本我に徴すれば火觀に依り乾煥せる阳子•必ずしも业發芽疏力初卩!・害せう八ざると同町・に用无 

乾煙せるもの亦常に優れりとなす能はざるペし。即ち火気乾煙と雖も牢內の潰・度•泓安等を 

考威して鉱儒に之を調節rれば何等段于の品質を吿すろことなきを砍るべし,,而lて我光に 

依る自然乾煥は作舞简易にして共:終費亦少涌なるが故に山間辟眾の地に於て小燃漠に行ふか 

或は短期の臨時事業にして幸ひ母林の附近に所閣地针［の平坦地を仃するか如き珥なにあhて 

は殊更乾垛の茨前を要することなかるべ遶も凡そ自然低峡の’建索は時々刻々顼化宙なきtn 

て連年相當數並の毬實を収扱ふ場合殊に之れが.戒:煙を要する秋冬の候に於て丨】な吮乞<1Iを 

粮ひて作業困輝:なること多を地力に在りては須らく火茉％煙の設伽を施してが•菓の仙澄なる 

近行を期せざるペから一タ。

‘ (7)收實數量

乾・煥操作中脫離せらるる秋子は【孫j仅樨めて秤苹せり〇 ・共:の源・技は第"罚表に之を描ぐ・ 

一般に供罚荏實數筮に對する透良種子採收伽土m樹の形質•樹臨結徂・並に粘選刖安$;に 

よりて…樣なる能はす。Fh,ry氏⑴に依れば「幽州カラマツ」の建實•。 k.g•より選良/了- 

lk-g.を徊べしと即ひA.II. Kiclmrdson JJ;によればPin脸rc.sinosaの述代!bushelX 

り稲子12oz即ち珪實 ”當融子約101yを得べしと云ひ1；.Spindler氏“’によれば「啾州 

クウヒ」庄實1Z常種子約21乃至28 ノの割なにて得べしと云ふ。鼓に當埸に於て御在し 

たる脫喫飯子景のせ實折:に封する晳分率の族紹槪要を舉ぐれば必•10Xの如しO

第 4O 表

樹 殘
’醜明卬•子我の珞實败尙:對寸ろ汀分屯

祥危削合% •P 3A削合%

H ノ ; 21 13
ス ギ 11 !2

サ ハ う 2 5 J2
アカマッ 6 <5
クDマッ 8 7
疋 5 55 1S
\ ドマッ 20 —
力ウヤマキ 25 !1
カラマツ 20

(1> Fhiry. —l?ichtens：nnenerntc. Schweiz. Z<*its<?]ir. f. F・ 19*?l s. HGt；
(2) R. Spindler.—Ergebnisse der friiheren Fichtensanien«l:in'e zu Wildentlinl im SifchHiscin n 

Erzgebirge und anschlicszende Gedankcn (iIk-i- Aii^nutzung •姑ドl・「uri尸、ド 

Samenjahrcs in den ober<M) Lapen des ^enannten (icbirgcs. I'barnDthor 
F. Jahrb.1024 h. 26]
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制 M.
JSfU4W・mの毬心t沦に封Tる百分申

ffi! 考
言択・剧命％ 噸 it M ft %

ヒノ・

ス v
サ い つ 

アカマッ 

ク"マッ

モ i

力ウV"ト 

カラマッ

10-*!S
6～】”

21—21
3～ 5
1～ 7
小〜メ

23
3

7〜12 
7〜10

10 
S~ ft 
•l~ 7 
1I~L

7

索我仙は仙宜の豊凶に 
依り皆しく和迎な來す 
のみならず悄週法共他 
血杖にょUで亦ー做な 
らざるも裁には木號驗 
試驗に於て册十:ろ3 
な・电版渦く大构の悸準 
と見做せるのみ.

(S)乾姓探作屮に夫はるる純广中の水分並

乾嫩に依•»央はるる楝子巾の水分h：:を測らんが爲め採果せる毬實より -•都状料を探b直ち 

に"而子• 5S沱肽して金仃水ホ仙を測定し他を火氣业に陽光により乾煥して扒:脫障せる辙子に 

蛻て再び含水,;を泗リ乾煤中楝了・よ»>逸出せ・る水分七;:を环出せんー•例を舉ぐれば次の如し。

備号•木」く中’含冰花:は總て稲子の全他Hに對するTi分率を以て示す。括弧內の數値は採 

”網•に於ける秘于の含氷償を100として陽光強に火飯乾煥後の含水・をを指數を以て 

表示せるものな〇〇

笫 心 表

断 iti 樹俺 把戒
1.苞找 y RJt< 
せる时の含水 
尽 %

沿光花煤後の脫 
陷押无企水景

火・(恍煙後の 
種.子舍水景

_ %

)1(京如｛i多KTI； II•/仰料地 U •• \ 1
〇 M
3

乎均

(ifi叫

22.7
24.4
20.0
24.4 
<!〇0)

14.9
15.1
16.2
15.4
(63)

12.5
12.9
14.6
1S.S
(55)

(9)乾煙狀怨の不同

操作中の荏實は何れ31:の兢燥,狀慫均ー•ならざるべから興,共方法仙:敷をを視ざるときは 

所仙’P｛讫姓・不同を來rが・故に配念せる佳實の一部のみ怠:激なる:乾燥をなすも,他のものにあ 

りては極めて殺徐にして壺らに多大の時間と經費とを变するのみならず急波に乾燥脫燉せる 

可・了・は長く共儘倣置すれば遂に品览を害するの恐なき能はす。殊に加黑軸煥の蜴合に於て然 

ハ。依て站に:乾煥不同を來すべき质迥並に之れが海方の方法を述べて会考に資せんとす。
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1•陽光乾煥

G)范,カンバス等を用ふる場な。

湘産,カンバス轡に碰實を挪げて乾玲する略は一時に多:止の隹谊須I｛投ひ得る刀便あ 

るも單位面欲上の收容前多きに過ぐるとをは硅實の脂,從てり•をを以•こ业&而に在るも 

のは外».(と日光に强露せらるるが故に乾燥すること速かなるも內芯の・のにお«)-ci!二 

と相反するが爲めJi朋階しく乾燥の不同を來すべL 普汕 ヒノキ・んギ・”、ラ・モミ・ 

カラマツ等の毬實にありては!°-當約51前後の割合をJソ・て弱くろを綺住とし一作 

業中には時々毯實冬攪拌して上下・共:位置を換へざるべから•K

(订)•乾岫を川ふる場合

陽光乾煙に於て乾燥朗を用ふる場合には各階段I•.に削｛置したる庄代には・パ:に|»光を照 

射せしむる彼設計せ竺るべからす。光ナ构柴翔を設くる場合には蒔賞博博沖】;二於ける其 

地方の日射方向を考慮:し日中太陽の髙废を知りて之に応じたる股計を地さざろべから十 

n中に於ける太陽高度は次の尊山我を川ひて求めらる“

a=" — (ダ 士 S)

但"=太陽髙度。

ワ=共地の緯逐。

・日赤鈴にして市なるときは正に北なるときは負とす。

試に各変局管內御料地に就き佳實の成熟期關に緯:度悸を考疆して花煥作業開始儿込期に於 

ける各地太陽商鹿を槪箓せば

第 42 表

師料地別 乾燥開始 
見込DJ期 瞥內例科地 

惘端薛度 B 赤 01： 日中太陽髙度 備 考・

札視支局管内 
名古用支局轡内 
束京支屍混內 
水萩支局仰内

九JJ下旬 
十月下旬 
十一月上句 
十月上旬

43°.〇〇
34 .20
34.•10
35 .30

増 〇•042 
"11.58 
"15. 34 
v 4. 35

".18
43 .42
39 .46
49 .55

上旬は共月の五 
H下3は二十五 

H の »1«4-111 
ふ.

即ち秋期毬實性燥時に於ける太陽高度は大佛,東京支局管內に於て40度名古屋札幌兩支扃 

管內にては45度木曾支局管內にては50度と見做して各階段を口光に祷出,せしむる拢設汁 

せぱ可なるべし。今柵上に配置する乾燥箱の大さを帽45cm長90cm高9<小｝ (各・容筮18- 

24〇とし若階段の垂直距離を33 c.nとし試に束京支局管內御料地に於て十一月上’诃より乾
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邙に希「するも"として概を設計すれば別紙抑圖の如し。即ち•乾燥當初太陽の日中高度40度 

の場合に於ても各・極I•.の性’實は・様に陽尤の!!捋低受け得べし。而して乾煥箱申には戚るべ 

く少・;:宛を容れ少くも』二迥は授拌して乾蛛の均・を清らざるべからす。肉ぼ附澱:の上 

二;g弛し.たるもいと下部cものと心川に於ても通風狀態或は地溫、り彰響等の爲めJ撇煥も 

自ら心なる能はざるが故に兢煙節も時に共I•・下を置换するの要あるべし。

參 考 文 献

桁川乙丙氐•快楽収眼辱・

WHH餌松氏•4.(象％
(2;火氣乾煉

(0室內の溫混値並に氣流の狀態

乾煙室內各都に於ける乾燥程度の不同は,資料が建實たると木材たるとを間はず凡そ趣て 

の俄乾燃拘にWして苗に操作時間の延引を來すのみならず又共品質を損すること融なからざ 

るもつあるが故に此の點は實地3J雌に推りて衆:も注意を要する所なり。共験因には段なおる 

べしと毗も要は室內に於ける気温,湖度・の不均・に狭くものにして即ち余流の狀態並に加 

熱而よりの輻犯熱の配分•室外への熟の放散並に外氣の侵入等に因るべし。而して之竿は何 

れも乾姓室の設吊•直敷を得ざるカ域は構造の不完全なるの結果なりと制ひ得ベL。鼓にー•例 

として當場臨煙室に就き脚力司I;乾燥不同のI堺因を・察せんとす。凡そ熱せられたる空棄は比 

•垂小小るが故に上奸•性を帶びて室內の上防部に聚策するも漸次保冇する熱の幾分を放出し洩 

；.,:を吸收するに及びて比匝を増加し頓てRW性を失ひて下降し來るペし。依て乾燥棚の最上 

段は乾煙速かなるも共段を下るに從ひて共乾煙能力も低下するに至るべし。本乾燥室にて測 

定せ・ろ溜後並に淋虔が上・ド业位故を異にするに從ひ著しく相違する狀態を示せば次の如し。

演 43 表

次に本室に於ては共熱源たる焰道が室內中央r部を貫通するが故に棚の下段のものと雄も中 

央堵道に面せろ都分Iよ福射熱を受けて乾燥を促進せらるること融なからす。然るに一方に於

室內 m 度 寃内 温提
ffii ・ 考

上 邢 下 部 上 部 下 部

15。

2〇

38

け

20
30

4?：

37
22

65
50
35

木成統は排収孔が徳面1•魅に開口せろ場合の 
tのにして室内には湯洲なる空理果並に席類 
な容れて泓度の找SU•渕直せる(<のとす他胡 
偶所は1部(犬井下Im.)及下部<床1:Im.) 
にして何れ伝焰asよ版組リT:ろ左在驶而に搜 
する飾分とす.
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ては宅內熱氛の漏出若はイ氐沼なる外:Hの侵人するありて爲めに加熱空｝:［をして徒らに逸出せ 

しむるのみならず宝內・部の冶却を來して愈々乾セ・を不同に陷らしむるものなろべし。

本乾燥室内茉流の狀態に就て视るに光づタ內を密即せる螺合に於ては加熟せらi I・たる空なは 

上W繡流を•起して犬井に榆突し次で左右に流動す•而して暇而に接する部分の君嵐は壁窓痛 

子等の物質の傳綽性によりて熱の幾分を失ひ沮度低I•・し比車を始して満次I-・饼すろに至ろペ 

し〇從て宝の下,时部にある空れは之を補はんが折めに移遡し.加熱せられて上年"听くし 

て次第に循環行はれ御流作川起るべし〇次に吸宛:孔と押荻孑Lとを開放する場合には吸摊麻’K 

孔口に於ける坚力に相違を來して換氣作川を生じ上部挑’心1の場i>には多"熱试は天井に 

衝突して左右に分れたる後排弟口を通して安外に逸出す。從てく:內空众褚薄とれろを以て冲 

氣は吸氣口上り流入し來る’べし。而して吸荻口より入りたる低遅の空知は灌•亜焰道に接し 

て加熱之らろるが故に再び上川•策流を起し是亦同様の經路を辿りて多くは排気口より懲出す 

べし。斯くして兩糸孔川】に於ては建なる気流を生するも本氣流に遠かる先の-F暦壁而に」員す 

る部分に於ては上ヒ较的低^多潴の衣系が沈滯すべきを以て就煙亦不同なるを免れず。次に我 

糸口を壁而下部に移せば上"如き熟萩の逸出並にー一部の沈帰するを防ぎ何べきも初氣沛の 

遡螂しく 噂となるが故に所定温度に於て操作を遂:行せしむること困難なるべきを以て摸 

氣を促す爲め排条筒の商さを増すか或は法風捻を用ひて排糸诙は吸知を稣くと共に室內空・ 

の攪拝を行はざるべからす。殊に多並の珪實を收容したる場合つ如宣に於・ては充分換馭を促 

すこと必要なり,今排氣孔を下部に改め室內に乾煉S棚G'5 L8米)を從き之に乾燥節を配匮 

し假りに棚を最上部,上部,中部,下部の四階級に分ちて各附に於けるヒノキ 秘實の乾爆 

脫蜩伏態を那察し併せて陽光乾燥の埸合と比絞したるに次去の結果を得たり〇本試昧に於て 

は各條件毎に珪實を略近似數苹宛配從し我初操竹前に秤壬;:して原如:布:を求めたろ上乾煙に洛 

手し8時より16時迄挽作を行ひ脫蝶後亦建實を秤地して剥簡に及び再び乾燥若手前に秤イ 

せり。木表に依れば糊の上部に至る程乾煙良好なるを翘るべく 乂陽光:乾燥にありては多くは 

日中探作の際に乾燥し夕刻より醐因迄の間には左程の乾燥をなさざるも火纵取:煥にありては 

操作の中止せられたる夜即に於て相當の乾燥行はるるを認め得べし。

因に本乾煙室は:囲實のみを目的として設置せられたるものならざるが故に共設£十は必すし 

も毬’住の・乾切$に封して便なりとなす能はざるも兹に一例として記述せるのみ。
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(话)乾煥不同の採防

1・帽射熱に因る挖<柴の下同を防がんとせ・ばi・苗尬に烙綽從:に:Hしてハ細气•儿:他遮i'w>題熱 

板を泄けざるべからず。

>•換紅のイ;充分にはく花煙不同を防がんとせば ’貼づ遅リ!r收容胡に決め換煮狀態•宝:內絵 

部に於ける温剛等を岫しJL:結果にタみ換威不充分なるときは排新3の嬴さを増し或は吸 

盆裝置を附L.容くは扇風機を据付けて之を促!3ざろべからM

«•貝他注意すべきはだづ性’賞の收容林:なり„徒らに・兵站多をときは共內部に潜在するも 

カと殳而に暇零せる部分の巡谊とは著しく乾姓の度を巽にすべきが故に例へば乾燥函の大 

さ,長さ!»〇制,術45帆深10阳 なるものにありては更實約1〇〜15立を限険とする 

の割◎を保たぱ多くの端合支障なかるべし。

、 抄;作中は燧K団?Tを揽津せざるべから一人此方法にして商易［るは人夫に命じ、峙々, 

小収熊『・傑のものにて携件せしむるか•或は花煥函のFに丸き枕木を置き或は沸車を附し•ご水 

平振動を與ふるにおり。

くめ 沱垛室內に於ける熟の分布

•本位:煙Eい熱脱たる;苗&鳩整管に叫しては特に遮热せの設なきを以て上に血而する部分に 

ありtit JM浏热を受くること冊なから宝。而して位附熱も避に近接する個网に於ては著し 

く腳き折莅を距;じこ焰密’：:の・湿に近づくに從ひ」彊密は減沮す。又穿网に曾して反削伽若 

くは,哝而に近き下V部に位するものは金く之を受くることなかるべし〇斯く輔射熟の分布 

狀鮪均•ならさるも冰乾燥不同の•因たるべし、,之・四するに熱の對流と铅射作川の如何に 

よりて乾煙の・・座著しく不同となるものにし-cj!|Jち室內I:部にて此枝的瓶に近き部分に於て 

は我煙般む迅速なるJ刑!なるも之に反する倬您に恤置せられたるものは乾燥進扌步せざるペ 

し〇

(iv)乾 煙 設 備

造林！-.Iif'R「自給の万策を立てんとせば須らく優良母林を;弦定して附Tの直接採收を行は 

さるべからす。採收數:归こして少・松なる縄命に於ては特殊の・乾燥設備を耍することなく便宜 

事・内或は千坦地に於て陽光に依り乾晩せらるべきも倡々相當數辰の採收を行ない殊に冬期に 

向ひ尺候等のため陽光乾燥の不適常なるが如き地力にありては习眺の規!・を渚慮して相當の 

柱煙設備を殺けざるべからす。而して木;没備は成るべく母隙に迥く变汕便利にして雑料に乏 

し加らざる個所を便とす。•般に幽T乾煙作業には何れの方,法に依るも団實;牧納兼］蚣i乾燥
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室の設を要す。本室の構造は床を比絞的高く張り"旦つ汕風を良好ならしむるた已壁海上下 

各部に窓を多くし冇害鳥猷却を防染するためには窓口は何れも金碱となすを町とす。しし 

附近にが萊所等の利用し得べきものあらば特に收納室を般:くるの要なかろべし

當場乾燥室は平屋建て十坪なるも中央凹陷都に適及始曲管"貫通せるありてT峪の使用mi 

歓二ト五坪に過ぎず。而して話內に搠を作りて•乾姓術约〇伽を便置すとせば•回に柱推’・J 2 

孫・乃至3奸を收容し将べし。今若し3 H・の理實を制こ拙げて閃光乾煙せんとせば平坦地約 

150—200坪を要すペく或は•来に.乾焼箱15個を屉兇し得べを槻を川ふれば20必にて足る 

べし。而して棚の俛從上,甲棚の投彩を乙槐に及ぼさざることM:に乾焼綺の爪・扱治;を專将丄 

且つ通路數をも含ましむるれば所刻屿iは25～30坪なるべし

東京支局,野邊川强所に.て段けたる火务俄燥小屋は乎・史いニ坪火焚涸は練瓦駛叫尺立一方 

にして小屋の•朋床下に埋込み外儡地下にある荧门より之を焚込むものとす’、二本の、舗管 

は織板製にて上に出で,コンクリート・塗の床而に添て宝內を縱に走り遒と反到側の映面を 

貫いて外都に出づ,本乾燥室の收容加:はアカマッ・クロマツ,/實に菅し・同600死Jイち宕 

琐にて約1800立を浏定なりと。此種の•乾煙室建築を要:する経我は大略坪當じ八I回とは做 

し得べ、乾煙編は髙M共六尺,奥行三尺にて万段とし粗裂のもの・楽ハ伊1なるべし乾 

煙箱長三尺,幅一尺れ寸,深・三寸,木枠にて底部金網弛のもの一個・同前後なろべし。共他 

料泌のためには"f箕或は箕・菇等を耍すべく秤:;上には卷秤,桝,等の川惹:を必す。林實の收 

容には竹葩,麻爲 布斐,亞鉛引临 等を準備すべく尙多">而Tを年々扱ふ場命には芻殊 

の舞子脫離器を股ふるも便なるべし。廷世・乾燥す業に要する經戏は建物共他器出印の設伽 

費と操作中の熱利代及人夫賃等なるペし。荷して設備に耍する終査はが案の現検により•ね、: 

なる能はざるのみなら中。燃料の如きも軟:煙宝の構佥・姓果收容;・桝枢ノ溯•榔蹤煙の 

程等によリ自ら相違あるべし。人夫は收容折:前後の乾煤室にしては•日二人にて溫泌座 

の調節,佳實の攪拌,種子脫収操作.並に脫訓師子の一部精選或は燃村の巡扱等の作業に從がし 

粽べし。當場に於ける終驗に依れば設费の償却を除ま(設備花の許細なる祀錄は彼災の世忍 

失せるにに依に依り不明),乾煙轴選に耍する經費は送良秘ー了一・卄に付約〇・〇7 0乃至U・131U] 

に當るの結果を尚たり。陽光就煙に於ては天候に玄配せらるる炉故に操作I！數比較的多世た 

め操作簡易なりと雖総‘浅に於ては之れと格別め免異なきものの如し。
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弦 考 文 献

l>ie Anwinxlun^ nruvn Krkrnnens uml Konnens :uif die Kieforsainundarre.
Z. i. r. u. A. 19J〇• s. ：：42.

Hl・郁子品貿の鑑定

沌Jのん聲がJ&の漆地•母Eh)年齢・形株或は成热の度. •共:他卜財なる條件と监接なろ開 

’系を有するものなることはMに終述せL所なり„凡そ後天的め特性•例へぱ風•比共他外界の 

・を・りて出蛉の曲庄 狠冲分えを來したるが如を.或は科演に由る病洲尚生の如き共他 

ヵ:地の彩終に依りて狀態に綏急おる所“呐mの云地令;は多く之れを週傳することなか 

るべせもなノ、对・WW、Iに依る‘皿!的或は形慫的特性は版子•に依2て多くは之れた遺傳せらろベ 

ぎが府に造K1I郁子として殊,こ叶耍なる條件はJW；J:樹の形貿なるべし。されば林木の形質に 

仰」•駐堆>成Mは囲って柿:J•・採拘S如何に花るが故:二•度之れを誤已む加悔ゆとも及ばさる 

Lのあるべし。造休I”巾「•選/の叫耍なる以て知るべきのみ°而して班けの林子•品質鑑定ガ 

法に花りては或は發平t.仙"率・容辙'R・的に實車を檢定し或は单に挹株の何たるやに付て 

は之を抵別L.得べしと押:品質のれ定上緊耍なる舟地・母档の开花、 顺こ」顷卜蛉普;に就ては何 

冷微識し母べをものなし。

次に・啊料の氣實を祐・龙魅定せんとせば先づ供M料の採以方二注なせざるべからす。供状 

泗>採収之れを忽にするときは共れが鑑定の成結は仝簡の價値を沃すものにおらざるペし。 

依て,;伊:占はえづ共採JMに當っては常に全脸を代・呆すべき標準の部分を採らざるべからす。 

J!卩ち共總:N:を周•帝に混和麒I:したるものの巾より或は採收杖を川ひ或は平均試料採收崩を以 

て的はL或は単に卩、:作部分より少荒:宛响炯なく採ることを耍す。全!!;:が包裝せらるるときは 

即子並に火律物にしてji.nn勺页きものは巡鮫归扱中渐次共下力部に沈綺•すべ亶を以て自然包 

側>卜・方郊には麒きもの多加るべきの理なり〇從て成部にある稀子は上力部のものに比し發 

学索は比剛 M なるも純 H は小なるを常とす。Sch、牌］、］meh⑴ 氏は彳:”卩カラマツ袱于に就 

て同桂の結果を彳ん 平均賊料採J"必要を力能:せるあ！) 〇而して從來地方より鑑定依恥>た 

め送附せなるる供試料に就てJI祐果を綜i>するに往な試料採垠の方法Ti:しきを得ざ〇しゃの 

疑なき能はざるものあり。依て戴に常定方法つ也耍t述ぶるに先ち・朔カ刈.咒;己して注惹を促す 

所以なり。

〇• Scliwnp?nch.—Die Wald^amenpriifunRSanstnlt l<：bi>rsw：tlde und die Mcthodon dor Prufung
von Wahlsainen.’厶・f. I-\ u. J.1915. s. 631.
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Schwnppach* Mitteilung aus <ler Priifung^iinHtall fiir W：ild?*nniuii in Ktwi^wablc. 2. f. F・ 
is. J. HMMi. 8. 505.

m純苹率の術宏

純弟純とは供試缺了•に舛する純时们’・の修;:口分宰を钏ふ。即ち先づ供沁"を科嫁し次 

に之れより果鱗片,種皮,枝粟片・翅片•伽上土矽,’味-共他の嬢坎・見郁广・毀抑を子" 

乂は未熟にして發芽能力なしと認めらるるもの等の火㈱:物を除去したる新調林u洒rを秤v 

して仕死-百分率を求むるなり〇火舔物の除ノ:•には;汰料を］’傲戒は絲色の漆紙上に揽げ肉I眼に 

より選別するよちり。分析川締を川ふる郷合あり。或はI勺血>*•“透視器等を用ふることあ 

り。枷翅によりては特殊の風選法にて吹別l得べし。本知定試料の数キ.は樹神・により•孫な 

らすして例へはカ,、’風負子は2瓦,ハンノキ・ヒノキ‘ネヅn ・サハラ’簪は約 仙Ji-タうヒ 

屑のものI5瓦共他多くの針葉樹簡・は2«»瓦をI金とするも疋ミ爆のものは冲瓦を標準と 

し潤葉樹の大粒飢子は狡芽舞定,试料全部となすを旳汕とす

C23發身:率の縊定

抑々一魂の極子闸に就て發4:能/jある種子果して幾何ありやを表がするに式は發壯村とぶ 

ひ發挙少合と州｝し或は琅に發平力と唱へて人に依り•共:使"Iを呢にすは米に於ても•l<ei,nzahL 

Koimprozcnt. Keimkraft Keimi-ibigkeit 等郁々なる刼話あり。同様にしX <；crm>» tion 

capacity, < wnninafion percent. Percentage ofgcniiination•と頑ひ或は(ienninution number 

と柄する場合あり又近年Jnoobs氏">は新たにHeal< ；«rniination Percontなろ術册を以て 

別仰,］の狡芽沙合を求めたり。即ち・般に發期率と柄せらるるは鑑定の拠作に依て現實に發专 

せる粒數と未發弗なる紐全輙粒數との和の供試粒敗にすJする汀分率を惹:味するも供從種粒中 

には例へば被の如き将了•として全く價觥なきものをも含むが故に姑等,试料として價値なきも 

のは供試粒數より除去して內容充實せる柯律:,:のみを採り之れに對するー百分率を求めて・血 

fkrnuiuition precentとなせり。凡そ・塊の種了側に對して共利川觀値を知らんとする場合・ 

州ち發芽能力ある孙:子と批・共他の無價値械子との混和せるものの中にて荷者が幾何の’削合に 

て存:するやを檢定せんとするには從來の哉弗率にて之を示し街べきも稚了一發牙:の促進狀农2 
或は佑確後の發歩カ保存狀慫,或は林地等に播下せられたる柿子闹の發牙:カ保存狀妗普;を," 

乔せんとするが如き以岳に於ては發芽能力を仃する稲广のみを問也とし鑑定のII的物となす

(1> Allen W. Jhcobs.—Hastening the germination of sugar pine seed. J. of F. 1025. p. 911*.
(2) L. V. Barton.— nasfetiing the germination <>f southern pine seeds. J. of ド・p. 77 I
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いDにして枇卩.•他の•M價値棹.「の如さは全く Wる所におらざるを以マ從て我芽:歩合を求むる 

嶋合;-ーも充曲£辟很のみをUて取扱ふセ妥當となす。之れJneobs氏がランベルチャ松報 

丁 ・のれち:促也试際に當りて採申せる阴以なるべし。稲子發芽率の繼定には共方法酔かざるべ 

しと雄も之を火別すれぱ凡そ次の如し。

0.)發早の操作を钉はさるカ法

1. 外觀齢別法

2. 物理JTJ方法

3. 化項的"法

(2.)發早の拠作を行ふカ法

1.技・の初1U1に於て務芽:见込數を推定する方法

2i發リ:尤了3岩くは:儿:中途に於て發早率を求むる方法

發平の操作を行はざる方法

HW・の‘ル観1盈別するのカ法は:共・河"・固仃の色轸光洋,形狀大小或は乾蝉の度,破客の 

仃m牌卜部の秋・徴に山るものにして例へぱマッ知s秋子•にして共色・府黑色,を帶びたるもの 

には發ザ〃あるもの多きも,淡白なる色料のものには品質良好ならざるもの多しとなすが如 

き或は麻實の內容物乾燥萎縮せる場合例へばオユグルミ,コナラ,诵の如を共・桐:を手もて 

控るとき・は果して充分なる水分を保右して內容充喚せるものなりや或は鞄煥萎縮せるものな 

りやは略・感知L’得べく後Kの埸合を以て数芽能力なしと潔定するが如食共他爵吿•毀傷,蟠 

敗・未熟、的｝らかに發平流刀なしと認めらるるが如き標徵を呈するものに付てのみ判別する 

に;访ぎずc妙にi芷意すべきは種皮に他裂あるもの必寸も常に發芽力を右せすとなすべからざ 

ることなり。勿論匝對間隙あるもの共内容に變化を來し乾煥固結して共色洛を叟じ或は細泊 

Iゆ史來を受けて餌に腐敗を起し怒吳を發するが如きは論外とするも單に內容吸水膨服の結 

果"皮の他裂を來したるか»くは他の刺枚に依て池裂したるのみにて內容に何等の變徴なき 

ものに於ては依然發芽力を保有するものと見做し得べし。

次に物理的丿i法としては切断法,爆發法’比重法,等おん 切斷法は秋實內容の斷而を觀 

て判定するの方法にして,即ち腫,腫乳戊新鮮・「Lつ饨全にして固有の色渾,形質・香を保持し 

何等缺くる州なきを以て發芽能力ありとなす。而して本襟定の結果と破芽操作を行ひたる成 

’站を照合するにI刃斷結果は多くの場合(+)の誤差を生するものにしてToumey⑴氏も

(1)l'oinn«*y,- See<liug an<l Planting in the Practice of Foresty.1016.
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亦Yala大泓に於ける永平の成績に依りて切尚鑑定に依ると2は•锻に众芽辛 5 火には誤 

るべしと云へり。抑々切斷;法は せのク卜初鑑別法にして前なは師 ’住の外而より覗察するに戌 

し後者は•共我渐而を檢するものなるカ:故にH:皎的共:方法,段れろものありと以も•而も何れ 

にするも肉理に依りて之を滋別するIこ過ぎざるが故に阶『生活 加イ・灰に間Lては全く窗る 

る所なし從て玆に新衅にして隨全なる稲子を採り之れ在部想に投じて儿:生沽力を火はしめた 

りとせんか戒斷而檢定の方法に在りては多くの嶋合・之れを生活刀なしと獵定し能はざるべ 

し。之れ本鑑定法の缺瑚とすろ所なりマ

塚我鑑用法も亦從卷以味案に於て站了•發早加’ノ诵场濫定法とせらろるもJI:ノノ結果に至つ・こ 

は樓だ疑なき能は守。木法は Wuして健全なる植了•の保仃する水分が熱に ひて急激に:； 

張するの性質を利埋するものにして即ち植r•を直接炭火上心くは加熱する鐵板上に置せこん 

の狀進を檢し共のまま除々に熟焼し去るものは發牙:力な在も反轉跳批し爆泞を災するも"は 

生活川圧杰にして發歩カありと認定するの方法なり。山來新湘こlて旋全なろ肝j•は適,沼’> 

水分を保仃ナるも旌實乾煉共:他の場命に於て過度に乾粉せられたるもの若くは乾:灯卯;態に永 

く・へられたるもの等にありては共含仃水分:V:も紅全のものに比して也かに少なかるべL、、 

而も總ての場舍水分の多旋のみに依りて,共生活刀のち.無を云々し疏はざるは自明の理なりU 

加ふるに全然生活力なぎ郁子と堆も之を企水せしむれば乂跚翊爆發すべきが故に本鑑定刃ね 

全く之れが施行の價値を認め雉し〇比况に依るのガ法は既に郴2iの項に於て述べたるか底に 

玆にm復を避けたり。化•學的方剛ち「試藥に依る簡场發堺鑑定方法」二就ては鎌に本帽な 

第•卷第一號に於て•部成仙を述べたり。爾餘の成結に就ては別に報吿する所あるべし。依 

て妙に之を省胳す。

發芽の操作を行ふ方法

凡そ秘了・の發芽には水,溫廣,酸素。、供給を必安とLH.予に光線を耍する吟合あん 本方法 

は即ち之等必要なる要素を給して現宦に酒了•を發炉せLむるのカ法なるが此に共挽作に於て 

缺くる所なくば本法は以も確實なる鑑定方法なりと如ひ彳％べし〇

從來發平床として使用せらるるものを舉ぐれば

素姗站土uil,砂,值紙,寒犬’石英砂,フランネル.脫(in•綿’水苔・綿布・石綿,,2 n 

イ用:,卧r・E,枚紙・コークス‘縛朴 氾炭,羊日

辱郁々なるものあり。

水

9：!

先づ發qs :牌逃なる水は師了•申に含まるろ幣素を活性として貯藏養分を分解し頓て腫 

子の生kを促・に仁るものなる力:刷に發り:に際しては缺くべからざるものなわと雖も其::代 

に於ては自ら帝般お•>、•爽牛床の床分・多をに過ぐるときは反って仃害なる結果を生十るも 

又少きに た"場合には全く發早するに至らざるが故に我m・に當っては發芽床の水分をし 

て常に共匹を保つこと衆要"ゝ.iujI-て称子に氷を給すろにも共・方法に二あり,一は液磚 

狀能に於て之れえ給し・は御〇即ち水燕探とLて之を給すろの•方法な»〇從來の;；・喩結果 

に依れば公:试中の水蒸41のみにては•偵:に不充分にして價令消度’Ed化に依って融了・而に 

凝縮せる水術を生十る自侃ほ充分ならすと構せらる。11.C. MiUler K<»によれば水杰氣 

の飽和狀馅例へば曲子筛內にて飽和を保たしめたるが如き場合に於ても共水分のみにては 

阶子は破壯rるに至ら吼,•長く此の狀態を繼緘すれぱ遂に酬の繁嘛を來すべく或は丽子 

に依ては共一皆弟ノ此吿せらるゝものお;うべく L.て您女不站果を來十べしと云へリ。余はア 

カマッ,スギ・匕ノ半,。魂艮郁子100粒宛をとI)之を施府I水蒸氣中に保ちて24吋の桓 

洪崩內に!Qを灸半の祉・無を檢したるにTカマッは操作後八H用|に赍芽せるもの19粒スギ, 

ヒノキ・はI粒,キ3粒にして小、:後發芽するものなく漸次徴の發生著しをを砂たり。是に 

依て侧るも柿［了ノ>發:平には氷を給し植子をして也接これにWlしめさろべからざるを知る 

ベL ,・發ツ床の含水程度は挽作のカ法並:に朔柚こよりてー栈なる能はすMuller氏に依れ 

ば砂!〇〇 g.の埸合エンドウには水25 g.フダンソウには23 g.を給すべしと云ふ。尙ほシ 

〇ツメクサ加の植子に判して吸水紙を川ふると在は飽水批の 閃〜T〇%を以て適废なりと

ふ‘一般に我平床の含水狀態は:几:が飽水・:の40乃至80%を前後すべLと柄せらる。

斯、>如く机「の秆戊"に依»>て游刃狀の含水狀態はー:樣になす能はざるも普通林木郁子に対 

Lては飽水狀態のG〇〜70%を適度となす。獄に常場に於て河物•或は苗GM土墳等を用ひ是 

を維水上り江・乾迄の各含水狀態(當場滋案の値床式播林床に依る)に攻き之にヒノキ・スギ・ 

サハラ,アカマツ,爭を播祁:して發:芽:並に.其後の發打狀態を觀察したる結果飽水狀態の含水 

也含:仃氷分・・の土砂全乾,IXに賞するTi分準)汛)〜52%なる土壤に布りては,飛適泓度はヒ 

ノキに於て3〇〜40% 丁カマツには3〇〜45%スギには3〇〜43%サハラには35〜45% 

なる含水なの個所攻も成紀良好なるを盘めたり。J!卩ち何れも飽水狀態の70%内外なるS:

<1)H, C. Miiller. —Mcthoden zur P'esUtellung <lor I<cinif{ihiKkeit von PJIanzensninen.
E. Abdcrhnlden. Hnndbuch dor biologischen Arboitmcthoden. 102-1. 
Lieferung 121.s. 739.
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演るべし。浪りに地方に於て簡易に發芽床を作らんとせば弦焕せる吊仙1〇0,•にわし水 

17*.の割合或は矽!W)g.を24 g.の水にて潤ほさば略活當なる切・・を曾べし。•大に使 

川すべき水はー •般に殺演水の外遺泡水等凹なろべしと谜亦冲「に依•>ては雑らさろが如! 

ものあり。

從來「パクテリア」が朗rの發芽:を促進するならんとは堪々唱へられたろ"iにして ド"而r 

氏はBacillus prodigiMHSを培差して•儿:液にクワイ.オ七ダカ・ヒ七ムシュ・ '$;の水草抑い 

を浸して發艾:せしめたるに好果を徂たりと調ひ’Knudson代は蘭换卬子・が「ハクテリア」に依 

りて發弟を促進せらる、ことを阳じBraun氏初;「バクテリア」の發牙:促巡にんこ述べたろ 

あり。Jacobs⑴ 氏もFinns lenhertietmの険子に就て發単の促酒臨セ行ひ 林子の浸水 

法が發芽:促進法として冇劾なるは度し水中の「バクテリア」の作川なるべく鼓に純桦玲我を行 

ふの機會を得ざりしも供ふにBacillus屬のもの、作川ならん.:と却ぜるあり 當場におこ 

も風に痢子の發芽と微生物との間には相當梏接なる關係あるべしとなし爪敢ヰ那料地に於 

て林M’ 枷•溪流,原野奪六十ヶ所を選定し芥所よりヒノキ,スギ・アカマツ・ケヤキ,筈休 

木越子を介して地中,水中・の細関を.乂當場附近十数ヶ所に於て空中薫の採取:を行ひ之を 

分雌帝養して目下辙イ・致芽に及ぼす影窖に關し調住中なるも斷こ得たる成纽に微すれば丁カ 

マッ,クロマツ,爭の辙子・に$'.｝し-cは或祐の「バクテリア」のな在は反て押發芽:に好牌’,う 

るを認め得たり〇卸ち供試細価として

Achr nnobactcr dolictatuluin (Jordan).
Achromobactcr fonniciun (Omolianski).
Bacillus Trcgnthcriinn De Bnry.
I^unllns B.cscntcricus Fliiggc. —A・ 
Bacillus incaontcriciia Fltigge.—B. 
Bacillus inycoidcd Fliigge.
Bacillus parvus Neidc.
Bacillus |.rodigiosu8 I'Uiigge.
Bacillus subtilis (Ehrenberg) G)hn.
Bacillus teres Ncido.
Bacillus vulgatus Fliigge.
Micrococcus Havus Fliigge.
Phyto>nona3 No. 2.
Sarcina No.1.

⑴ Alien W. Jaeoba:-Hastening the Germination of Sugar Pine Seed. J. of F. I!»25.
p. 91953】• 

瀉

を採りJI洛々を肉汁域向に珍我し-•方殺值せる內容h'l130cmのべトリ-氏皿に殺曲せる細 

砂・価c.c.を瞬之に殺泪水?c.c.と前記の答婚養液史別間に103.宛注加して發芽床とな 

し之に段苗せる供試附いを描きて城Cの桓遣器中にて發芽:せしめたるに

B：ictHus nK-8<?ntericiw l?Kigg<**—A・
Bacillus ir.esenturiciis Fliigge.—B.
Bat-illus parvus N.-uh*.
Ba«nllus teres Nei«h*.
BacilliH nicgatheriutii De Bury.
Batnllus mycoides b'liigge.

A:の「バクテリTJは共:が促巡の程度は一様ならさるも少くも常にJI、:効果は認むることを得 

たり,斯くして,j・カマッ,ク”マッ郁子に宵しては塚ろ此軌訓備の仔花は反て發:芽:に好影 

'■<$>ろものゝ如く或は此瞽の「バクテリTJが翻:皮の透水性を増し共內容の發動を促すべを 

或沔の成分を介泌するに非ざるか。實湖こ微するもマツ烦秫子に對し,設関水を川ひたるも 

のはJLWjJ|：$$単狀態は良好ならざるのWil句を誤たり0

徊强為溜赤に依る蘇訓水は股並の銅を念有すろか岱め建芽:稚苛に封して右害なる場命あり 

Wilier,>氏に依れば放射罷水は格別極子•の發歩に影響なしと云ふ。面して战床後珂子に礒を 

生じたる時は充分洗滌して再び尤のせ故に置き發芽床に著しく微を生じたるときは執子を料 

たなる床に置換すべく腐敗し易き料子は度々發•早床を換へ尙ぼ腐敗せる種•了・あるときは直ち 

に收去ることを耍す。抑々•個の別子が赍芽する迄には幾何の水分を吸收するの必要ありや 

に就ては軍に稲「の重:帀:のみを秤:;1;:せる紬果を以て論及する筮はざるが故に魂かに斷定し划: 

きものあるも,或华舌は切葉般種子が正常の發•牛に耍する水分はこが気乾笊の40% な') 

と云へり。眺粟種子に就ては發表せられたるもの多々あるも試驗者を異にするに從て共紬果 

亦•樣ならさるものゝ如し。余が豚木彼子に就て•ニ測定せる結果に依るも同％扱のもと 

に於て相當の•浅違あるを認めたり〇之れ或は各個懼形質のー樣ならざるにも因るべきか。

く第46表谿照)

(1)II. 〇• Muller: —Methodeii zur Festst^llung «ler Keimfahigkeit von Pflanzensnmen.
K. Abderhahlen. Haiuibuch dor biologischen Arbeitmethoden.1924. 

Lieferung 121 s. 730.
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第 叫; 表

ヘよ;純" 5.13 5. 21 5. 2(i し:： n.i" 6. 23 備 多

No. I潞・卩笊心 0.<K>3fi 0.0OK;〇•005：:11.0047 bハ1•一村宛“5垃

in 數 100 126 IM 133 120 131 择h；mの附r成以出せ

No. ■,測定・飛(K)
指 «

O.OG3S
10 •

り・〇国U
139

〇"肉::

IBi
t 0.0050

152
0JKJ4<^ 

121
”354

1GI

1〇0ん•以て示マ

るんのなり

No. 7 鴻定成:K戚 0.0 35 財心 ”.00 加 〇 E県; 喚M：r
fit 數 J00 III L_- !0J 103 120

No.10 測定イ齿:0 O.W24 »).W32 0.00 部 〇•IM ：：3 〇X〇23 0.0032
in si 100 133 13S 138 IM； IXi

No. 13 岫林(g) <>.0031 0.0 '57 0.0978 0.0083 — —
10G 181 252 268 — —

No.10 涸定演克;：(〇

措 n

OJ>622
100

0(时
141

O.OOS5
159 1«2

0.0326
118

0.0033
150

No. Hl iM^JR (s)

IS 數

0.003S
100

00062
163

0.CO73
192

OOC'80 
211

0.0098
257

•

No. 22 源定徐(g) 0.0033 0-<XH4 0.0047 0.004-1 0.004J O.Oufit)
指 fk 100 133 112 133 133 152

No. 25 诵定•EM W 0.0032 | 0 0032 OJXJ27 0.01127 0.0021 0.0030 13 ノ+W宛の疽飛,

in st 100 1 H/0 84 84 66 94 洪料No. 25乃至No.

No. 28 泌定ポ:如:(g>
lit 數

0.0039 
100

0.0»«9 
100

0.0035
叫

0.0037
95

0.0030 t
77

0.0035 
89

43のAM定JJIIの中, 

〇 H 3 ||以降は6 JJ 
Hi II. 7 JJ 1 H とす。

No. 31 溜定正危(g)
m 敦

0.0027
100

〇.()レ22 
81

0.0021
7S

0 0022
SI

0.0010
56

O-W2O
74

No. 34 湖定重危(g>
in si

0.0035 
100

0.0027
77

0.0027
77

0.0027 
77

0.0025
71

0.0030
86

No. 37 溜定朮丸;:但) 0.C035 0.0028 0.0029 0.0029 0.0027 0.0028
指 ® ICO 80 S3 S3 77 so

No. 40 u腕疝<g> 0.0028 0.0027 0.0080 0.0025 。•侦,22 0.0025
指 敗 100 118 130 109 % ion

No. 43 測定泓知(«) 0.0019 0.0023 0.0019 0.0019 0.0019 0.0020
指 數 100 121 100 100 100 105
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蜘也 5.13 5. 21 5. 27 6. 4 〇•16 備 考

No. 2
ah 定 m 力 t <g)
ffi it

0.0027 
100

0.01M5 
107

O.0M8
178

0.01)46
170

0.UC46
170

b ノキーW宛の市

No. 5 渊領心<g)
in 枇

0.0031
100

0.0042
1S5

O.thMS
I您)

0.0041 
132

0.0036
110

No. 8 溜定市m (g)
in «

0.0033
100

0.0033
100

0.0038 
115

0.0042 
&

0.0036
109

No.11 ilK定兩茕(g)
指 e

0.0032
101)

0.0087 
116

0.04M0 
125

0.0040
125

0.0040
125

No.14 洒定»Fiit (g)
in 9i

0.0021
100

0.0038
181

0.0040 
19J

0.0042
200

0.0042
200

No.17 浦定『柄(g)
折 欢

0.0023
100

0.0032
130

0.0082 
139

0.0(腮
139

0.0032
139

No. 20 澜定・疽众(g>
m st

0.0031
100

0.0(M3
139

0.0044 
142

0.0051
165

0.0051
1G5

No. 23 測定,Mt (g)
尚 數

O.IXKW 
100

0.0055 
1G7

0.0055 
107

0.0055 
107

0.0055
167

No. 26 渊定林(g)
指 數

0.0041
100

0.0060
136

*0.0077 
175

0.0079 
180

0 0098 
223

No. 29
讷定很飛(K)
IH 败

0.0025 
100

0.0021
84

0.0021 0.0021
84

0.0018
72

No. 32 測定皿森<g)
W 駄

0.0045
100

0.0071
158

•0.0078
173

0.0074
164

0.0099
220

No.飾 測定亚量(g)
Ift St

0.0028 
100

0.0028
!〇<)

0.0029 
104

0.0033 
118

0.0030 
107

No. 38 測定イ页(g)
捐 st

0.0032
100

0.0035 
109

0.0037 
110

0.0038
103

0.0032
100

No. 41 训岫jft (P)
指 數

0.0013 
100

0.0017 
131

0.0020
200

0.0020 
154

0.0020
154

No. 44 flMgflt (g) 
指 數

0.0030
100

0.0086
120

0.0036 
117

0.0033 
110

0.0033
110
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福匙 5.13 5. 21 5. 28 〇• li 〇.16 考

No. 3
j浏定か:a <g)

43 St
0.0030 

100
0.00w 

163
0.0036

120
<>.0042 

140
0.0033 

no
e ノ半一蚊挝の术最。

No. 6 iW定珀揪(»)

指 St

0.0038 
100

0.0050
132

0.00 次)

103
0.0047 

121
0.0047 

じ［

No. 9 浦定市那:(g)
4ft 數

0.0028
100

0.0041
H6

0.0031 
111

0.0042
150

().0034 
121

No.12 斓定,Rfit (g)
4S 9k

0.0020
100

0.0035 
121

0.0027 
03

0.0033
114

0,0030
103

No.15 i»定林(g)
4tt Sk

0.0033 
100

*。 0065 
197

0.0075
227

0.0087 
264

—

No.18 湖定林<g)
4ft 數

0.0024 
100

0.0037 
154

0.0028 
117

0.0034 
142

0.0033
138

No. 21 澜鶯术・it (g) 
ffi Si

〇.<1029
100

•。 0060 
207

0 0074 
255

00077 
266

0 0089 
307

No. 24 泌定雄:K (g)
4H 敷

0.0019 
100

0.0027 
142

0.0021 
111

0.0524 
126

0.0024 
126

No. 27 i则定述髭(g)
4H 败

0.0042
100

0.0041
98

0.0035
83

0.0039 
93

0.0033 
79

No. 30 溯定市fit (g)
4S St

0.0032 
100

0.0035
109

0.0030 
113

0.0041 
128

0.0030 
94

No. 33 i0/if-E£t (g)
揩 Si

0.0035 
100

0.0033
94

0.0025 
71

0.0029
83

0.0025
71

No. 36 測定函:M (g)
4S 數

0.0030 
100

0.0030 
100

0.0030
100

0.0032
107

0.0027 
90

No. 39 澜定 ata： <g)
指 9k

0.0030 
100

0.0038
100

0.0036
100

0.0038
100

0.0038
106

No. <12 渊定m筮(g)
iB 9k

0.0016
100

0.0020
125

0.0017
106

0.0015
94

0.0017
106

No. 45 讷定欢!t (g)
指 9k

0.0025 
100

0.0028 
112

0.0025
100

0.0030
120

0.0027
108

99

圣 哗JJ 
臨冬 •1. 13 4・20 4・27 5. 4 5.11 側 守

No.1 ilH'L PJi：: <e>
m 馱

<*.0353 
100

0.0119
127

O.C472 
IS4

0.0590
142

0.04b7
13S

ビノキ10 N宛の派:H。 

•印を沿せるは】〇段 

全都同日に?!厚せるt 
のなり。No. 2 側定帝紙(R) 0.0385

100
o.o-ni 1

129
O.(U43

1：!2
0.0462 

141
0.0474 

141

Ne. 3 ilMUr-FW： (g) 0.0341
】OO

0.0173
139

0.0494
145_____

0.0516
151

0.0524
154

No. 8 juiiif-pw(«> 
tn <t

0.0»X) 
103

0.0173 
131

'00661
184

0.0958
266

0.0895
249

No, 〇
ilH定净量(R)

指 9i

0.0339
100

0.0415
131

0.0611
180

0.0744
220

0.0723 
213

No.10 测定,卩斌(K)
18 9t

0.0820 
100

0.0123 
ISO

0.0549
166

0.0623
191

0.0687 
211

No.11 湖定負綴(«)

拊 Wi
0.0339

100
0.0431

127
0.0532 

157
0.0596 

176
0.0744

219

No.14 湖定帀:;砧(g)
指 欺

0.0335
100

0.033-1
【00

0.0332
99

0.0842
102

0.0346
103

No.15 州宅中环」g)
flt 败

<*.0315 
100

0.034D 
9S

0.0342 
99

0.0348 
101

o.osis 
101

藻地& •1.13 1.17 4. 24 5.1 5. 8 術 考

No.11 湖定,卩飛(R)
捐 败

0.0400
1(X)

0.0198
123

0.0545
136

0.0524
131

0.0549
127

スギ】〇粒宛のホ推。

No.12
湖也爪飛(g)
指 數

0.0367
100

0.0-106
111

0.0410
120

0.0442
120

0.0150
127

No.13 渊定疝(E)
in 敏

0.0-112
100

0.0476 
116

0.0515
125

〇•(M94
120

0.0198
121

No.14 awiismflt (g>
指_____败

0.0100
100

0.0406
100

0.0424 
104

0.0412 
101

0.0406
100

No.15 澜知卩量(g)
指 數

0.0413
100

0.0469
114

0.395
120

0.0473
115

0.0487
118



100

V、伽 七、、"0L 4 .12 •1.19 ・L 2G 5. ?5 5.1〇 ffl 考

N<>.1 洒定,卩カ;：(g)
指 Sk

0.1052
100

0.1307 
1IM

OJ33-1
127

0.135f； 
129

0.13.53
12(>

No. 2
渊定帀:飛(g)
«i 敷

0.1033 
100

0.1278 
124

0.1315
127

0.1315
127

0.1335
129

No. 5 ilM定血最(g>
指 數

0.1123 
100

0.1459
129

”0.2692
240

0.4204
374

0.4655 
415

No. 7 郦邮W: («)
捐 ・數

0.1000 
100

0.1331
125

*02402
225

0.3201
300

0.3611
339

No.10 溜定偽S

指 ft

0.1062
100

•0.1332
125

0.2391
225

0.2442
230

0.2439
230

No.12 iWiinfifit (g)
指 9i

0.IIG7 
100

0.110り 

120
0.1514 

130
0.1460 1

125
0.1475 

126

No.13 測定林(K> 

48 败

0.1038 
100

0.1270
122

0.1290
124

0.1249
120

0.1291
125

No.14 i恥・雄:fit (g>
捐 !i

0.09G3
100

0.0958 0.0991
103

0.096-1
100

0.0907
100

ヾ・ 器月
養輪・ 5・I3 〇, 21 5. 20 6. 3 G.10 〇• 23 備 咨

No.1 測定か批<g)
ifi 败

0.0479
100

0.0691
141

0.0636
133

0.0660
138

0.000-1
1*;

0.0670 
140

モS1村宛のー『量

No. 4 欄定mitt (g)
指 Si

0.0411
100

0.0072
L&f

0.0050
158

0.0741
180

0.0G89 
16S

0.0780
190

No. 7 训!忘血址(g)
in Si

0.0537

100
0.0886

165
0.0873

1C3
0.0875

163
0.0788

147
0.0800

150

101

No.10 <g)
4R 败

0.0435
ICO

0.0719
165

UAM曲)

145 1苛
0.05SS

135
0.0776

17S

No.13 源定帀杭(R)
指 tt

〇・国 05
1W

()」(好1
IUI

O.tMUiS
165

•>.0677
KJ7

O.OtMS
159

0.0765
1S9

No.16 iM定,Eit (g)
指 9i

0.0111
10"

心旧3”
155

0.0562
1：：7

0.0582
141

0.0509
121

O.Otill
149

No.19 涸定政址(E

指 做

H.OISO
1时

〇・脉)〇

123
〇・<<123 ■。 0657

137
OO&49

177 —

No. -2 州定由•Jit (g)
1H 败

い」)441
100

心S5
14G

u.Ol睥
151

0岫:

153
O.UtWIi

144
".0~i

El

a 0】 
暢、七

5・ 1：1 〇• 21 5. 26 6. 3 〇•16 7.1 fffl >t

ヾ,.25
4R 9i

0.0次
1<>0

0.0515
1-10

".on：;
112

0.0418
112

0.0374
102

0.0438
119

毛i !村宛の祁:量。

No. 28 邢定・ ;)t (g)
指 败

0.05 JS
100

〇.06155
125

0.051)S
118

0.0570
U2

0.0547
IOS

0.0527
101

No ：n 渊定»笊(g)
冷 數

0.03(U5
100

0.0412
110

0.03SO
104

0.<3f»3
107

0.0347
崩

0.0382
104

No. 34 湖定戒輦<g)
指 敗

0.0-172
100

0.0539
114

0.0510
IOS

0.0546
116

0.V5S7
114

0.0500
120

N“・ 37 ilM/inRiit (g)
饵 处

<>.0336
100

0.0:浴 3
108

0.0832
no

0.0337
100

0.0311)
95

11.032S
IK!

No. 40 測定中M (g)
指 毗

0.0109
】00

0.0421
1G3

1.0403
100

0.0421
103

0.0121
103

0.0123
103

No.13 湖定同::(B)
捐 败

o.c:m
100

0.0321
82

0.0400
102

0.0410
104

0.0400
102

0.0410
104



102 103

伯 考

■eミI计宛の-Ffito

碧月 
"气

7.13 5. 21 5. 27 6. 4 6.16

No. 2 澜定•做(g)
指 fi

0.0721；
100

0.0911
130

0.0985
136

<>.0955 
132

0.09IM
129

No. 5 浦定Wit fg) 0.0410
100

O.0GS1 
166

<>.<>737 
180

0.0720 
176

0.06S2 
166

No. 8 aw定・巾カ:：(X)

折 數

0.0752 
100

0.0059 
128

0.1043
139

0.1020 
136

0.10：W
138

No.11 澜定・爪俄(g) 0.0014 
foo

0.0011 
148

0.1051
17!

〇•1092
178

0.1059
172

No.14 測定屮技(g)
斯 st

0.05 跖
103

0.0770
139

0.0858
155

0.0881
159

0.0933
163

No.17 測定冷力ど<R)
指 數

0.0553 
100

0.0?曲
13.5

00916
166

0.0920 
166

0 1258 
277

No. 20 讷定屯量<g)
捐 數

0.0518
100

0.0728
141

0.0787
152

'0.0755 
146

0.0850 
164

No. 23 湖定求筮(g)
损 數

0.0438
100

0.0592
135

0.0612 
110

0.0595 
136

0.0599 
137

No. 20 讷定派fit (g)
IS 數

().0fi65 
100

0.0808 
122

0.0849
128

0.0857 
129

0.0933 
140

No- 2f> ilN^-R® (g)
fit 數

0.0556 
100

0.0724 
130

c 0.0742
133

0.0705 
127

a 〇7〇〇 

126

No. 32 洲定・k挝(K)
拊 數

0.0511
100

0.0039
124

0.0477
93

0.0125 
83

0.0417 
81

No. 35 lUi/ir-Rfit (g)
fl» 數

0.0385 
100

0.0436 
113

0.0C61 
162

0.CG62
162

*00734 
191

No. ns 诚定重量(g)
48 St

0.0398 
100

0.0433
109

0.0433
109

0.0387 
97

0.0860
〇〇

No. 41 (g)
指 K

0.0323 
100

0.0336
104

0.0336 
101

0.0342
ICC

0.0326
101

No. 44 训定禾就(g)
指 數

0.0次
100

0.0378 
101

0.0380
104

0.633•>
104

0.0306 
101

3京

i'Su 
4y 5.l：l 5. 21 5. 2S & 5 G.16 備 考

No. 3 潮定巾荒(R)
)H 敗

0.0162
100

0.0838
1SI

0.0931
202

〇•00S7
214

0.0927
200

モs»乾宛の甫强。

No. G 郦1:术M (g) 
lit «

<hO5S5 
100

O.US30
142

0.0835
143

0.0889
152

0.0SG6 
14S

No. 9 iilUE-P W <s)
招 fk

0.0375
100

0.0575
153

O.WWU 
160

0.0699
ISG

0.0724
193

No. 12 iiUlii'FJit (g> 
in ?t

0.0505 
100

0.0723 
113

*0.0803 
159

0 0755 
150

0.0981 
194

N«>.15 flMEjft ® 
ifi «t

().047：；
10U

0.0720
154

•0.0812
172

00776 
164

0 0793 
168

No.18 w通巾•;止(g)
100

0.0649
155

0.0644
154

0.0680
163

0.0695
166

No. 21 澜定(g)
in 歟

0.6393
100

0.0570
143

0.0515
129

0.0520
131

0.0536
135

No. 24 i恥あ(g)
Jft 败

0.0197 
100

0.0707
142

"0.0711
143

0.0705 
142

0 0792 
159

No. 27 ilMiiTiRjit (g)
1ft 败

0.0428
100

0.0523
122

0.0454
106

0.0418
98

0.0360
84

No. ：W 叫3芸RM (g) 
ifi 5t

0.0377 
100

0.0-117 
111

0.0578 
153

0.0510 
135

0.(枷
105

No. :« iiminRiit(g> 
is st

0・0(；：14
1()0

0.0717 
113

0.0737
116

0.0688
109

0.0617
97

No. 36 训定帀试(g)
描 Sk

0.0蚓 

100
0.0412

108
0.0144 

116
0.0431 
ll：l

0.0382 
100

Xo. 39 洲定用量(g)
指 st

0.0373
100

0.0375
109

0.0411 
no

0.0414
111

0.0375 
101

N<». -12 胡疽心飛(p)

lit tt
0.0348 

100
0.031G 0.0363 

KM
0.0365 

105
0.0W9

100

No. M 渊定協t (g)
1ft 败

0.0350
100

0.0352
101

0.0368
105

<>.0355
101

0.0347 
99



104

%・ 剽
号、•脈f

4・15 4. 22 4. 29 5. 6 5.13 館 •与

No.1 測定市飛(g)
in st

0.4414 
100

0.6346 
144

0.0503 
149

0.6630
5()

0.6588
1-19

モミ10枕龍の,「fit

No. 2 iOfitiftfii (K

ft

ilM定倾<g)
lit St

0.4180
100

0.C0I3
】•I5

リ・63" 
IM

0.65M
156

0.6334 
152

No.14
り•3824 

100
0.3791 

f»
0.3^58

1U4
0.3931

103
0.4217

no

No.15 詡定倾(g»
描 ・數

0.3?MS |
103

0.3800
07

0.3945 
间

0.3941 
f)9

0.3960
99

參 考一文 献

長谷川渉三・一怵木Mi子!！?茂試殺中敬祭し1:る二,三般虫いに武て.二林學灯邠制 昭年:ハ"・打" 

倦第ハ规
Wittmach.—Landwirtschaftliche Samenkun<le. 1922. s. 45.
Jyemoigne, M.—Pro<liictian of /J-oxybutyric acid :Mid lactides bjT Bncilluff incsrntericnfi vulw

gatus. Biolos,AbHt. 1927. *»!I22.
Viktor Grafe.—Chemic <ler Pflanzenzelle. 1922. s. ~!i,

州子の發:弟には必ず或程座の混產を要するものにして共:範囹內に於ても自ら神期に依り 

て夫々の最適温度あり〇同一花煎の林了一と雖も發芽床う溫度を異」こするときは發芽狀腹も 

同・なる能はずしてJ!:れが適溫を遠ざかるに從ひ愈々發:岸不良となり「1.つ發必せ■るものと 

雖發育亦完全なる能はずと稲せらる。斯くして遂に其の度を得一タ或は高く或は低きに過ぐ 

れば他の條件は具備するも到底發券するに至らざるべし。故に發芽床の溫虔如何は發:平の 

狀態並に共糧續期間に預大なる關係あるを以て卸子の鑑定に當りてはからく其混度に注意 

せざるべからず。一般に藻温离を地方産の極子は之れに反する地方迎の獄子よりも:JI：•發芽: 

には高溫を耍すべしと削ふ。处れ或はJ貌?子の成熟期に於ける条溫と何等かの關係あるに 

非ざるか尙同•地方產の撕子にても春期遅く条沼上〃•せる後發芽すべき性質のものは猛春 

に發芽する性質のものに比して乂高溫をー要すべく古瓠子に到しては・般に幾分低湘なら 

しむべしと云ふ。加之"を暗所に於て發芽:せしむるか若くは之れを或光線下に於て取 

扱ふかに依りて1'!ら・共の逾溫も一様ならざる場合あるべし。Cieslar氏に依れば「タチ

105

イチゴツナギ」を陪所にーこ發":せしむる幾合には之に光線を常つる坍4に比して•共:適^は 

高しとスふ。J"の如く加子に依て發牛溫展は・株なる能はすLて或秫のものは氷點に近き 

温度に於ても既に發芽せるものあり。K-rner氏に依れば芥,大麻,小麥,裸麥,*,摑苓 

の甲"は乃至 户’に於て發早せりと云ひ <!〇 Candolle氏も芥子の0°(’にて發生する 

せ卽た。と云ふ。•lothルは槪(Acor pl顽tioidos)種子が氷室內にU°Cに於て發ゆせるを 

洩 Wittinack代は裸麥の水上にて"せるを翘察せりと云ふ。Nebbo氏によれば孵茄, 

煙草,南瓜は10.5〇〜15.疥じに.於て贅・牛し胡瓜・メ vン等は15.伊〜18.5。。づりと云ふ。

HnbeHniult1¢によれば

第 47 表

作n名 拍依汲度(批氏) 站函温度(攝氏) 跡温度く撬氏)

火 な

•b 奪

;1-㈱.<?

大 題

3.〇〜4.5 
:;.0～ 4.5 
8.07 け 〇

10.0—12.0
1.0— 2.0

20.0 
25.0

时•〇〜"〇 
30.0^-32.0 

35.0

23.0—30.0
30.0-32.0
10.〇〜44.0
3G.0—33.0

45.0

川くの如く呉作物村打•に關する找驗の成依に後すれば獄了・の發芽に要する溫度は攝氏'2;度 

より叫十い,"度の範囲なるべし。菖岡に於ける主耍林木附了•に付小山氏⑴の.個?Eせられた

第 48 我

孑 く垛氏)
ス ギ 20
U ノ ・、・ 26—30
r力 tツ 出～25
クu Vツ 21-23
カう Vツ 26—30

る所を觀るに次の如し〇

•釦こ恒•溫を川ふる腸合には2尸〜25マとするを 

常とするも怛溫裝置なせ塩合即ち地力に於て事桀中簡 

易に發芽を傲定するの必耍ある場作には氣溫に新意し 

冬期は比姣的溫股なる宅內を選び夏期には凉室を選ん 

で施行せぱ稍可・なるべし。伽して咬際に於て輒子は蔑 

夜」也溫の絃化ちる林地若くは血場を發芽床とするもの 

にして「I然の狀態に於ける此の地溫の變化が乂反って種:子の發芽を刺敍促進すべきは旣往 

啓多の［T卷成紀に依て自ら明らかなる所なり〇 Zalerbauor氏はCieslar 氏の發芽床を 

川ひ針葉樹辙子の發芽試轮に於て拒溫の時は23°Cとし遂溫を川ふる場合には的川は 

22°~23°Cとなし夜間は1史〇となせリと云ふ〇 Schw^jipach氏がVinus strohusの:插子を

(1)冲木隠子の飛殊に要する最il&温度・程,林,試段,節八梁
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Cieslnr氏發芽床に依てあ甘る結果によれば25°CにてGO II後の彼芽牢はK拱,150日後 

は86%なりしも最:初5〇〜1UCの低温に區きて!-10 H後の發芽率を檢・したるに11-3%之 

れを25°〇に變溜して!4 II後に於ては98%に注せりとxiふ。、Hillw氏に依れば柔本ドっ 

秘子は發芽床のiSIftiMiaXiる場命より球ろ變溫せ・しむるを可としーIIの中(;時出:は 

に18時弭は2G°Cになすべしと云へり。スカポ,イチゴッナギ,ハルガ・ヤ・セ!ガヤ•二ンシ‘ 

ソ,クウモロコシ,カンパ,ハンノキ,松拍科豺!わ郁子は發芽床を間歐的に温むるを’耍する 

ものにして殊にヌカポ.イチゴツナギ‘の如き秋子•は30°0の怛溫にては發芽を阻止せ 

らるべしと云ふ。又.タバコ,ニンジン,ハンノキ,カンパ‘スI・ 〇 -ヴカニ史松驾:の秤子’に 

対しては(I時間は30°Cに18時|川は28Cに變換すること必要なりと消ふ乂必作物停 

子に於て一日中の15時川Jは20°Cに9 R郴］は30。(;となすを要するものありと,Hteblcr 

氏亦種ななる種子に付て同様の結果を得たり〇斯の如く發芽.床溫度の切換か步子小灸芽を 

剥検侃進するが故に俛往に於ても此紘試驗の施行せられたるもの亦眇から•r.,,‘泗に在0 

ても旣にケヤキ,ホホ,ウルシ,⑴等の郁了一に對L・ては理めニー週I用甲〜1〇、’に置 5 後 

II々12 0削］宛5°—10°C及2(/I〜25°Cの高低兩溫を交互に川ふべしとなし,カへデ和妙 

に付ては日"*18時個低溫に6時間は高溫をHJふべしとせらる⑴。當場に於ても邮球 

による發芽狀態に付ては試廠中に国するも旣に得たる成行iに於ては好果あるもの多L。

參 考 一攵 献 ・

Kobert.H.F.,—Gennination of see<is expose! to low tenipcrnture. Bot. Abst.1俱］-P・ W 
p. 388〇, 

酸索

祁子・は共發芽に際して酸素を価リ炭酸を呼出するの生理現象即ち呼吸作川を芯むが故に 

酸索も亦温度水分と同様に缺くべからざる％素にして風にMalpighi氏に依りて證明せら 

れたる所なり〇然れ共共度を超えて多在に央し或は少きに陷らば又發细こ恐影響あるは免 

れざる所なり。尤も特殊の試驗に非る限り普洒酉人が植了一を农扱ふ際は酸素の供給多さに 

過ぐるの憂なきも時に共處置を誤るときは往々;共:の供給をして少きに陷らしむるの恐あろ 

が故に常に此の點に刊意せざるべからず。彼芽床に於ける水分多きに失し・c種子粒の辺 

半が水中に浸漬せらる、が如き财・共:發芽の阻疋せらるゝは水分の過多に依る宙の外又酸 

素供給わ不充分も見近すべからざる所なるべし。Miillcr氏に依ればせトウダイコン• 7 

ヅキ,コーヒーノキ筈は明ら力、に發芽を叽止せらると云ふ。同氏の實说成紙を卸れば次表 

⑴ 小山光男氏・一けや3,ほ、のを,う方し锤子の發芽促せ法. ん 林,試,祁,第十八M
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の如し。

第 49 表

曲 類
宛 郊 宰 (%)

無出理の場命 空くS遮顺せる摒合
サトウダ fコン 16—100 〇
カラスムキ 72 8

水生愉物の秫「或は普通呉作物网子の中にも水中に沈めて外恭を遮斷したる場合尙克く發 

ザするものありと雖も共:か水中にて發:芽:したるの故を以て,此秘發芽には酸泰の供給を要 

せざるものと解すべからず。氏は「是れ或は利片中に利川し得らるべき空家を保・仃 

する特殊机鄭,を右するか或は分/-inpf•吸;等に依るものなるべし」となせり。斯”如く發•芽： 

には必ず酸素の供給を妾するが故に例へぱ描祯の際には須らく共披土のMさに注浅せざる 

べからず。俄土”きに過ぐるの舍は•にして止まざるべしと雖も之が爲め特子が空萩の供 

給を題らろべきことも亦嵌!過し证はざるべし。從來播称床に於ける誤土の程度を觀るに或 

は〃・く或は曲きに過ぐるもの彳快之れあ〇〇殊に之れを液痙することMさに陷り易きが故 

に辨莱に當りては特に此の點に仰港し一艘に被土の摩さは個子の直徑を以てJI出邮となさ 

さるべからす。之に及して炭酸は阳子の發芽をML止するものにして種子は之れに依て麻醉 

狀態に洛るべし。尤も濕納なろ子•の麻醉:せるものは•號燥によりて的豐し抑び發芽するに 

至るべしと制ふ。一般に地中深き個所にては农酸の存在と酸素の缺乏とによりて種子は愈 

々共の我芽を吐上せらるべI。(附) 純酸素は稀薄なる場合には發芽に支障なく「オ

ゾン」も多くの場合イj舍ならずと云ふ。「エーテル」「クロ"ホルム」の如き麻酢削の適川: 

を短時間作川せしむれば極子の呼吸を促進し共度を過ぐれば遂に發ザ力を失ふべく 「アル 

カロイド」「つ•ンチピリン」「［ード」页金屬雍頰等も亦微如:なる場合には呼吸:を促すも共 

%；:を過ぐれば右密作川あるべしと云ふ。之饴藥削の微抵は從て發:歩促進削として妁IJせら 

ろる所なりとす。

麥 者 文 敝

K. Rubner.— Be<l<»ckungsticfc un<l Kcimun^ des Ficlik'n311111cny. ForstwisSGiischaftlirhPB 
Centrali»latt- 1927. s.IBS.

A. Dcnglcr.—Vber <lio Wirlmn^ der Bedeckungsliefe auf das Auflaufen <md div vrste Ent- 
wickhing das Kiefcv?ainens. Z. f. F・ii・ J.1925. h. 385.
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光線

光線は段子の發芽に軒しては上逮せし水,温四,酸素の如く帀:耍視せらろることなきも. 

検近此利!硏究の進むに伴ひ漸次興味ある結果を加らせるものあろが故に脚か記Lて冷号に 

資せむとす。凡そ自然に於て林地に落下せる種•了•戒はI巾囲に播簡せらるゝもの［做るに土 

枚,落葉傻植質等に被沮せられて全く光線の供給を做をたる端命之笥;の祐子が疚萍なく發 

芽し得るは偏に水,溫埋,並に酸素の;囱常なる供給を亨けたかこ政るものにし・こ此際光也 

I声何等與る所に非るべし。•牌こ颠子の發芽に为して光維は必要視せられざるのみならす 

或は反って之が笃め發芽を阻止せらるろが如會ものありと云ふ。然れども亦版了•の环題に 

依りては光線のため共發芽を促ざる、のみならす之を缺くときは金く發芽し庶はざるもの 

ありと梅せらる。普通ヤドリキの如き松上植物,世に或村?/>鮮若耕靴rが.光線によりて耽 

かに發芽を促さるるQが實は旣に周く知らるる所なり。Cawlncr, Wright A. JQに依れば 

ナガバギシギシ,ツツヂのー秫は光線に依りて所子・の發•早を促さるるも|并心花の秤子は光 

貌に依りて反って吿ありと云へリ〇斯の如く械物に依りて称了の感光件は业しく由違-「る 

も而も此の性?*tは乂絕归的のものにあらすして,m子・の形質光線の郁加潑始・氐の泄唯."： 

茂料の供給或は交(記に依て得たる種子の優性沖換藩;によりて變異し例へば或温皮に於ては 

感光發芽性種子•として知らるるものと雄も,發炉床の温度を高むれば府所に•於ても洵發孕 

するものあり。或は料粒小にして吟彼強分少き孙:子は感光に依りて數芽すべきも共大粒に 

ありては影簪な在ものあり。又飾知の初汙の如き鞫徇糖の供給によりて光線な要せざろ;- 

至るものありKinzcl氏は又•般雜車!秫子に付て研究し共感光性は剣・物質揆分の供給によ 

リて償はるべしと副ひ Eirdnor, W right A,氐⑴によればナガバギシギシ稅•は感光發 

牙性をイjすろも何UTを毀傷せば財所にても發芽を促さるべしと云ふ。ス Honing代に依れ 

はタバコ利I子・は多くは光線を耍するも又克く略所に於て發芽するものあるは造傳的性買に 

して兩者の交淀に依て得たる種子•を檢したるに光紐を耍するカ優性なりしも二三年後には 

全く光線を耍せざるに至り姓に後性の轉换現象を認め得たりと州ふ。尙光線の極孙に付て 

も同様にして～般に屈忻小なる赤黄の光縁は好影伺あるも絲,監,紫等の光綿は感光性の 

冇無に係らず多くは右害なりと粕せらる。斯の如く外梱の條件に依て感光の性質も亦常に 

同一なる疏はざるべをも從來祈究家の發我を綜命すれば略大佛の前向を鋭知するに.足

(1)Gardner, Wright A.—Effect of light on germination of light senditive seeds. Bo,. Abst.
1924. P.679L
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るべし。抜にKinzeV'»外二"氏の:挽往賞瞳依狀を啪ぐれば次2如し。

1. 光鞭ードのみにて發芽するもの・

ヤドリギ・

ヴィスカふ ベレゲリナ・

ドロセラ カペンシス•(マウセンゴケハー楝)•

2. 尤拠を要するもの・

ムシクサ・

オラングミッバ・

ムシトリスミレ・

タカ・ラハ

アフリカスミレ・

クパコ・

センタリウ厶・

ヒメ;・ツス・

3.光線に依り敏々効果あるもの・

カモガ"V.

ネギ・

ダーリンク・卜=T カリフナル=力・

二ンヂン・

ク〇・日シ・

オホアハガヘリ.

イチヂク・

やり•

カタルパシリンギフ・リア.

ブダウ.

段却イスツゲ・

ケッケイジュ・ ■

欧卅-尸カマツ•

I) Kinzcl, W.—Frost u. TJcht nls bee in fl us sen de Kriifte boi dcr Samenkeimung.1015.192〇•
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クロマツ・

カラマツ・

ストロープ五・葉松・

其他多くの争榛粗・

スズメ ノテポウ.

ライグラス.

■(ヌムギ・

カムグラス・

シラケガヤ.

マヂ”ラン. •

リスベンク・ラス・

キダチハツカ・

4.光縁の効果な§か或は反って害あるもの・

ウシノケグサ・

ムギ.

クウモロコシ・

イハカガミダマシ.

ムラサキハシドイ.

ハセ I)サウ・

ナギイカダ・

而して從來休木種子に付ては御如せられたるもの少きも庭必i;の成績に徴すれば針葉樹獄子・ 

中にしt光線に依て共發芽は幾分促進せられてI贖所に比し發芽率從て大なるものあるべしと 

云ふ。凡そ光線には熱を伴ふものなるも此0!試駿には光のみを取扱ひ熱は之を避けざるべ 

からざるが故に勢ひ特^の妓置を要すべし。現今一般に林木冊子・の發芽床には殊更光態を 

給することなし。X一緣の彩響に付ては机に試魂的典味ちるのみ。而してJ・成紀S發表せら 

れたるものを翔るに•部の郁子に!士好果あるべきも又一部のものには何等の効果なしと 

謂ふ:,

(I) Haack.—Welche Wirkung iibt das Licht auf die Keiinung dea Kieferngami'ns hus? 
Zetschr f. F. u. J.1906. s.145.

Ill

滲 考 文 i砍
II (\ —Methoden ziir Fest^tellunp <ier KeimfShlgkeit von PflanTsensamen. E. Alxlcr-

halcion. Ilandbuch <lcr biologischcn Arbeitmethoden. 1924. Lieforung 121. 
s. 735.

IL Komnro. — in the effect nf Rontgen rays upon the germination of Oryz<\ Sativa. 
Hot. AbsC. Iお5. p.1137. 7514.

Gott frit-1 riUuuer. I'ber <lon EinfltiB verschiedener BcKchtong xind oxtremer Temperatureu 
aiif <len Vcrlauf dor Keimunc forstlichen Saatgutes. Centralh f. d. m 
l-orstw.1912. s. 213.

Ihmck. (vbor 4i<* Keinuing un<l Bewcrtunix <lcs Kiefornsninens nach Kehnproben. Z. i. F. 
ll.J. S. 441.

1., rabriciiH： Wirkime ultravi<»lotU?r Strahlcn auf die Koiniiincr. Forslw. Ccntndb. 1928. 
S・

斩くして發平床に適废の水,湛度•酸素怖を給すれば际子・は發芽を促されて幌て甲析を観 

るに至るペし。されば本操作後は絕えず共:經過に稍意せざるべから-ク。一般には凡そ二十网 

3制川每に之れを檢して發:平せるものあるときは床上より取り除きて共tfr數を訥べ發芽繼績期 

間終了を•待って結梁を戒無め,共破芽率を算するものとす‘(帝垠林野局趣子鑑定內規參照) 

操作申岡?i發生せるとせは掘子を洗滌し或は發芽床を換へざるべからず。鼓に注憲すべせは 

狡芽確終の程度な〇〇依阡屮には往な吸水膨腹して共飢皮破れ內容の一部霧出するものあり 

と雖も之爭の中には時にJI:の腫子•割裂二分して發平ノ>能力なきもの凍は咬に肚の一部生活力 

を央へるが如きものある等種ななる卯:卩、1にょ〇て遂に根部の發達を來さざるものあるが故に 

岐水歸祓消しきもの必ずしも常に發芽すとなすべからず。殊にアカマツ,クロマツ共他マッ 

睛詮にクウヒ.カラマツ.淳の航子に・於ては共例に乏しからす。依て發芽試驗にありては必 

う脈の•部が秋皮外に露出せるもの即ち幼根が做・實に皮殻を破りて現れたるものを以て採ら 

ざるペからす。不法正なる場合・即ち多恥照成にして双芽を發するもの胜の配置轉倒郎により 

T・驱先發するもの凍は双發せる幼根が下枝葉部にて湖合せ:が如き建等畸形發芽のものは別

応に肥汝すペきものとす。而して斯く經過を縁察するの期刪Wち發芽’武題 期間は莉子の

件’仃’岡说の日的並に共力法等Iこ依りて一様ならざるものあるも氷業ー上成るべく短期冊なる

を妥すべし。一般股作物飢日こ於ける發芽試驗日數の一例を舉ぐれば凡そ次の如し,

秫 麴 發芽罷績日欢

大年,小キ,架,燕奪,制瓜,大.侦,碗皿,燕普,大根, 
滲歩,佥草,衆効,ナモンー 10 11
編疥,大依・菠毬草,嫩單 14 0
股禾米科牧草纽 21"
才7ンダ妙9 23 *
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父Remington氏⑴によれば

殻知.ソラマメ,讀歩,キクチシャ・炒,クリーバー, 
キャベッ,タカ・ラレ,亞嫌仁,ルビン,グウモ"”シ, 
伽蜀,芥,日向癸,チモシー,大果楽
甜衆,紅ル草,ケイク•ラス,大賊,胡強制
ライク・クス,チモレー,以外の草知
牧华

果樹類

10 H

H "
21 *
2S ”
42 &

發芽試磴繼續h數は必ずしも一定するの要なくnJ -mnのものにあ・りても發衆の經題に鑑 

みて適宜仲縮すべきものとす,然れども發芽に耍する期即は一樹林:に於ては普しさ您隔なく 

同一取扱のもとに在りては略公似せるものなるが•故に改往の経盼にJよかば大的の標準日数は 

之れを定め得べし。

從來林木郁:沪に就ても HiitHOr. Kinzol. Stchler. Unaok. Zc<lerbauor.<a, Scliwappncli.

他の硏究者に依りて此種知見の發表せられたるもの眇からず獨逸理啪试扱狙の鑑定说則に依 

ればは州アカマツ’ストロープ五漿松等の輒子に就ては数芽繼續朋問を42IIとしJI.•他の・ 

般針葉樹秘子は28 11となせるもZ-xlorbjiucr氏は多くの針葉捌郁子に就て獄驗の結異

獨逸クウヒ,バンクシャマッ,リギダマツ,センペル世界爺等は14日 ギガントネ 

ヅコ,ヒノキ,”ウソンヒノキ,ギガントー低界節,シトカクウヒ,警は21U 愀州ア 

カマッ,オレゴンパイン,スギ,ホソイトヒバ,等は28日スト“ーブ・広•乘松は30-40 II 

なる綴杭伊仙】數を得たり。

即ち多少の例外を除かば多くの針葉樹秘子は!4 [I乃至21 口にて足るべしとなせ〇〇 乂 

Wibcck氏に依れば!sberswaldの毬果乾燥暢に於てはアカマツ耗子の發芽試！以は21||に 

て締切ると会ひSchwappiich氏に依ればEborswak!の粧子•檢定所に於てはヒノキ,カラマ 

ツ・クウヒ‘カパ,ハンノキ,並に多くのマツ起行t子に舛しては20 R間なるも歐州アカマ 

ツ稲子は30 日ストロープノL乘松の如きはGO Hなりと云ふ。乂 Komington氏に依れば多 

くの針葉樹師子は28 口にて足るもストロープれ葉松は42日を耍すべしとなせリ,吾が林 

木秋子一姫定内規に於てはヤマナラシ,カツラ,ニレ,等は14日 夕ウヒ,ヒノキ,サハラ 

=セアカチャは21日 アカマツ,クロマツ,カラマツ,ツガ,アスナリ,カバ,ハンノキ

(J) John Stewart Remington. - Seed testing. 1928. .
(2) E. Ze<lerl)aucr. — Die Keimpriifiingscl:iuer einiger Koniferon. C. f. d. g. F.1906 8.

は28 I!ケヤV. I* 35 I!ホ承,ウルラは12 口となせり,以て標準となすべし。
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狡芽:の初閭に於て發芽見込數を推定する方法

本法は林木柿:rの發邛郷:中典初期數目の川]に於て秫「而に&る傑後により發芽能力の有 

糸を鑑圳する地にして小山氏⑴の硏究發表せられたる所なり。之が施行には格別の發芽床 

若くは仙溫藍題を岐せず軍に版水新iを發平岷とし「ベトリーシャーレ」嬉を川ひて容易に行 

ひ尚べし。而して本法の志:氐よ即ち郁「而に大小の水而5:生する也若くは此の現戦将しから 

ざるも如て神Uk・に縫蘭の災生を來すこと多きものは發芽の能力なしと見促し之に反して發芽 

能力ある稀子・は長く Hミ上に置くも柿・度は乾燥し假令共:,周仲Iに僅徴の發'I•.するものありと雄も 

之にW・さるゝことなしとぶふにあり"

(tも扯神:子は植皮而乾燥するか•若くは水滴を生するも檄彼«發生することなを場合多き 

が故に注:在を要すべL)。

所くして操作後凡I」間n公之等の標徴を.H・せる極子•を選8IJし發磐能力ありとWむる補粉數 

い供“,’典にむする削合を第:出「れば效に近似發芽珞を求め得べく尙ほ切际试mを併用せば共 

の安全fclUlLf'-!べしとなせり〇 Toinnoy氏も亦「操作中被子面に忽ち撒站の繁瑚を來すも〇 

わるは占棟子にしX生活力なき場合多し」と洲へり〇而して此の椽終にして常に/」-•の生活 

カ如何を識別俄定するに足れりとせば車業上稗益する所盼からざるものあるへし。

而して從來當場に於て發牙:率鑑遂試驗の際風々本滴瘍法を併せ,成みたるも八:成械に徴すれ 

ば本局湖定の镒定力法に呆きて求めたる發芽率と本谕易法により求めたるものとが近似する 

::治無しとかさざるも又往々にして・しき懸隔を來せる場合・ありて本方法が常に克く共稲チ 

の近似發弟率を求め徂べしとなす能はざるものの如し。果して然るや否やを吟味せんが屬め 

尙次の如き二三の試驗を施肖せ〇,尤づ本は驗に於てはつ.カマツ•クロマッ•種子の新鲜Iこ 

L rrt率なるもの、世に蚊年間貯藏したる所訓古皿子•にして發菜率極めて不良なるものとを用 

ひて試:料とし各500杖宛を供用す。

备試料を素焼發芽床に置き之を能氣恒温器に入れて操作後/1.111il!日々植皮面に呈する 

標微士観察して我・処率を推幼:せり。

n 「ペトリーシャーレ」の底に浦く脫脂紬を摘げ之に由色吸水紙を敷き水分せ吸着せしめ 

て發字床となしIと同じく取扱ひて發芽率を推算す。

in i.iiの場合と同じ發芽床を川ふるも殊更電氣怛溫器に容るることなく室溫を利用せ

1)简握なろ抽子發楽率檢定方法一理,林,味,nt,幣丸號
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IV幾子面の呈する標徴によりて試料を分賴L標徴毎に各別個の發的和こ置企てJI:後か;: 

過を親察し果して獄子而の軽薦卜して內容充"比るものは發芽の能力全仃L.之れに反して 

Mr-iniic水:简を生じ或域頓て微南の發生を來すものは常に發芽することなきや芥を檢せ 

り。

V 發芽就攻中屋々覩察したる陵井［を分標培養せるものの中

クモ ノスカピ (RhizoptM nigricans Ehrenberg'.

クロ カビ (Aspergillus niger \ran I'fcghcrn).

ァオカビ (Penicilliinn gluucinii Link). *

等を採り夫な別伽に之れを素燃潑芽片並に前祀「ペトリーシャーレ」の發豹和こ接タし 

たる後应ちに選良稲子!00粒宛を置きて共後の微南乾韻欹慫を襯察せリ〇

V［アカマツ稲了・を恣殺して全く共生活力を失はしめたるものを航料としてL I【•の方 

法を試みたり。

而して本試皴の结果を綜命するに

' 輒子ゆに大小の水凋を生するもの,

» 祯子面には前記の如く水i荷を生ナることなきも讷潤にして肉职により附着の水分を息 

識し得るもの・

•««師r•面特に混測左らす肉眼により水分を認識し将ざるもい、

等の現象は容易に識別し得るも「孙:子布に概菌の發生せるもの」に就ては共程度に於て业/' 

疑はしく果して如何なる繁殖狀態のものを發芽力なしとし如何なる程度のもの迄はJ5あり 

と姑做すべをや值に徴闌の致生著しきものと著しからざるものとに能別せんと;次むるも若し 

きものとは如何なる程度なりや假りに肉眼により徴曲の紫地颗皆と認めたるの忠なりとする 

も殊史純粋陪揆せられたる場合と異り實際に於ては緊瓶の狀態或は色彩轡を異にする数多の 

蘭領が一時に繁殖するが故に紧敖の程度を如何に識別するや困號なるものあり。

從て本法施行に當り觀察汚を・異にするとぎは同・標微を視察する場合にも或は異なろ結果 

を編すなきを保LBし〇

試に新绊にして高率なるクロマッ,アカマツ,祁:子500粒宛12糸［Iを採り素煙發芽床&川 

ひて23W怛溫器中に置き蓟皮商に敬生する櫟後によりて推定發芽率を求めたるに次衣の如 

き結果を将たり。
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第 酣 表

試料屈瓶 クロマツ(發平率W%) ァカヾツ、 発牛求リS%)

1 85 对
•> •• 78 X
3 65 71

4 56 71
5 5U し:：

<> 4钟 63
一 4 邱 61
8 :G 41
!> 部 31

10 纹 27
!1 28 22
12 25 17

圻の如く •；>W全同じ眼扱のもとに机!察するも認定の座によ］)て自ら•株なる能はずして 

I讪7iの發生狀態を雄査し稀度而に罚も之が赦生を伽たるものは總・て發呀:カなしと城做さば本 

用こ病すが如く高率の明•と雖休かに20%前後と见做さ乙るが如き場合なしとせ・

只リに發芽すべき秫子は發ダ床に長くが・するもM祢皮常に:乾燥して収令共周圍に险i?扌の發 

生するものあるも之に犯,さるることなしとせば徴萌の發生せるものと発生せざるものとを 

「伽し将べき理なれども實寐に於ては.驼こ佝眼によりては•闌の發生をL受けざるものと雖 

少しく仔細に之を籾察するときは相當之れが雄航を認め得べき岑合&少からす現に肉眼に依 

りて柚龙而に懺懾の發生攧!務なるものにして操作數日後發芽せるものの如を共例に乏しから 

十。

史に趙了面の讷澗なるもの水滴を生ぜるものに於て亦然り,一例を舉ぐれば次の如し。

第 51 表

枷«紀號

發牙の株 
作4•行ひ 
て鑑忘せ 
ろ死ぎ率

Hi子而に水源〜 
認あざるもの

HTJ■・而に水 
尚4・認め待 

ろしの
仙了用に水弱 
な潔むろもの

肉!Uにく積子 
血に顿蘭の独 
生4•敵あ符 

ちしの 備 ち
経牛せ •竺 海飛 恐歟 ※郊<? 紳・數 弑芽せ 

る般數

アカ"丨 70 83 77 2 4 3 3 1 10 3 供:敏

ダ 2 V S3 71 6 8 7 G 3 6 1
ノ 3 ゲ 84 76 1 12 12 2 1 2 1 V

ゲ 4 ¥ 75 07 7 18 16 4 〇 3 〇 y
? 5 | 84 74 7 110 7 〇 〇 〇 〇 r
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掛極,;1I缺
汲牙の揉 
你4•灯ひ 
て領定せ 
る我芽率

IFfiMic水出4・ 
23*6ざるしの

时両に水
みか0渋得 

ろもの

显子面に水摘
を0むるもの

肉瓯にて仲.「 
血に必削の我 
生4•なあ咨 

ちしレ> 佃 ・号

mx^KT
100

■
r

が・

r

■
ゲk
9 J
’紺
r
r

妒

r 1
#
N

&
q；
ダ

>?« :

夕

,.：：I
V

<$; 1
0
r
4*
叶:

#
必！

印容訓以他’羿盘 wit 狡出ぜ 
石村數 牡數 る传败

アカ"6 
伊 7

V 8
/ 9
夕10 
ゲ11 
* 12 
'13 
'14 
v 15 
クI6 
v 17
V 1H 
/ 10 
z 20 
ダ21 
"22 
ダ23 
ダ24 
ケ25 
ソ ", 

"27 
ソ2S 

ダ 29 
"39
V 31 
"32 
ケ33 
グ84 
〃 35 
& 36 
"37 
〃 $8 
グ39 
グ4) 
m 41 
ダ 42 
"48

70 
y
r
#
*

ノ.

岁
y

〃
ゲ
夕

夕
勺

■
85

伊
ク
V
V

V

け

V

V

ゲ

*
グ

V

ダ

7!,

SU
G1
85
86
78
82

*89
93
88
93
93
93
88
83
HI
87
73
71
59
61
70
54
50
61
76
52
75
77
79
83
74
82
78
89
84
8<J

72
71
78 
5G 
03

55

». •
66
7S
72
82 
60 
「、
72

83
70 
(W 
54
5fl 
(W 
50
49
53 
02 
52
49
47
65 
04 
51
60
57 

67 

50
58

3
4 
〇 
3
5 
5 
8 
s
・・

10
1
9 
S
8
1 
〇
3
2 
〇
5
4
1
2
2
1
1
5 
0
4 
7
5 

s 

10 
11
9 
6
8
4

17 
1 >
6 

10
〇 

1 
!) 
〇 

〇 

〇 

5 
〇 

〇 

〇 

5 

〇 

〇 

〇 

14 
20 
20 
24 
22 
19 
33 
25 
16 
30
16 
13 
12 
13 
16
8 
7 
G 
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5

15 
9
〇 

8 
〇 

恒
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〇 
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2 
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〇 

〇 

12 
16 
25 
18 
18 
17 
32 
17 
14 
27 
11
7 

12
9 
〇 
5 
〇 

2 
4 
1

〇 
r» ・・ 

n
15 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

4 
〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 
3 
8 
4 
1 
3 
2 
4 

2 
3 
〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
〇 

〇 

〇

1 
2 
3 

10 
〇 

り 

II 
〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 
〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 
〇 

4 
4 
〇 

1 
〇 

1 
〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇

〇
1 -

5
11
14
15
10
13
!8
H
7
7
7
3
7
7
7
9

13
7
6
7

11
7

24
15
10
ti

15

9
10
9
4

10
10
15
5

11
9

U 
〇

〇

10

1
•1
M
U
2
1
3
〇
〇

1
1

〇

2
•1
1
3
2
9

10
6
1
6
2
〇

〇

〇

2 
〇

2 
〇

〇

2
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1 1 1 71 ：! 7 50 〇 也 〇 341 1 590
2 24 1也 ”一’ 9 IS6 8S U7 I 75 9 r

3 2H 173 1 HS •13 4G 25 5 〇 276 38 9

1 心 出,7 1 4® S3 い い 14 50 2 1000
c >•* Z (：52 371 5 55 1M 〇 〇 ：?»! 17 r

ケ O-*y 1 〇 〇 〇 〇 2 〇 11 〇 237 1 100
〇 〇 〇 〇 « ：' IV： 〇 141 1

17 业 1G ・・ — 31 9 GI 1 371； 87
4 ダ 4：； 27 , 1 IS II 〇 〇 439 Gt &
1 31 祯) 24S | 11 108 16 so 3 312 14 kwo
2 V 270 脸 1 115 30 n 〇 606 63 f

ヒノ• I 19 邪 出 〇 邸 10 15 〇 23 〇 100
2 ぐ 16 7 43 S 14 2 心 〇 r
3 ° 27 12 5 32 4 17 1 21 〇

4 24 ■ •) ■ 34 •1 17 〇 25 〇 ••

5 ダ ヤ: 15 1 :;" 1 20 1 1S 〇

〇 ケ 17 〇 2 2G 〇 14 〇 r
7 「・： 19 1 S2 3 14 〇 11 〇

8 伊 25 1?> 3 32 〇 21 〇 22 〇 t

〇 y •・じ 19 3 •16 4 11 〇 1S 〇 y
10 V 25 W •1 2S 1 IS 〇 29 〇 r

11 V 22 11 1 •15 〇 17 〇 Ki 〇 .rx
12 V :! ■- 川 3 33 2 IS 〇 14 〇 r
13 V 30 17 4 41 〇 19 〇 1H 〇 ン

14 V :爲 20 ：1 33 〇 2S 〇 6 〇 y
15 ダ 35 18 〇 30 1 19 U 10 〇

1 '

听の如く ［勾’衆により殴沌の發生を容あに認識し得るものにありそも疝住々發芽すべきもの 

あるは常にN人の經應する所なり〇就に染林椀「の發毕話除労法の示す所に依れば置床後徴 

节の發生せるものはよく洗滌して时び元の立置に道くべきがを携けるか如き一而馭曲の發生 

せるもの必すしも發弟能力なしと见做さざると共に、牡全にして發芽:能力bるfiRT-lcは必・ 

年歯の投延聪・洗來すことなし、 となさざるが岱なるべし。

次に高率ぐ>,アカマツ・クロマツ’阳『部〇粒宛1?糸］15:採り之れに培養せ・る嗷蘭を接報して 

い更共拾師を促したるに當然發并カあるペ世称:!:立にも肉眼により容毋に認識し很べき程废に 

茗L く州の發生せるありて、從て本法に依り發処率を推谋すれば址そ次の如き成仙となれD。

然れ8もア力vツ阶了s充分蒸殺せるものに於ては其中多少は秘皮面乾燥し,幽関・つ發生 

をも來たさざるものあれども,多くは混湖［こして姉て曲の?段生を來ずが故に本法によ•>て發
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牙:カの消減せるを略・批定L得べし〇体 5g 表

搠时我芽率％ ノ 木法にょり址就せる 
金芽率%

擒皆孚る

アカマッ

9S

クロマワ

3)

7・カマワ

(08)-

13 
17 
21 
28 
39
61
II 
19 
32 
34 
：10
44
53 
74 
75 
77 
frt
48 
56
61
66 
08
74

Khizopns 
uisricnnH.

A^pci^illus 
niger.

クロマッ

(めノ

之を要するに滋值の-發生は必ずしも生 

活刀なきものとのみ农命れず、,發外力 

を有し或母將に疣:牙:せんとするもの, 

晚に疲芽せるものの称:依商にも即々之 

か發生をW,るが故に本法施育に常Dて 

は特に此の州に注意を嘤すべし。

參考 女献

T. Lorcy. —Wnkib：iu. Mnndbnch dor 
ForMtwisscnMdiaft. 1925. s.134.

Schwo ppacli： !>:<• Wa hl^unvn- 
priifungsanstiill EI>crKwal<lc un<I <lio 
MctliOflcn <1(t 1'riifung vod Waldsnmen.

Zeitsclir. f. F. u Jw. 1015. s.
Haack: —Die Priifung des Kiefern- 

jjitmrns. Zeitschr. f. F. u. .hv. 1912. ft, 273
Rngner Iterg: -Vifcnnins. !■. 255.
寺滓保・办氐・一びし毬子の狩•小に刖すろ 

初究・械啊學飨認,昭ほ二•甲,锵四 卷・叫丸 
〇«〇

ぐり發早勢

凡そ被子•にして發芽し羯ざるものは 

林業上业價値:なしと据,引:の開舒せる

もの亦必ずしも常に價値ありとなす能はず。抑々飛子•は未熟なるもの或は生活力吓盛ならざ 

るものと航 時に推く發歩するが故に鑑定せられたる發芽:率のみにては?Sも种子生活枷观の 

强狗所応苗の生长發冇如何を表示するものに丿Fす。從て發:処率とは垠に展の締衍•せるv.〇.. 

供,/數に對する削合を示すに止るが故に稲了•品質の鑑定囚了•とLて金きを期L.得ざるべL、

而して操作中に於ける翻子發呀;の經過を兄るに多くは操作枝數日にして彼呼を開始し小 、・, 

數は逐日増加の傾向を示すも或る期間を過ぐれぱ再びJI:數を減じて遂に完了するに至るベ 

し。而Lて操作後發芽することの丫•きものは然らざるも">に11Iし神・了・の生活械能HE盛にしーこ 

所産稚苗の發疗亦從て艮・好なるべしと將せらるるが故に提供せられたる状料に处て發井料數 

の割命を:Rむると同時に共發芽の終過を觀察すること亦J埠詩’澀定のー•助たるべし發多纷即 

ち是なり・

抑な發芽:珍とはー•般に遊!當なる條件の、もとに於て狡芽の採作セ行へる場合優J导们七の週牛 

が發芽し終る迄の期間内に於ける砌:數若くは共刘合を誚ふものにしてJUUJIII!は船厠に± 

Dて自ら相違あるは勿給神:子の朮地或は發芽床の邮的乱度JI:他の取扱によりても部多少の加 

nn

诚あるべし。•觸屬什物辙『を3ヽ’にて归扱ふ増企の發劣:努約切日數は次表の如きも 

發票床の溫仪幾分低をときは締切II數は•兩H延期すペさものとせり。

« Ifi 發斗勢雄切II «

人歩•小・,栗,*•ライ・ 
E,痴リ:・人战,無し・菜柿. 
ir 仁・.g

S

*v.•複復华,燕歩 4
•レー,制底.規牛・ ■»
崟］金,机版尚,火収 〇
,・ランダピリー, 般木代 7

乂 !teinington氏に依れば凡そ次の如L。

俺 M 殁爭時is切h數

故侦燕号公除く)キクびン"
ク。パー,亜・昧仁,II・貽タザラン 
拳,火果弟,蜀栗

::

豌E府審,燕が,,、ウナ,、" 
H向癸,我心

4

航必・,州・楽・ライク・ラス,ナモレー 5
燕号,大臥初喚 6
狼田X• カ七"ヤ 7

林木附了•に付て觀るにNobhc氏はタウヒ・アカマッ,飯子に到して本締切期11を7日と 

し又Wiohocko氏に依るも「Ehmwkl」の乾燥所に於てはアカマツ梳子一に口して7 111111Zi:り 

と云ふ。然れ共:Kntn氏はタウ匕,アカマツ‘秋子•に對して締切を!0日としU,”ick氏亦 

アカマツ郁了•に對して10 IIとなせリ° SchwnpiKich氏に依ればYhcrswnldの种子檢定所 

に於ても昔油斜喋桐靴于に就ては】〇111111ZC 〇と御ふ。Remington氐は共箸「Seed T<前幅」 

に八てTカマツ共他斜桀榻は14 口カラマツ,カシ、 カバノキ•等に於ては10 ||なりとせ 

"〇而して・般には漆地共他の條件若しく招違せざる新衅神「に於て操作同一・なる場合には 

相密によりて本締切!UHlfillft-定せらるべしと云ふ。邦嵐秫子•の發芽勢に就ては旣に先年小 

山氏が同株の寤味に卷てヒノキは10日スギ,アカマツは12 IIカラマツは13IIク“マッ 

はII IIを限り共期間に於ける發牙:数を以て之を表せリ。

而して,lomney氏は之に反して殊更從來の如き發芽勢を求むること左く寧ろ發芽の經過 

そ饨奈f・る万知こな成ありとなして操作斐5日•10 II,20 H. 30 〇 , <!〇 H1〇0貝迄に於
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ける各發半中を揭げて貝:週程を知るの力法を採れり。TowMy Dmland兩氏が行へる主 

要林木糧了•浸水の効果に關する試粉成网に於ても5 II10 II 20 H 25 || ：：。 |1-10 H 50 II 

"に於ける發芽の經過を规察し敢て發ザ妙を环出することなきを初るべL .

抑・操作中の0?子•にして發芽力を右するものは澱粉•桥仙・炎白啓加平侨物に» L く分 

解變化を起して多くは頓て甲神するものなるも此％・狀慫は稚「難形質’生活ノノの如何に依り 

て亦異るが•故に同一取扱のもとに於ても發歩迄に’以する時間は郁殺によりて自ら相違あり。

依て優艮郁子の過牛數が發芽し終る迄の期IIHは同••樹秫のものに驗ても’常に・ぽな"とな 

す能はさるべし。然れ共财往の絵珍によりて凡そヒノキ師「心!〇日,アカマツ阳了は!- 

日を限りて彼芽势を求むるか如き初:一方法たるべしと雖 師?;とに於て發牙:の名:過を他宗すれ 

ば發芽勞を求むるに・或は7日或は10 Uと期日を限定することの腺かTTiれ如會J粉おる 

を知るべし。勿崙由刃UJ日に於て神了・の多攻が•癖に發歩す公ことは坪人の荻も希翊する所 

なりと雖發棄勢芽出に席忡數を限るときは幸にL・て口限內に多くらWたるものは尊 

出せる發牋に於て大なるを很るも假りにn限の故I若しくは葬々日等に於てJ伊泌J •齊に 

發芽せるが如きものに在りては共發歩に佗か-•兩mの此速ありたるのみに依りて求められた 

る發芽勢に於ては節しき差異を生すべし。似りに玲日限內に於て發平せるものは所存苗木独 

大にして發育亦良好なるも日限を越えて發平せるものは然ら一タとZkし｝,.)ば」折く Lて求めたる 

發芽勢は極めて有意花なるべきも,余力師場に於てm削Sものに付ては必ずL.も然らさる 

が如き飾向あり〇 Haack.(1909)氐⑴は狡堺率•發け:必等に個して般味ある知見を發表せ,1 

即ち同氏の所渝によれば假りに刷場が室内に於ける試陰的發芽操什の埸合と八條件同•なり 

とせば播様せる稲子に於ても室內試駿の成糸&と同様に發芽すべきの即なれども實際に於ては 

然らざるのみ左らず?初!率同一なるものを插沌するもJI:所産苗木數は自ら同一ならざるペし, 

一般に顔子の價値は贝：發芽率と純統率との相乘即ち効率を以て表さるるもイ吸りに効求冷％ 

のものある場合其れが發芽率60%にして純荒率100%なる以い・もあるべく或は發务率 

の優秀なる碰子中•火雑物を含みて共純％;:率GO%なる場企もあり得べしと雖效牛に依れば 

共に同一價値として;件せらるべL。而して狡呀率と播刖後の得苗との割合は平行せすして得 

苗割合は發拜率尚きときは急激に増火し發ぴ率小なるものにbりては昔しく代ドする切>な 

るが故に此場合效率は均しく 60%なるも得花の軒に於て»しく相違おるべし。從て悌子

<1 j Haack：— Der KieferHtinien. (Verhitltnis zwisclum Keiinproz»mt und praktiscliein W< rt.)

Z. i F. J.1909. s,舫& 
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を“ド俄するに也宰を以てすることの從常ならざるを論じ宜しく rHnnzenprozentに依りて定 

めらるべきものとなせり。毅にPtUnzenprozontとは供川種「数に賞する生育苗数の百分哗に 

して余は之を霹して得苗率と柄十。ユ剛ck氏は所謂得苗书を以て林!••の品等評值に對して

爪要左る.成羔を仃rるもルなりとし,殊にアカマツ,純了・に於て然りとなせり。同氏は又一 

Rに早く危ぐする那J•・よりは代％なる州苗す生・ずるものにして從て｝砌に常り生育する苗木 

は・常に,i'・ く發牙:したるものなりと试iじ・是普;の閣係よ〇 Lて發:歩努と得苗率とは著しく烦似 

の耗過を研すものなるが故に祎J,滅垢熙にありては從來の如く長く發芽を麒«するの要な 

く發物 E むべき时U) nの岫にて織「七仍知「得べしとなせり〇絞上の所協に從すれば

發単勢亦枢めてイj意关たるべL 〇

・然りと,們へ顺型探の祐木に付て制察するに典11限内に狡牛せるもの必十しも常に强大にし 

て生存义好の切>んみなりとなす港はざると同時に!I限純過後の所律苗木必すしち劣れ〇と 

なし得ざるか如L。

仙之融「村・の大小と貪単!1•速との關!系に就て考察rるに典作物陨「に於ても孙:甘!の同・な 

ると芥とに係はらず侦靴小なろものは大なろものに此して多くは發呼すること連かにして所 

謂發牙:勢大なるべしと印1ひ乂余がヒノキ縦了・に就て初察せる所に依るも略同様の岫句をaeめ

1'6 過 II 數 昵實發年" 
微の 
敬に對する 
有分率(％

W匕
MW cl 6 半 9 10 11 12 >3 14 15 16 17 18 m 20 21

ノー キ五
駐遇 2 6

__
3;> 36 35 | 33 27 24 7 $ 3 〇 〇 〇 〇

實Rは大
WHTに

大〇 
«〇 
ttt*
だ

11 H ..'7K せる發芥 
村败の合 
.n：___ _ 1

28 38
I

74 109 142 169 193 200 208 211
42.2 あリては 

2.940=小 
*m子に

同云
4«〇

征IIの域 
枷败 3 I'1 5 •10 29 39 32 17 11 8 12 〇 〇 〇 〇 〇 め虬ては

2.2745 な
め 
IW

i¥マ而E せろ巔牙 
2敷のイ｝ 
II- ■ 7 ,121 1 52 SI 120 152 !169 18> IS3 195 197

89.4 y

本災に徴すれば小枝稀rは現實發牙:數に於て大机に劣ると雖發処すること速なるが段にio 

nを限って發芽勢を虫むれば大粒植『の發牙:册はus%なるも小粒附rにありては16.2%に 

しXI2 IIを以て限れば大种:極「は28.4%左るに小粒就:rにおりては30.4%を示せリ〇而し 

て!3 n月に於て遇然ー•致し後は尚次大枝のもの優勢なるを觀るべし。是に依て觀るも搖補
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にょり生仃・する苗木は常にヤく我炉したるも•・つのみなりと炳定すること莊はざぜに似たい 

一般に大粒の•よりは够なる旭苗せ發生するい好くの如書陨「が小木:sものに比し發": 

すること比絞的興場合ありとすれば『く發芽したるもののみ俺募•苗にし-CJL^！的"く狡生 

したる苗木は生育の望なしと見做す能はざるべし。余は本間也に佛!して丄5か,叫住巾なるも- 

部成紹を捆ぐれば次の如し。供;试料としてヒノキ・スギ・アカマツ・カラマツ•タウヒ,否の种一子 

を川ひ之を河秒を用ひたる我芽床に插を.-：;怛溫器内に他は溫室內に置き-こF1・あ糜»狀 

慫を視察し發芽せるものあるときは之れを採り!I:粒數を綢べたろ後快比準用せる阿うに理・L 

發芽。削に仕立てて苗木生育の狀汕Wち殘井生め-の削合・所庄苗の大三,,同:等を詞布せり。

第 54 表

榭 ««に "違

し
II »

發郊・M: IIII狡芽际け.一 IW； A 
に對すZ 
Tf分率 
(邱

' ぼ床後7n HUに於
けー值• イッノくさ

::偷 厅

補

侈

H

床 

II (A) する
自分率

,のボ數 地上部"
し"

>;根諦の
1 K5
E泌

一 4:の R 
本全乾ボ 
•依(1明

r 4.13 4 45 ご7 u " 
n 24.4

••.HI5.3
•..

1 5.5 0.013 flWWIW
力
マ 14 5 37 7.2 S5 27.9 07 爵 〇.V32 种16"“挤何は
ツ 15 〇 250 9.2 105 6G.U 5.1 5.5 0.0S3 昭和m甲イ月

16 7 650 23.8 244 37.5 5.6 7.7 0.030 九1 "こして我
17 8 315 116 />7 18.1 5.9 5.5 0.029 キ床” 24(
18 9 2H2 10.3 120 42.6 6.2 7.2 «)•〇34 課器内に肮
19 10 818 11.5 59 18.8 尻わ 5.“ 0.027 さ伫ろGのと
20 11 210 7.7 49 23.3 5.5 8.4 0.040 す〇金"爲
21 12 102 3.7 18 17.G 4.5 8.7 0.014 ".本の
22 13 100 3.7 7 7.0 6.1 7.6 0.035 半的とF,
23 14 71 2.6 5 7.0 5-7 6.3 (1024
24 15 38 1.1 2 5ぶ 5.2 &4 U.g
25 16 19 1.1 0 . 〇 — —
26 17 36 !.» 〇 〇 — —
27 18 23 U.S 〇 ° - — —
28 10 22 O.K 〇 〇 ! — —
29 20 12 0.4 〇 〇 — —
30 21 10 0.4 〇 0 一! _

5. 2 23 12 0.4 〇 〇 — — -1
4

合,佃:平均

25 10
2727

0.4 〇

/••••
〇

29.0
散 4明 $5 旳O.o：u |

u 4.13 4 6 0.8 4 <W 7 — — — 1 料登ッ・率
/ 14 5 89 4.2 40 41.9 2.4 〇・也)7 4"相
キ 15 6 215 10.2 63 29.3 2.4 我9 o.ow» 以ド同斷

16 7 450 21.3 183 4U.7 2.8 倾 〇」切
17 8 280 13.3 G2 22.1 2.6 •1.6 0.008
18 9 280 13.3 110 89.3 2.5 3.9 O.WJ
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匕 in I" 150 n 29 19.8 ?.7 2.7 0.007
/ 如 . II 200 11.9 90 30.0 2.7 LM 0.010
•V 21 12 K10 4.7 22 22.0 2A> 3.1 0.<XW

注 1：： 110 5.2 〇 〇 20.0 m.i 4,1 0.009
皿 14 时 X2 IS 26 9 2.1 4.4 0.009
山 15 :：1 1.0 12 35.3 1.9 :;.4 叫007
25 16 11 0.7 2 14.3 — — —
20 17 29 1 1 a 17.2 一 — —
* 15 12 u.O g art 1G.7 — — —
2S 19 11 O.n 4 30.4 — — —

5. 2 2：5 12 0.6 1 S.：： —
4•什及平均 2109 申ハ :;13 堂 旳8.8 4的 0.008

X 4.13 1 68 2.5 14 20.6 3.6 21.9 0.016 供試料の發

it 14 5 112 4.2 42 -7.5 4.5 6.5 O.t 啓) 牛:松GG.10• 15 6 (17 2.5 22 32.8 3.5 5.0 0.020 以下下斷
10 1 2S2 10.5 117 41.5 3.S 4.0 0.018
17 S 21« s.o 04 43.5 3.S 5.7 0.020
1S 9 240 S.9 117 4S.S 3.9 4.7 0.019
10 10 270 10.0 51 ISO 3.S 3.1 0.014
眇 11 352 13.1 no 31.3 3.7 5.0 U.O24
21 12 2G4 9.S 7S 29.5 3.7 5.5 0.017
22 13 140 5.2 33 23.0 3.5 4.3 E喚
V3 14 105 0.1 78 47.3 3.4 3.7 0.017
24 15 103 3.S ：J2 31.1 2.C 3.4 (>.<>11
25 1(； 115 4.3 14 12.2 2.« 5.3 0.<HS
20 17 108 4・U 27 25.0 2.4 1.3 ”.ms
27 18 38 1.4 8 21.1 2.5 4.0 <>.(H4
28 19 !» 1.3 is 37.1 2.7 3.6 0.016
20 20 51 1.9 Hi 31.4 〇 〇 4.() 〇.'>14
30 21 20 0.7 7 35.0 — —
,:: 23 26 1.0 G 23.1 — _

4 25 20 <>.7 2 10.0 —
な计及1、均 2692 8S1 32.7 旳 

3J5 % g
0.017--------- •-

七 4.16 7 25 1.1 15 60.0 4.0 3.0 0.01() 供試料の發
: 17 8 28 1.2 7 25.0 3.G 4.5 0.010 柴率60.〇%

ッ 18 〇 40 1.7 22 55.0 3.7 6.6 0.016 以下同戲
10 49 2-1 19 38.8 4.1 5.3 o.oin

20 11 59 2.6 24 40.7 3.9 5.1 n.oi(;
2' 12 112 4-9 55 49.1 4.4 4.9 0.014

H 22 13 102 4.4 48 47.1 3.G 6.0 0.015
23 11 223 9.7 125 50.1 3.6 5.0 0.017
以 15 HV 6.1 62 44.3 8.5 5.5 0.022
25 1G 153 G.6 45 20.4 3.4 5.1 0.018
2G 17 ISO 7.S co 88.3 3.4 4.7 0.014

1 ••- 18 M3 6.2 J17 25.9 n.s 5.1 <>•0241 I_____
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耕

圖

力 
ク
マ
ツ

践莎並に 

陰 床 

n ||

28
29
30

5.1
2
3
4
5
7
S
9

10
11
13
14
15
16
17
18
19
20
21
23
28
29
30
31

6. 4
6
7

11
合計抱平均

發牛・迄
に衆"
し
H 9i

1”
W
21
22
ェ;
24
25
20
27
28
29
30
31
32
33
34
35

37
海
39
40
42
47
48
49
50
54
56
57
01

な卒粒數

(A)

70
・r :

152
12U
78
52
20
70
35
18
15
ビ;

2G
5J
24
25
19
20
17
16
12
18
28

7
H
10

G
5
5
4
2

2307

11II我平 
敗の我歩 
お敷に宜 
する 
仃分率

3%
3.5
0.6
5.2
丄1
2.3
】.】
3.0
1.5
<>.8
<>.7
1.0
1.1
2.2
1-0
1.1
0.8
o.n
0.7
0.7
0.5
0.8
1.2
0.3
0.6
0.7
0.3
0.2
0.2
0.2
0.1

所産- 
年史貧 
の木毆:
(】!)

25* 
6

09 
G5 
31 
20
6 

27
9 
4 
4 
4

10 
〇 
7 
2 
2 
〇 
6 
•1 
2
4 
1 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇
〇

836

(H)の(A, 
に對すろ 
百分率 
(睥) 

3.^7
7.3

45.4 
51•ソ
39.7
3S.5 
23.1
：B6 
2う・7 
22.2 
26.7 
17.4
：：S・5

〇
29.2
8.0

10.5 
〇

35.3
25.0
16.7
22.2
3.6

〇 
〇
〇 

〇
〇
〇 
〇
〇

36.2

样次技70 B
____ける苗水の火さ

海 专地1部の
Jよさ 

”ト埼)C III
3J
い

3.8
3.8
3.3
3.7
3.0
3.1
2.5
::S

3.5

槻部の

aじ边丄
1.3

4.1
5.3
4.4
4.7
5.G
5.1
6.1
5.6

—

电〇

•本の！II 
朱仝乾帀 
跃く>ド均・ 

dos:
0.021
0.019
0.011
0.022
U.O17
U.015
Q020 
0.015
0.018

0.017
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第 關 表

榭f* u u 1-! 1155外;d 『俗ー郊 l"(A 样床栈之 JJ III-於けS iii 1孳・i而冬つマ心’ーざ£4段戰う叩>狩牙, »疋 !• I-12贫し, ：l|-r 木刀大さ IJに於"
f・ 床»ふせし 1没關i 

g_____
［數•1
(B)(

i分率i也上部•1只都の •木の苗;6苗未の

J II1 1 戟 (A) 1 W 6T\! 
生Vノ

i さ!
(中均)

よ 5,
i
KW血」 
5い

fi上部技 
さ y}

% X cn» c g
5.12 4 104 mi 52 fo.o 6.4 s.n 〇.炊 10.7 供試株

1:: S 90 o.l ■>7 63.3 5.11 S.2 Q.U44 10.0 子災4：
ア II !1 122 0.5 67 54.9 7.0 8.3 0.054 12.3 伊5.6

崎 1〇 22-1 0J> 1:宙 瞬・7 6.4 80 0.062 10.5 %,捕
16 1! iil)O 2.0 208 41.6 7.3 S・6 0.V48 15.7

力 17 12 KH2 1.1 518 51.2 0.0 5.8 〇・<«4 9.4 負二・ド
1S U5 1111 5.9 邮 46.$ G.fl 7.6 0.038 8.6 ifuH K

マ 1<» 14 1898 7.S 1015 53.5 6.7 S.3 O.04S $0 nにし
2<> 15 ：U2li 12.8 723 23.1 5.8 9.0 〇」>42 11.4 て我芽
21 in 23211 9.5 096 源・9 G.0 10.3 0.048 13.1 床は潟

7 •>•> 17 2600 10,(5 1072 41.2 7.2 8.1 0.062 11.5 室内に
23 18 2600 10.0 1308 50.3 5.9 8.5 0.050 !>.9 置9火
24 151 1723 7.8 787 45.7 7.0 11.0 0.050 10.3 るもの

2〇 2ti 1339 5.5 550 •III 6.1 S.9 0.058 9.2 とす,
26 21 >324 9.4 422 81.9 6.9 10.3 〇•<174 S.9 公歡卩
27 22 1107 4.5 3部 35.1 7.0 10.4 0.056 10.1 髭は茜
28 ヅ 773 3.2 :W 41.9 0.9 S.7 0.06G 10.0 木5木
29 24 221 0.9 71 82.1 6.8 6.1 0.038 11.3 の平均

：10 23 444 1.8 114 25.7 G.9 7.5 0.060 12.5 とす

SI 26 262 1.1 41 15.6 6.1 7.7 0.054 13.8
6. 1 27 154 o.u 9 5.8 6.1 7.1 0.044 9.9

2 烬 鄭 1.2 3 1.0 6.3 6.1 0.040 15.5
3 20 HW 0.7 12 7.5 — — 11.5
•1 30 130 0.5 *> •• 1.5 — — — 7.0
5 31 43 0-2 〇 〇 — — — 一
6 32 GO 0.2 〇 3.3 — — — 6.5— / 38 94 0.4 〇 〇 一 — — —
S 34 57 0.2 1 L8 — — — 13.0
9 35 66 0.8 5 7.6 — — — 7.1

10 36 BI 0.1 〇 〇 — — — —
11 37 23 0.1 〇 〇 — — —
12 38 18 0.1 1 5.6 — — — 10.0
13 S1) 27 0.1 3 11.1 — — 7.5
14 40 10 0.04 3 30.0 一 — — 11.3
15 •11 〇 0.02 〇 〇 — — — —
16 42 13 0.1 3 23.1 — — — 11.1
17 43 7 0.02 〇 〇 -- — — —
18 44 5 0.02 1 20.0 一 — 9.0
20 4G 10 0.04 -1 10.0 — — — 7.0

さ好W:邸r> 24457 9264 37.9 用6.0 4叫 8.3 №0.052



12'i

樹

極

◎ ■■kレ”-侦よmう1- 段平枕引
(A)

II
數の逢引

すもも胡 
案

:所朮一;1 
uvy 
'(B)

,に由すW
7打分叩

V.1
5.り华

臨床该・IJI」ペ於"る芯 1年1題E

移 床
n 11

咬せし
11 數

,本の大2—_________
!る茴木“
-理I £り

r 收
)
1ぢ

倫上都仪
ゝ!< ?
1 5均)

>段部ン
li 3
,甲均

> 一糸の巾 
未金位•1 
fi!イゝ均

K 本 ■ ¥ CIH
5.14 9 15 0.1 〇 〇 — — — — 心代

15 10 9 0.1 1 11.1 — 我芽率
ス 16 11 71 0.1 7 ».9 — — — 7.：；

17 12 270 1.6 114 42.2 3.4 5.8 0.020 10.5 以下同
18 13 795 4.8 110 15.0 3.2 ・1・S 0.018 S.I 踊
19 14 500 3.0 C5 13.0 4-1 S.4 0.026 7.2
2) 15 1016 6.1 9S 9.G 3.4 4.1 0.018 6.9
21 1G 1693 10.2 191 11.3 3.7 5J 0.020 7.0

ギ 22 17 1400 8.4 191 13.9 6.9 0.022 11.5
23 18 1417 8.5 1<I〇 7.1 3.3 7.0 0.022 l»Ml
24 19 1383 8.3 93 6.7 3.9 G.9 0.022 8.3
25 23 1034 6.2 110 8.7 4.4 5.0 0.032 8.3
20 21 1223 7.3 108 18.7 4.3 3.9 0.039 S.5
27 22 1538 9.2 5.9 4.G 7.8 0.034 8.2
28 23 092 6.0 146 14.7 5.2 6.3 0.020 S-3
29 24 470 2.8 133 28.3 3.3 4.0 0.010 10.2
30 25 470 2.8 26 5.5 2.9 3.G 〇-〇!2 8.7
31 26 838 5.0 91 10.9 4.9 8.2 0.020 8.3

6.1 27 74 0.4 65 K7.8 4.8 7.2 0.022 7.5
2 28 砌 2.3 36 9.4 い 6.2 0.018 6.3
S 29 154 0.9 43 27.9 4J G.7 0.024 «.〇
4 30 2D 1.3 8 3.8 4.8 6 7 0.032 7.8
5 3L 68 0.4 4 5.9 4.7 5.G 0.030 6.5
〇 32 81 0.2 〇 〇 4.4 5.4 0.028 —
7 33 177 1.1 6 3.4 — — — 7.2
8 :M 110 0.7 〇 〇 — — — 一

g 35 101 0.0 〇 〇 — — — —
10 36 50 0.3 〇 〇 — — —
11 37 •W 0.3 〇 〇 — — —
12 38 29 0.2 〇 0 — — — —
13 39 18 0.1 〇 〇 — —
1-1 40 19 0.1 〇 〇 — — —
15 41 8 0.04 〇 〇 — — 一 —
16 42 14 0.1 〇 〇 — — — —
17 43 5 0.03 〇 〇 — — —
18 •14 4 0.02 〇 0 — — — —
20 4G 6 0.02 〇 〇 — — —
基甲的 16612 1888 11.3 M, 4.0 '1叫6.0 「'%023 —

一
力 5.12 7 9 0.02 〇 〇 — — — — 4心
う 13 8 4 0.01 〇 〇 — — — — 4 ぎ鶯
V 14 9 37 0.1 4 10.8 — — — 9.7 4尚
ウ 】5 10 77 0.2 9 11.0 3.1 4.3 0.020 11.7 ；・下叫
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4.4 0.020 11.3
6.2* 0.022 10.0
4.4 0.030 7.9
6.4 0.020 7.3
5.11 0.020 7.2
7.4 0.010 7.9
5.2 0.020 9.8
6・3 0.030 7.7
6.1 0.031 11.8
6.3 0.022 9.4
6.0 0.620 10.4
0.6 0.023 10.5
6.9 (L030 9.6
-I.S •- 7.9
7.2 0.626 6.8
8.2 0.021 10.S
7.1 0.022 9.3
5.4 0.022 8.1
6.2 0.024 6.9
5.6 0.024 7.4
3.5 0.026 10.3
— — 13.9
— — 9.5
— — 8.5
— — 10.8
— — 12.5
— —— 8.8
— — 4.9
— — 6.8
— ■— 8.5
—— — 7.9
— — 6.4
— — 8.0
— — 8.4
— — 0.0
— — 6.0
— — 4.7
— — 一
—— — 6.0
— — 0.6
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樹に 度平汰に 殃が*;戰
11II殘芽
Hの归芽 g一部 移麻後2"目に灰 

木の火さ
Qろ讶！ -i-1W|

俺
» 床耍せ1 せ數に對 * 0I診百分％1 壇1潮ノ氏儒の［ •本の茹る佑水の

rx 1] [| (1 ft (A) -fir:分 (B,郁 !hX1 任 5 1< 5 本全乾W ib l-.Sl：K 貯

羽 ''IF率ノ <平均)2) 站F叫・
% 上

7.1 57 184 0.5 5 2.7 ～ | —
2 5S Ifts 0G 4 2.0 -- - ：：•〇

力 3 50 138 0.1 〇 〇・ — —
4 的 2：M 0.7 〇 〇 — —
5 61 208 0.B K 38 — ：：.4

う G 02 210 <>6 7 3.2 3.2
7 牌 235 07 10 4.：； - 4〇

マ 8 (M 211 0.G 11 52 — 4.5
9 05 219 s no 0.0

10 66 212 0.G 5 2.4 • — 7.0
ッ 1! 67 247 ().7 2 0.S —• 11.0

12 68 1訪 0.4 〇 〇 —— —
13 60 1慎 0.5 〇 !1 — —
14 70 154 ().5 〇 〇 — —
15 71 117 0.3 〇 〇 —— —
1G 72 113 0.3 n 〇 — —

17 73 82 0.2 〇 〇 — —

18 74 131 0.4 〇 〇 — —
1リ 75 63 0.2 〇 〇 — —
ゴ) 70 61 0.2 〇 〇 — 一

71 77 42 0.1 〇 〇 — 一

22 78 4“ 0.1 〇 〇 — —
23 79 46 0.1 〇 〇 —

80 45 0.1 « 13.3 一 I2.2
25 81 31 0.1 3 9.7 一 3.1
26 82 45 0.1 4 8.9 — 4.6
27 83 40 0.1 〇 〇 — —
38 8> 28 1).1 〇 » — —
29 85 S4 0.1 5 14.7 11.4
30 86 15 0.04 〇 〇 ー ー

31 87 17 0.1 5 30.0 6.4
& 1 88 26 0.1 〇 〇 — —

2 89 36 0.1 4 11.1 7.0
3 90 15 0.04 〇 〇 — —
4 91 14 0.04 〇 〇 — —

3 92 18 0.1 〇 〇
G 08 16 0.04 〇 〇 — —

7 04 26 0.1 〇 0 — —
8 95 8 0.02 〇 〇 —— —
9 9G 〇 0.02 〇 〇 — —

10 97 12 0.03 〇 〇 一 —

11 98 16 0.04 〇 〇
'1 — -- •-- 一 ・・ ■ ・丄・ ・・ ・・ 1
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冷Hitあ灯
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牛
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24 
m 
ii 

〇
21 
22 

339St)

'Ll 
0.05 
0.03 
0.0 
0.1 
0.1

〇 
〇 
〇 
〇 
〇 

〇 
3947

〇
〇
〇
〇
〇

〇
11.G ；g s.8 皿5.9 W 0.024

—

5. 20
21
22
23
24
25
2(>
27
28
29
30
31

6.1

20 
r：ai2t^Ki

G
7
8
9

10
11
12
1：J
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
28
31
37

117 
299 
274 
琳 
243 
172
•16 
60 
57 
75 
1-7
62 
40 

»i 
15 
18
3
4 
4 
7 
6 

1963

「• 1
15.2 
14.0 
17.2 
12.4
S.S 
2.3 
3.1 
2.9 
3.8 
3.4 
3.2 
2.0
1.3 
o.s 
0.9 
0.2 
0.2 
0.2 
0.4 
0.3

76 
96 
99

181 
99 
<»
14 
21
21
5 
2
1 
〇
〇 
〇
1
1 
〇
1
6 
6 

60S

51.7
32.1
S6.1
53.5
40.7 
:沏6 
30.4 
55.0
36.8

6.6
3.1
1.6 
〇 
〇 
〇
5.5

3：J.3 
〇

25,0
85.7 

100.0
35.6

6.8 
6.2 
6.7 
G.7 
G.2 
6.5 
6.4 
G.2
G.9 
4.8

M 6.3

8.1
S.4
8.3
S.3
9.G

12.1
10.5
9.7
9.5
8.7

旳9.3

0.050 
0.044 
0.066 
0.WJ6 
0.070 
0.096 
0.082 
0.086 
0.090 
0.000

0.071

11.1
12.4
10,5
11.2
10.1
10.5
S.2
8.9

11.1
9.S
9.5

9.0
S.9

8.5
10.2

做料 
の發芽 
率 75.6 
%,抵 
技は昭 
和2年 
5 JJ 1-1 
日にし 

て,發 
芽:床は 
srct-i 
瞄に

ろtの

力

5. 20
21
22
23
24
25
20
27
28
29
80
31

〇•1

a
7
S
9

10
11
12
13
14
15
10
17
18
19
20
21

33 
G4 
96 

136
240

6S
121
SS
98
70 

107
96 

169 
153 
16!J

70

1.4
2.8
4.2 
6.0

10.5 
3.0 
5.3 
3.9
4.3
3.1
4.7
4 二
7.4
6.7
7.2
3.1

17
8

22 
30
33 
IC 
S3
22
22
11
22
11
26
29
11
17

51.5 
12.5 
22.9 
22.0 
18.8
225.5 
27.3 
25.0 
22.4 
15.7
20.0 
11.5 
15.4 
19.0

6.7 
2.4

3.4
3.2
3.G
3.6
2.7
8.6
3.7
4.0
4.0
3.6
4.6
4.1
3.7
3.7

8.2
7.6
6.6
6.7
5.4
7.S
6.1
6.3
6.3
7.3
6.7
0.8
7.1
5.8

0.020
0.020
0.016
0.022
0.020
0.022
0.026
0.026
0.030
0.024
0.026
0.026
0.026
0.020

9.4
8.5

10.0
12.1
7.2
7.4
G.G
7.2
6.7
8.5
9.0
6.3
8.7
8.0
7.6
8.3

供試料 
の發・牙 

率 45.2 
%,以 
下岫
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樹

11

發芽挖に
侈 床
月 B

狡gこ
變tf L 
n a

發芽炖勉

<A)

H當宛芽 
5iの独芽 
灣數に習 
すろ-百分 
率

所産ー•年 
生！I!の 
本 败 

(B)

】』の(A】 
に對ゴる 
育分率

楼床後ピリIIに於閣る価 
本の大S

1 *1-4 W 
Mに力机】 
ろ苗木の 
用上部氏 
5

側

壊R沛の •Il fiU の;一本の宙 
未示/ Hr f；r\

率ノ (平均 く平均)
个 4T *6
；X平均)

力

ラ

マ

ツ

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
22
28

なHE帝为

22
23
24
25
26
27
28
29
80
31
32
33
34
35
80
37
39
修

61 
80 
41 
33 
76
15 
20

3 
15
2 
8
4 
2

11 
5

14 
30 

2259

% 2.8 
2.8 
3.5
1.8 
1-4 
3.3 
0.7
0.9 
0.1 
0.7 
(XI
0.4
0.2
0.1
0.5 
0.2 
0.6
1.3

ま 
〇 
fl

11 
7 
5 
3 
7 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇 

〇 
〇 

〇 
〇 
〇
〇 

372

0.0 
14.1 
13.8 
17.1 
15.2
3.9 

40.7 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇 

〇 
〇 
〇 
〇 
〇 
〇

16.5

••in

Mj 3.7

•m

g G.S

a

机即)聞

•*!«

0.0
6.4
4.1
4.1
4.0
G.4

本成他に徴すれば题して逝く發芽せろものには劣呀のもの多きも特に甲く發芽せ・るもの亦侵 

勢ならさるを觀るペし。

抑F子發芽の近速は種了•の取扱,發芽操作方法の如何に依りて亦著しく相違を來すもの 

なるが故に發芽勢を踰するに當りては先ヰ發芽揉作の力法を定めざるべからず。發芽床の巨 

耕溫度共他の條件を明らかにせざれば發芽勢算出の日限のみ定むるも惹花なかるべし。

而して發芽試驗は共性質上一試料に付て共の;y驗は-lujな限るものにして同・個將を二囘 

以上供試すること能はざるものなるが故に;次阪の場合には適當なる試料の採坟に依て现扁上 

共;；■uナは品質均爭のものなりと認むるのみ。從てー試料を充分混和物卜して二分し同•取扱 

ひのもとに發芽の操作を行はしむる場命に於ても共が發芽の経個に付ては必ずしも同・財 

〔ざるべく從て短期日を限って m\したる發•染妙に相違を來すべきことあるは免れざる所なる 

べし。乂現行つー•般發兆試險操作に就て翔るに今日展善・つ方法たるもの必ずしも孙:了・にとり 

て川I然する所なしとなさす。發ダの如き微妙なる生活現象を敬!察せんとせば操作の方法に臥' 

ても更に研究の餘地を亿すべし。試駿方法に於て収;に斯くの如くなるのみならす發芽の;'' 

を示すの方法に就ても・定せるものなく •般には優良団了•の向半が發芽し終る迄の期口を川
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とし共•時間內に於ける發身:數光くは业の晳分率を以て表さるるも,鄭日限の充定に就ては 

人に依りて多少!l：J虫を異にするものあ!) 〇 乂之に反しーこ相’滞發:弟すべき侵良種子に於ては試 

島中の或る甘帝くは發以:總敷に對し某％以上に相當する论が發芽し終るに要する日數を以て 

示すけ力法もあへ代べく斯くして个日に於てはー•定の準據L粽べき方法なかるべし。されば 

現時に於てはTornnoy, Dmlnnd氏⑴ の如く愆:1口或は5日.7:日10 nの如き経過中の 

•定期”毎に於ける發芽數容く li-Jtf!分率を求めて大髓の頓向を知ること寧ろ必耍なりと用 

ふべく •尙ほ个後の硏究に依て貸歩の遅•連と冃沸の品質生か>良否等を粘在し假Dに•日々 

a芽:せ・るものに为して大號jwiw(の柚企を衣定し浒るに至らば始めて稲子・の眞價に近似する 

の牯果を得べしと思・隹するのみ“

IV.調停價格の決定

抑々造林川冲rは咬に樓述せしが如く郎地の制明せるものなることは勿祸進んでは所訥が 

n腻固も-の阳rたるべく從て外來系辙子は成:しく之を排せざるべからすとせらるるも而も共 

地方网弥の祢苗必ずしも總て造林川として適抽:良なりとなす诜はざるものあるべく從て現 

今の如く過渡明にある•听肉林樂にあ〇ては林業川の枢實を他より求めざるべからざるが如き 

往・之れなしとせ-尹。加ふるに燧近林桀の進歩と芥祢製造工業の發展に伴ふ木材•の需要と 

は更に造林用榕邺£の盹网を廣むるに及び玆に內外芥地の適木良秋を求めて生産の坪瀬と樹 

"カ更奖材弥の改良を£ I’るの必要に迫られ此号瑛實は從て他より求めさるべからざるに至れ 

り〇而して從來は造林川秋子の多くが地ガ爾T沛iより購入せられたるもめなるも當時一般に 

£;坦に關する知識の乏しかりし頻には動もすれば商人は種子の相也を俺り或は界税古诳共他 

の火雜物を混入し或は生活力なをものの外觌を修饰糊塗する郎秋々なる詐術奸計を廻らした 

るものありしと|川くも旣に急速の進步を來たせる否・林榮界にありては需要家の郁子に町する 

出:'"建沙と彼の商非道徳の向上に伴ひ令n游んど斯の如き不正の徒茹なかるべしと信する 

も…而俺了・は共品質を一 ・兄して激別し得ざるものなるが故に共JRりIに當り需給兩者に於て-. 

K:これを檢定し共間功も適せる堆價を調停するを以て至當となすべし。兩停價格の決定方法 

に就ては餌にEbe^wnlde秋子檢定所に於ける称:子鑑定現則⑵(1915)中に定められたるも

(1；.1.W. Tojnney & W. D. Durland :—The Effect of Soaking Certain Tree Seeds in Water at 
Greenhouse Temperature on Viability and the Time 
Required for Germination. J,成.f. 1923. p. 3G9

(2) Schwappach :—Bestimmungon fiir die WaldsamenprufunRsanstalt b©i der Hauptstalion 
des forstlichcn Vcrsuchswesens zu Eberswalde vom 1.spril 1915. Z. f. F. ii.J. 1915 $. 045
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のあるを視るべし。即ち商人の保證せる發芽率又は紂:％;:率と微定したる發芽率父出・量率と

の羞が公浅を超ゆる場合には別に協定なき限り價物は次式に依りて調停すとありて

1.發芽率也に純;止率共に公混を超ゆる場合

1：9...... 敬せる利国:瓏

K>j...... 保浚せる狡芽率

R...... 鑑定・せる純並率

K...... 鑑定虫る發芽率

........ 純航卒の公寸

h...... 狡芽率の公労 ^

«...... 見拉價格

/...... 調停佗格

エ"(△土賛).(バ土/：) •〃 
' lit}. Kg.

但・し鑑定せる發芽瑁,純计:率が保證・せるものより小なる埸命には(+)符號を採り之に反す 

る場合には(一)符號を採るものとす。

2.發芽率のみが公徨を超ゆる場合

一 (/T±Z：)g
’し Kg

3.純一;上率のみが公潍を超ゆる脇

,.=(7? ± r) ■ a 
Rg

の價がひより大となる場合にはxを見積僵格にIEむるものとなせり。

本局に於て宓林用種子瞬入の際に調停すべき價格の算定方法も此處に共規範を採るものと 

す。而して本局規程に於ては鑑定せる結果良好にして保:涂率との差が公差の純剧を超ゆる均 

合には見仙僵格の二割を限度として之が増額を認め又保卷率が憐定率に及ばずして公弟な趙 

ゆる場合には一共割合に廊じて見憐僵招を诚初調停し更に保證•率に」七し鑑定の結果が若しく不

良に
Lて之に公藩を加ふるも尙其弟が保證率の二制を超ゆる場合には不合格品となせ"。
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凡そ淄人の保,證せろ卓に比し措定の結果良好にして共些が公世を超ゆる場合堆價は依然と 

して嬉泌馄附Cil:むるや•或は相當堆制すべきやの間題に付ては謎湍あろべしと雖•假りに見 

衬鼐格が時價相當のものにして又納品を悠定の結果が商人の［愉率に一致したりとせぱ何人 

も異味なく典見仙價洛を1'Lて至常とし此1-.品Hが更に保證率以上たるべきことを强て要求す 

るものなかるべし0斯の如く保;卷•率が鑑定の成績と一致するか乃至は共をが公差の範圍內に 

ある垮企を票芈として汚察するに納穌檢住の結果鑑定・率不良にして共浅か公差を超ゆる場合 

.•••做頷を以て澗けするも">とせば逆に鑑定の結果保證率を超えて公决以上なるとさは或程度 

の殉額を,』•むるB枢當となすべし。將り波’涌のみを威ひて増,額を,思めナ。鑑定結果の良好な 

りしJ空合には賞手にとりて:莅外の幸とのみ祢曲するは當を得たるものとなす於はざるべし。 

斯の如在•!心のは共に尚人のM貿北込違ひより來たる單價の5%算と解する方妥當なるべL。嵌 

〇に買手側にとりて右列なる波’涌のみを强ふるものとせば資手側に於ても成は单價の算出に 

・塁進率を川ひ保卷率を僞りて商く见缶らば诚制に對する危險の袖償を計り得て强ち貲乎にと 

りてのみ有利なりとなす能はざるべし,されば需給兩者に向っては當なろ策をとり折倾の場 

合は姑狀涌の:,刘上限皮として保證の意味を觥保せしむると同時に滅‘額には限度を附せすし 

て沛術を採防せんとするは策の得たるものと謂ふべし。次に鑑定結果の不良なる蝎合を者察 

せんに抑々技子•を:共:發芽率と紳・％：:率とにょりて觀るに為率なるものは所調發芽し得べきの種 

子歸:多く代率なるものは生活力なき利i 了・共他の火雜物を含宙すること多くして發芽し得べを 

化込のものは少虽なることを意味すべし。山來一塊の報子剧に於て發芽率大なるときは共れ 

が生活力肚盛なる被子の果園なることを示すも然らざる場合には微力なるものと知るべし, 

血して發芽率とHanok氏の所削得苗率とが平行せすとせば生活力肚盛にして發芽率髙さも 

のは蘇以て頂版後の得苗割合艮好なるべきも之に反して發券伞小なるときは彳〇苗の率は急激 

に低下すべく 乂實際貯蔵による發芽カ減退の割合を觀るに發芽力火なるものと然らざるもの 

とに於ては自ら比例せすして同一史兜のもとに於て爵车のものは比鞍的減退すること少き傾 

向％るを知るべし。果して然りとせば極子の说價も發芽力に比例せずして發芽率の増大する 

に作なひ累巡せしむるを学ろ至當となすべざか。

而して訓停價格の決定方法は純て比例算法に依りて坪H或するものなるが故に頻子商に於て 

瓶價M・功に際し故您に發芽保證率を高くし從て堪價を累進步合に依て見:込た!,とせんか之を 

上述比例以に依て調停すれぱ商人は不當の利得をなすの恐あるべし。故に此郁奸計を妨ぐの 

•助として鑑定率に公愛を加へて尙保證率の八割に及ばざるものは不合格品となすことを規
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定せるものにして乂斯の如き報子は保證の密味社も滅却せるもCなるをJ・J・て之れを不合格と 

なすは當然の處担なりと訶ふべし。

V.種子の數量單位

选林用郁子の數敏は從來容•I.Hi'Lf.Zによりて湘定せらるる,•パ朋あれどもす油帝器を川ふ・ 

場合には所a脚脆者の手加減によりて若しく共結果を異にするは勿論w:的にも!洲する均令 

と雖も人を異にするときは同•量も亦異なる站として洲らるること楮ならずU果:も之;等のU 

點を柚はんが爲め作られたる•役殺紡斗::器あれども住かに實驗的に使川せらろるに過雪・,加 

之共純並率は純正補・了・の供状科抒に旳すや"吊分率なるを以て同一種:于にして北柿 !1：：i^U 

等しきものありと雖夾砌の頓新如何に依りて同・容由;:に2•ける純!E郁子の數折は著L怎相 

違を來すが故に植子を容孙W:に依りて取扱ふ很り純:止やの鑑定は全く共::世茂を失ふに至::, 

べし。

然るに一般事業に於ては令【1依然として容址菓位!の使川せらるるものあるカ:故に木知に找 

ては會て大正十四年林學臼雜诂笫三十一號に扌月載せし所なるも效に疽ねて記逮する所以な 

り。

試にヒノキ’スギ’マッ,サハラ’トドマツ等の郁子を採り是;IUこ夫な比［"を界にせる 

キササゲ 縫了・共他の夾郷;物を混じて;汰料となし,共純か:率を抑况したるに次」>如さ結果を 

代たり。

第 5(; 表

椚 M 夾 雑 物 弑料中痢物の混入すろ 
杵笊百分率 純 京 率

匕 ノ キ 毬果の碎片 

松 !m
3K の’小片 

キササゲ強于

25%
25
30
30

70.7%
56.1

89.7
95.4

ス ・ 毬采の碎片
松 JKt
案 の 小 片

キササゲ播子

25
25
30
30

78.5
66-8
02.8
95.4
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アカマッ 住堡:*・ば采碎»!• 25 87.9
松 服 25 72.9
麟 w 小 片 25 S5.9
翅 片 25 94.1

伊 ハ ン m果の碎 片 25 61.1
松 HS 25 ：«.7
キサせゲ佈 孑 30 04.2

トドマッ 蝕黑の砰 片 25 SL5
松 8S 25 62.2
Si の 小 片 92.1
キせサゲ褚 30 97.5

衣戚粘に依れば アカマツ 種「にありては件火鄙:物は試料に到し•C何れも容弛の二割五分宛 

岫したるを以て例へば•.斗とユするも純正孤子は7汗5合・夾雜物2キ〇合の割合 

なり。荷して共純並率セ見るに松脂の如き比重大なるもめを混する場合には73%なるに夾 

・物弟なるときは實に96%な,)。サハラ獄「の如きにありては夾惟物嗣合二割五分なる松 

脂H朴牝率僅か 湘％ なるに反し、•サ・寸ケ阳「•を三削混和するも尚04% なるを見るべし。

•'、に备秤子・の神;I;率を略々95%に保たしむるため混入し彳・らるべ世夬雜物の容並を求めた 

るに共神对に依•»て著しき相違あり。

光一タ本;;,喚に供川せる祁:•了・.並に火雜物の・立方飆當平均砲並を求むれば

第 57 表

ー立万!!嘴平均虫亦:(G W? 知 ー立方机喘千均市威@)

サハラ！'R子 0.135 スド毬果碎片 0.271
とノキ(.R子 0.206 アカマツ伎果碎片 0.244
スギ陣子 0.396 I- いツぜ果碎片 0.248
アカマツHi孑 0.5SG 草の小片 0.070
トドマツ極子 0.372 松 Utt 粉末 〇也〇
サハラ毬果碎片 0.247 キササゲ冲于 0.025
込ノキ住果碎片 0.827 アカマツ划片 0.111

依て冊E頓「に御けなる夷椎物を混じてJI:純・虽率な何れも時"5%を示すが如ぎものを作ら 

んとせば火雑物混和の容・出刘合を燃何ならしむべきかを算｝Hしたるに次G>如し。
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依て夾雜物・姑合100容中に舍まるる火雜物の容:;割介を算:带すれば

第 39 表

第 聡 表

樹 籾
施正休子100杵に對寸ろ溫和火机构の容狀割公

・ササゲ拄子 疝小片 琵堪碎片 松榆衿末

匕 ノ 年 fW.Ol 19.6G •1.21 2.15
ス ¥ 81.82 29.22 7.的 3.20
サ ハ ラ 28.17 10.10 2.84 1.09
ア カ マ ッ 122.22 43,«| 12.52 4.77
ト ド マ ッ 76.99 27.50 7.76 a.oi

樹 種
雜灼混介准子100審中の央邠灼容飛刘ハ

Fリサゲ稲孑 棊小片 毬果碎片 松脂末

U ノ 4 35.50 16.43 4.W 2.10
ス ギ •15.00 22.61 7.02 3.10
サ ハ ラ 21.98 9.10 2.7G 1.08
T力 ・ヾツ 55.00 30.38 11.13 ；.拓

トド マッ 48.50 21.57 7.20 2.92

即ち純:杭率は等しく 95%の報了1斗と种するも純朮楚子の数・朮は夾锥物の存街によりて 

辭しく相違し例へばヒノキ秘・了・に就て見れば!斗の中松幅粉末約2合1勺純正植子版9 

升7合9勺の品と薬片の約! J|- 6合4勺を合み純正極子8升3合6勺力ものとはー. 

斗に付き純正就子抵1升4命3勺の後あるに係らず純並率何れも95%なるの故を以て 

同一品等に取扱はるべくアカマツ秘子の如き松脂粉末を混ずるものと薬を以もするものとは • 

斗に對し純正縫子、•代2升5合8勺餘の招違あり〇凡そ遂林川技子の瞒入に當りては前述 

の如く像め發券率並に純荣率を鑑定L共成績にI断じて價格・を調停するものなるも極子の數士; 

取扱を玳弛單位に改めざる限り如何に發芽試骏の正確を期するも算定せらるる溯り價格は甚 

だ不安なるを免れず,一而乂奸商の"る恐あり〇例へば大粒にして發芽率多きあ風輙子に 

裁片の如き極めて輕嫩なる夾•雑物を多並に混入するとせば容驗單位を川ふる場合射純:此率は 

極めて大となり發芽率亦多きを以て凋停の價格は遂に商人をして不當利爲を得せしむるに至 

るべし。斯の如く容荒單位によるときは利・［々なる缺Wあるのみならす逐果利!實の運嫩に際し 

ても避愉機關は・般に道抵單位なるが故に連絡上亦單位ぬ統・を耍する所なり。

奉に度並衡單位はメートル刪に改められたるを以て此の際メ-トル制の価黄單位を採川す 
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るに至らぱ•雄にLて單のハ統一•を途行し得べし。試に稚了・の數並承位改正に伴ひ取敢す必 

实なる客団匝を祀住したるに潞次女の如在結果を得たり。而して植子中に含冇せらるる水分 

帯は汗通・成％當時よ〇.乾:煙貯城するに從ひ漸次波少するのみならず,火領格座の影應を蒙り 

て絕えず多少の拉化をなすが故にJ0"；:も亦ー樣なる策はす.東京K•门湖多摩那所在卄里御 

科地に於て大・旧十二年(結實哉)I・二月四II(哨汰)に採來せしヒノキ紡子に付き理實採集當

■・整に花粉む藏中の含め•水分、;:を測定したるに採％時に於ける生輒子は共全乾兩に:Hして約 

須;％乃至如％の水分を保右し遅實乾燥後脫離せる秘rは共全乾亜におして約的％乃至 

の水分を含右せり。故に:乾燥4槃作によりて約10%由クトの水分を逸出せしむることを 

知るべし斯くして•况堡せる碰子を木綿袋等に入れて室內に貯議するものは尙多少の水分を 

央ふものにして翌年四月に至りて號乾稚了・を測定したるに何れも含水飛は11%乃至12% 

なるを!Aたり。

JI:他の加了に就ては測定數少なさを以て遽かに尚定し愁ほも本試驗に於てはスギ種子は 

18乃至20%ルハラ陸子は 佔％乃至17%なる成秋を得たり(含水並の測定には紹並… 

理メ郷川藉密灭拜を川ふ)

第 G0 表

樹 停
一升常7R飛 1« 咨 彼 抵

備 考
単位(久) 平均爪が 

舉位(欠) 琅位(g) 中均・演諭 
里纺疫ーー

丄 ノ キ 13〇〜175 145 271—364 302
本淞中の冷放は

ス ギ 175〜190 185 MI-395 385
從來測定せられ

サ ハ ラ 65 〜100 70 135—20S 140 1；A tの凡帝普
モ e 100—150 140 20S~S12 291 • * Q 1 つ・‘・くルE 

林野局林槊徵險
ク ロ マ ツ 250—271) 203 520^561 547

場に於て余が測
ア カ マ ッ 250—280 255 520—582 530 定しなる成銃に
力ウ十マキ 130—155 145 271-322 302

基く。
キ ヅ コ 75 I5G
イ ヌ ガヤ 256 532
パ つ モ ミ 195 405
コ メ ツ ガ 149 310
アカエ•ゾマッ 253 526
ウラジロモミ IG0 333
アナモリトドマッ 1G0 333
ドイツ"ッH 270-2S5 280 562〜593 582
ドイツクロマツ 246—255 249 512〜530 518
ドイツアカマツ 230 478
スト"ーブマッ 200—296 220 416—532 657
エゾマッ划付 1 90 187
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樹 摧

エ ゾ マ ッ
テウ匕ンマッ 

タウ匕翅付 

同 翅 去
ト ド マ ワ
カノ"* •ン翅(1 
同 蔣 去
ン ・ ペ
ッ ガ

り ヤ
イ ナ キ
イ X マ キ 
マ ・；
カウェウザン 

イ テ フ
ヒ メ コマッ

_ヒ パ
/ ユ ロ

ク メ
コ ナ ク
カ ン ハ

ア ペyキ 
レ せ

Z ナ
ソ °
サハク•ル!翅付 

同 翅 去 
ウ バ メカ・シ
ア ラ カ ン 

r つパン U
エ ノ キ
ウ レ

Xルデ果皮付 
同果皮去 
ハな!！C皮付 

M 果皮去 
ハ リ ¥ 9
kイジュ 

エ コ•ノ キ
サンゴジュ 
キ 9« サ ゲ

キ リ
卜・リョ翅付

-ft w 1R 

爪位(久ノ

HK) 
300 
55 

165 
18〇〜200 

80 
1GQ 
130 
140 
200 
270 

• 湖 
:H8 
130 
275 
河 

1W 
255 
300 
340 
濒 

:«〇 
370 
250 
133

31HG0 

345-380

15～ 25 
21 
75

JA
鲤

I頂)

20

バ 富 

単位(K)

洒 
624 
114 
34：； 

874～410
17U 
3M； 
271 
2!>1 
41(； 
562 
728 
723 
271 
572 
G03 
333 
530 
(>24 
707 
GC5 
6S6 
769 
520 
277 
104 
322 
541 
707 

G15—748 
•178 

712^790 
624 
318 
301 
680 
206 
616 
551 
441 

31 〜52 
438 
156

涙 荒

イ、均";.
甲他土

:侦

42

倫 考
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ヤマシバおへ/ 100 208
イタヤカへヂ 81 1胸
トキハカへデ 5S 310 121
レ ケ カ ン 267〜380 55う〜GS6 645
ア カ ザ ン :W0〜灿 624—72S
W ヅ ナ ラ 360 718
n ナ っ 225 190
ハ ン ノ キ 術〜140 197*291
ク ス (it) 编) 520
カ ッ ラ 57 119
キハダ果皮付 287 涵

W采皮 Ji 216 449
ケ ヤ キ 20〇〜220 416 〜457
t C ナル ミ 1略 260 •112〜M0
ヤマウルレ 21(5 449
屮 ク リ :レ15～100 717—SS2
オナバZ・ナイク1・ 49 102
ト チ 800～3河 345 〇24～748 717
*-»( ノ+ 果佑 J; 220 457
異內付 29G 615

笋 181 38R
ヾー ン バ I5S 329
ハ レ ト・ f 124 25S
マ イ ダ ヤ. 45 04
ハナイ ズヤ 80 1(56

ヅ キ 221 460
アヅキ,ン果伪付 174 网

同果用 Ji 202 515
づ ブ レ 的 •IS7
ナナカマト•果肉付 281 5SI
1-4 果1旬 Ji 210 500
マ カ ン ソぐ •15 937
レラ カンバ 40 S3
ヤ チ ダ モ «3 131
ァ キ メ・ 十 〇!> 144
イヂヒ"シ 332〜334 690-715
ク ラ ぞ ジ 1149 51S
ァ オ ハ k 278 578
クOピイクヤ •150

極子令右水分呈の移動に伴ふR:&の械化

称「の數吊:測定に外量用位を以てするとぎは使用する淡器の獄領により例へば大埋桃にて 

问數な少なく」測る場命と小型紺。て「叫數を多く」測る以帝とは自ら誤差を生ずるのみな 

ら-耘f料を・:器に入るるの月法或は.'I・拔度川方法の巧拙,等所消測定衿の手加減によりても亦
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著しき相違を來すが故に測定者を晃にする場合には同• -;1;:も異なれるむとして测定せらるる 

ことは吾人の常に経駿する所なり〇加之容・單仿:によるときは純前率鑑定の如きは全く J成 

從を哭ひ從て求めたる効率は著しく兩窩を失するが如き免.；!；・し｛! Hはざる統"あん 然り而し 

て玆に电位を重用に改正したりとするも亦全く竺の:決ッなしと左す!花はざるや勿漓なれども 

共は垠に水分の核動變化］こ伴ふ叶が:の増滅のみにして容;1：:甲位を川ふるの不命理なるに比す 

べくも非ざるなり。試に大正十二年秋手採集に係るヒノキ種:子・の貯湖伽IH』•ケJJ巾に於け 

る匝剧の増i或を测定したるに第61友の如會結果を徂たり。

第 ・ 表

の・-)

賊 料
•：d
a?

2 H. 29 H 4 n 26 H 5 JJ 26 H G n 2G H 7 JJ 26 H s JJ 20 H
原市我 nt數 林 init m® flttt ma Ifitt TRfft 竺 iRfit ffltt

-II•里99料 1 111.5 100 118.5 90 110.0 109.0 w 107.5" 9G 11)8.5' 07

均淹匕ノキ 2 91.5 100 94.0 91.0 的 92.5 98 90.0 102 92.0 07
3 111.0 100 109.0 108.5 08 110.0 99 108.5 98 111.5 HW
1 114.0 100 111.0 沛 111.5 98 11装 9!> 111.5 9S 111.5 !»8
5 112.0 100 105.0 01 107.5 116 110.0 98 10S.0 96 103.5 1>7

(•共のニ)

試 料
記

娥

9 JJ 26 H 10 JJ 26 H 11 JJ 2« H 12 n 26 B 1 JJ 20 H 2 JJ 26 H

林 物數 冷か： 指败 TRfit 招姣 mit 做 时;： 捐飛 浪別 ffift

11- Jjt w 料 1 107.6 96 !〇«.〇 97 105.〇・ 94 105.0 94 104.0 93 1U4.0 98
iSrtiu ノ キ 2 90.0 95 91.0 96 89.0 04 88.5 94 88.0 f« 88.5 94

3 108.0 97 108.5 fts 103.5 93 104.() 94 105.0 95 105.0 沛
4 110.0 9G 110.5 97 110.5 109.0 96 108.0 95 108.0 95

5 106.5 95 107.0 96 107.0 % 105.() 94 10-1.0 93 104.0 93

〇!-のー")

M 料 3皺
3 月 2(i H 4 JI 2G H 5 JJ 26 H

備 a
ホSt 指敷 如JR 指數 1R fit 指效

•II- 'f街料培 1 104.5 94 104.0k 93 104.5ヽ 04 由大正十三年二jj
產レノキ 2 88.0 93 88.5 94 88.6 91 至同十四年ん.jj

3 105.5 5) 105.5 95 10G.0 95
4 108.0 95 103.0 眄 108.0 时
5 104.0 93 101.0 93 104.0 93

「備考」秤並は感M二分一瓦の綃密桿坪を川ふ。
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本成秋によれば塩破に特する水分の減少削介は約•ケ年後に於ても僅かに7%に過ぎ 

ヰ。而して［冋;:単位此川ひて郁子•の！!鶴入を行ふ］%fに独上の如き,冋;S減小を考慮すれば水 

分多くしてくH::大多るの時期に歸」ー•を府人するは一以不利益なるカ;如けれども由來新鲜なる 

f '・子・は發并力火にし・て・之に反し竖期貯我して乾煥せしめたるものは假令帀:％：:は诚少するも 

之に仰ふて發％丿jも亦i戒汲するを常とするが此に、解入に添しては須らく戏:品質の如何を考 

さすると共に•而｝卩償と照合"せば多少の自然乾祓統の如きは顧距:するに炬らざるべし。況や 

大ん(洼1度の影料2>如きに於てをや。次二単立改正に作ひて吾人の衆Iも带意せざるべからざる 

は種:子の資買に當り好商が故意に車;1；:の増加を企關するが如き恐れなきや冬やの點な〇 c 1111 

くが如くんば從來とても純杭率と・h；:とのI瓠係を敗芨せんが爲め4財巧妙なる夾雜物を混入 

せしめたるもの:ちりと云へば將來に於ても此梳奸計を倒らすこと無きを保せず。

試にヒノキ・スギ・サハラ・額子に就き24時間乃至72時叫の水中浸漬を行ひて共館批 

v剛加を測定Lたるに次の如を結果を得たり〇

第 曲 表

樹 w
隘城前“

原イM
浸演・

I1V' lil]
注谊後"

m玳

个•；■£

吓:荒

心6
企乾政い
化

水笊の
:wr・ろ 
展

格,ル1〇〇 
とし•(注漬複 
〇!R®4-me 
た•以て示す

伽 第

浅道後

II- T W料地値(

U ノ キ［

rtieniv.H 地［ i： 1 
7-" 

斎兄山伽軒灿涂］ 

ハラ［

网.(j 
506.0 
580.0 
072.0 
領8.0 
GG4.9 
252.0 
246.0
264.0

24 
•18 
72 
24 
-18 
72 
24 
4S 
72

G32.(f 
6G9.0 
683.0
707.0
711.0
764.0
259.0 
273.0 
297.0

522.0'
522.2
513.4
561.2
549.6
554.6
216.0
210.8
220.2

14.2
14.1
14.1
19.7
19.7
111.7
17.0
16.7
10.7

18.7
2S.1
33.0
26.0
29.4
37.8
19.9
29.5
31.3

104
112
H7
105
10S
115
102
111
113

試料數飛は
•ハ•宛とす

尙ほヒノキ,スギ,サハラ,ク"マッ

第 關 表

•毛ミ,掀子に付き絳全と認めらるるもの10粒宛

を採り没水前前に3時間侵沾•後に於ける垂抵を濁

種 樹 注水前如W: 3呻間注水後に 
於ける林

定したるに第63表の如き結果を母たり〇

浸水に依る代底の増加は相當大左るものあり〇 

然れ共没浊せるため含右水分謂:の警しく増加する 

ものはJ も亦何れも櫟池/仙に比し超大な

るを以て之に比絞するか成は娜鰹定に依り肉眼

ス ギ

匕ノ・ 
作ハク 
クW yツ 

モ t

0.0790
0.0202
0.0100
0.1378
0.3810

<>.087!
0.0311)
0.0120
0.1477
0.48-10
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にても或程度の識別を為し徂べく尙携はしを場合には金水帯の阳::を行はば容易に刊定する 

ことを彳Bべし。尤も發芽率の鑑定Kは3週乃至4週間を要するが•故に业剛山:敏沱せしめ 

て後枷瓜を再制するも不正依子を飮破し得べし。

凡そ現今欧米に於て神子の数初仅扱に容阳卩位のみを使用する所ある幻川か井.汤リ莒・力: 

國にありては未だ之を使川するの描習遺れる所あるも跡子純状率の鑑定は單仲:お更:,:として 

初めて共卷技を生するものなるのみならず旣に-wvi-mに於ても断消手加・"め’・「,ろ”v双 

位を改めて若々亜皱單位に統ラしつつあり〇而して吾卻料林山:笑に埒こ今俄かに地位の改正 

を行はば事業實行#にとりては共當座多少の不便を"ることあらんも个H改めずと璀も何 

れの時にか改めざるべからざる事なるに於ては此の際メートル制に改正せらるるの時魚にわ 

黄能位に改むれば刑にして他如J改良を斷行し得べし。尙は種子の發芽:促進方法•団子沛 

诚方法等に關しては追て號を改めて記逮する所あらんとす。


